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序章





　――今や王都フェシナムは、死の廃はい墟きよと化していた。

　空を漆しつ黒こくの雲が覆おおい、その中をいくつもの雷光が絶え間なく閃ひらめく。

　すでにかつて王都にあった『形あるもの』は、とことんまで破壊しつくされていた。瓦が礫れきの原に残るのは、黒雲の中心――フェシナム王城のみである。

　その城の最奥たる王の間では、甲かん高だかく投げやりな、宴うたげの声が響く。

　全すべてが色あせ荒廃し、あらゆる色彩の消えたこの『黒い部屋』は、湿度高く、濃密な花の香りに埋めつくされていた。

　灰色の鈍い光の中で蠢うごめくのは、汗に濡ぬれて光を照り返す妖よう艶えんな肌ばかり。

　女の嬌きよう声せい――いくつもの笑い声に、部屋の中は埋めつくされていた。

　そしてゆらめく女たちの中央、かつて王座であった場所に、人ならざる青年の姿がある。

　闇やみの中でまず浮かぶのは、彼の十字光を灯ともした異い形ぎようの瞳ひとみだった。さらにあらゆるものをさげすむように歪ゆがめられた口元で、真っ白な歯のみが時々のぞく。かつての赤髪や黒の王衣は、今や澱よどんだ闇に溶け、周囲の完全なる漆黒と一体化していた。

　地の底から響き渡るような、人ならざる声で彼は笑う。

　これこそが、今では誰だれもが正しく魔王と呼ぶ、ミトラス・アグディスティスの姿だった。

　そんな魔王の眼がん前ぜんには、村からさらってきた宴うたげの供く物もつたる乙女の姿があった。

　背は大きく、年とし頃ごろも肉づきも十分によく、それでいて表情は清せい楚そで貞てい淑しゆくな乙女である。

　薄布一枚をまとっただけの姿で、乙女は周囲の狂騒に向かい、必死の拒絶の表情を浮かべていた。

　しかしこれまで生いけ贄にえにされてきた幾いく多たの娘たちと同じく、彼女もまた自らの体が、勝手に揺れるのを止められない。

　徐々に乙女の表情には、諦あきらめの色が浮かび始める。それとともにこの部屋で、唯一光り輝く色彩だった彼女の姿もまた、闇やみの黒と同化しつつあった。

　魔王を崇拝する女たちの宴は、ますますの盛り上がりを迎える。

　そんな狂った部屋の中へ、一羽の大ガラスが舞いこんできた。

　裸の女たちの間から、褐色肌の一本の腕が天井に向かって差しのばされる。それがまるで止まり木であるかのように、カラスは伸ばされた腕へと下りた。

　しばらくの沈黙があって、止まり木の腕の主が言う。

「分かった。我が肉に還かえるがいい」

　その一言で魔術が解けて、大ガラスは羽毛の間から粘液を吹き出しズブズブと溶けた。ドロリと形を崩したまま、止まっていた腕と一体化していく。

　やがて徐々に乾いていく腕の感触を確かめながら、カラスの主は裸の女たちの中で立ち上がった。

　手に携たずさえた剣以外、一いつ糸しまとわぬ姿の彼女は、闇の塊の前まで行き膝ひざを折る。

「お知らせします、王陛下……」

　たっぷりの沈黙のあと、魔王ミトラスは闇の中から答えた。

『――――何だ？』

　もはや人とは判じがたい濁りきった声に、褐色肌の女は答えた。

「……カルセ王女率いるレジスタンスが、我が軍の前線を破りました。破竹の勢いで王都に迫りつつあります」

「――ほう」

「偉大なる陛下。この将軍デクスタと我が軍団に、出撃の機会をお与えください。煩わしいレジスタンスなど、私めが一いつ蹴しゆうしてみせましょう」

「愚かな人……」

　魔王の背後の闇の中から、鋭利な嘲ちよう笑しようの声が響く。

「大事な『魔王の儀』の最さ中なかに興を削そぐ知らせを持ちこみ、さらには身の程を知らない出陣志願とは……」

「何だとシニステル――！　私が負けるとでもいうのか!?」

「デクスタ……煩うるさい人……」

　嘲ちよう笑しようの声は苛いら立だちに変わり、王座の影の中から伸びた手が供く物もつたる乙女の胸を乱暴に掴つかんだ。乙女は苦しげな声を上げ、その手の主を振り返り、驚きに目を見開く。

　そこには魔王の前に跪ひざまずく女将軍デクスタと、全く同じ顔があったのだ。

「カルセ王女には勇者アティスが付き従い、『森の民フオレストノート』を率いたクラテール・ヴィクスは、先の失敗を取り戻そうといきり立っているところ。――そこへ正面突破しか取り柄えのないデクスタ将軍が行き、何ができるというのやら」

「お前は……！」

「私に行かせてくださいな。魔王さま――」

　女将軍デクスタの双子の妹・将軍シニステルは、気安く軽薄に、しかし姉よりもはるかに不吉で恐ろしい口調で魔王に言う。

　だが二人の扱いに、魔王は差をつけるようなことをする気はなかった。

『――ともに行くがいい』

　魔王は冷たい口調で二人に答える。

　どうせ双子の将軍が魔物大軍団を引き連れ戦ったところで、勇者アティスは倒せない。

　時間稼ぎにすらならないだろう。

　なぜならアティスはこの世で最も偉大な力『魔王の血肉』の力を持つ存在であるからだ。

　それに対抗するのはもはや、人間にも魔物にも不可能なのである。この宿命には魔王自身が直じき々じきに、結論を下すしかないのだ。

　そしてもちろん魔王には、アティスに対する勝算があった。

　その切り札は『魔剣・勇者殺し』。

　勇者を倒すためだけに作られた地上最強の剣である。それを魔王はすでに、己のものとしていた。

「えうっ……。ああっ！　……ひっ」

　ずっと魔王の上で揺れていた乙女は、ついに身を反そらせて何度も震える。

　清きものがまた一つ堕落し、魔王の儀は完了した。

　王座を覆おおって凝り固まった闇やみの中から、笑いが漏れる。

　――早く来るがいいカルセ王女よ。

　――ともに最高の『世界最後の日』を堪能しようではないか。

　闇やみから響く笑い声はやがて、朗々と響く高笑いへと変わっていった。

「それでは出陣の承認を」

「出陣の承認を」

　唐突に、双子の女将軍が魔王に言った。

『は？』

　まだいたのかと目を細める魔王に向け、二人は厳かにそれぞれの人差し指を突きつけた。

　それを魔王のいる闇に向かって、静かに差しのばす。

「「承認を――！」」

　二人は厳かにゆっくりと、魔王の左右の鼻の穴に、それぞれの指を差しこんだ。



「フゴッ！　なにおひゅるにゃ!!　いひゃひゃひゃひゃ！」

　魔王はベッドから飛び上がり、とにかく鼻に刺さった指を振り払った。

　そして何度も何度もくしゃみする。

「何にゃ？　どういうことにゃ？」

　涙目で痛む鼻を押さえる魔王の目に真まっ先さきに映ったのは、今はねのけた手であった。

　そしてその手の先にあるのは、チンチクリンの神官見習い――幸せそうに眠るエーティン・ニゲルの姿である。

　いつもオドオドした彼女は、小さな背をクルリと丸めたまま、ベッドの上かけをぐしゃぐしゃに抱きかかえて眠っていた。色気に乏しいのっぺりとした下着に、まだまだ肉感の全く足りない尻しりと太ふと股ももが丸出しになっている。

　人じん畜ちく無む害がいのその寝顔は、今は穏やかな寝息を立てていた。

「……」

　魔王は青ざめた恐ろしい顔で、自分に乗っかった寝ね相ぞうの悪いエーティンの足を押しやった。そして無言のまま、ひとまず小さなベッドの上で身を起こした。

　窓からはチュンチュンと小鳥の鳴き声が響き、明るい朝日が射さしこんでいる。

　宙に舞ったホコリが黄金色に見えて、オレンジ色をした部屋の壁紙がもはや脅迫的なまでの鮮やかさで魔王の目を射た。

　横を見ればテーブルの上には、昨夜使った食器だのグラスだのが、洗われないまま出しっぱなしになっている。

　さらにその向こうには――何のためにそうしたのかちょっと思い出せないのだが、椅い子すが三つ、山の形に積み上げられていた。

　――昨日の昼に見たサーカスの曲芸に感化され、酔っぱらった魔王自身がその上で逆立ちを披露したような気がするが、おそらく気のせいに違いない。そうであるべきだろう。

　魔王は両手でむくんだ顔を覆おおった。

「死のう……」

　二日酔いの酷ひどい頭痛に苛さいなまれながら、魔王はベッドから両足を下ろした。

　その足に、床に転がった酒さか瓶びんが当たる。魔王の好みで取りそろえた『アルコール度の低い果実酒ライトスタツフ』である。昨日呑のみ散らかしたものだ。

　ベッドに腰かけ直すと、魔王は額に手を当てたまま、大きく重くため息をつく。

　改めて室内を見回して思うが、とにかく小さくて汚い部屋だった。

　この部屋は魔王が神官見習いのエーティンを、最近完成したばかりの教育機関――すなわち『フェシナス王国大学団』に通わせるために用意してやった安下宿だった。金がない田舎者のエーティンのために、学費も援助してやっている。

　しかしもちろんこれは建前で、その真の目的は魔王が夜の街で好き放題に遊ぶための前進基地を手に入れる――そのことにあった。

　だが最近は魔王の夜遊び自体、どうもマンネリ気味なのである。成果的にもちょっとした不振が続いていて、だからエーティンなんかの部屋に戻ってきて夜を明かす羽目になる。

　魔王は再び大きなため息をついた。

　外からはトントントンと、小気味いい朝あさ支度じたくの音が聞こえてくる。

　ぼんやりとパンとスープのいい匂においが漂ってきて、魔王は猛烈な空腹感を覚えた。早くもヨダレが湧わいてくる。

「やっぱり生きよう。…………城に帰るか」

　二日酔いをこらえてベッドから立ち上がった魔王は、鏡の前で身繕いを始めた。脱ぎ散らかしたままにしておいた上着を、狭い部屋の中に探す。

　その物音に気づいたのか、まだ寝ているエーティンがムニャムニャ言いながら寝返りを打った。

　下着の裾すそが翻ひるがえってふくらみかけの胸が見える。が、それよりも何よりも最大限にニヤけた顔が、どうにも異様だった。

　そんな寝ぼけたエーティンの口から、小さな寝言が漏れる。

「王さまぁですか……？　あのひと……いりょおとこ…ぶってるけりょ、口先だけでぜんぜん大したことないですにょ。――うへへへ」

　魔王は羽織ろうとしていた上着を、その場で床に取り落とした。

　愕がく然ぜんとした表情で――かすれた声で「あ……」と呟つぶやいたまま、ベッドの上のエーティンを凝視してその横に回りこむ。

　そして震える平手で「ぺちん！」と彼女の顔の真ん中を叩たたいた。

「にゃン……」

　寝ぼけた声を上げて、エーティンは寝返りを打ちそっぽを向く。

　魔王は青い顔で震えながら、窓辺までゆっくりと歩いていった。

　今朝も晴天である。

　密集した下宿街の建物の間から昇る、さわやかな朝の太陽。

　そこから天のひらめきのように、ある決心が魔王の心の中に浮かんだ。

「……そうだ、ハーレムを作ろう！」

　魔王ミトラスは窓を開け放った。

　朝のさわやかな空気が、部屋に吹きこんでくる。その風に向かって、両手を掲げる。

　魔王は光の中にいた。

　何でもできる気がした。



    

  
    
      
第一章





　フェシナムの王城の円卓会議室では、午前中を通して行われた大事な会談が、いよいよ大詰めを迎えようとしていた。

　厳粛な空気に包まれた室内にいるのは総勢二十四名。

　その円卓の片側を占めるのは、隣国トラキア連合王国の交易使節団である。

　そしてこれを迎えたのが、フェシナス王国王女・カルセオラリアを長おさとした王国家臣団十二名だった。

　今朝は明るい薄黄色のローブ姿で会談に臨んでいるカルセ王女、そして謹きん厳げん実じつ直ちよくな白髪のトラキア使節団団長の前に、調印書が運びこまれてくる。

　二人はそれぞれ調印書にサインを施し、さらにその上から重々しく、両国王室の印判を押した。

　会議の大詰めとして、カルセたちを含めた参加者全員が起立する。

　カルセ本人と使節団団長だけが席の後ろに回り、互いに向かい合って立った。

　双方は同時に、署名された調印書の入った革製の証書入れを相手に差しだす。

　そして互いにそれを受け取ると、内容を確認。

　最後にお互いの最終的な応諾の合図として、握手を交わす。

　これをもって交易協定は締結され、会談は無事、成功の瞬間を迎えた。

　会議室内の緊張は一気に解け、フェシナス王国側、トラキア連合王国側、それぞれの参加者たちが拍手する。彼らはそれぞれの座を離れると、自分たちの直接の交渉相手を労ねぎらい、また仲間同士で成功を祝いあった。

　興奮さめやらぬ周囲のざわめきを聞きながら、カルセもまた安あん堵どのため息をつく。

　――私、ちゃんとうまくやれたのね。

　そんなカルセの元へ、部下たちを労っていたトラキア使節団の団長がやって来る。

　彼もまた会談中ずっと見せていた厳いかめしい表情を一転させ、穏やかな笑みでカルセに語りかけてきた。

「両国の、約束された発展を祝して」

「はい」

　カルセは微笑ほほえみ、団長と再び――今度は国の代表ではなく個人対個人として握手する。

「ありがとうございます」

「いえ。発展めざましい――未来の大国となることを約束されたこの国と手を取りあえたことは、我が国にとってこそ何より幸福なことです」

「国民のためにも、そうありたいものです……。ただ我々が大国を目指すと言うには、国家も私自身もまだまだ力不足で――」

「いいえ」

　老団長はカルセの態度は謙けん遜そんであると、横へ首を振った。

「フェシナス王国の発展はめざましい。反乱寸前だった各地方の平定を進め、立派な大学団を設立し、周辺諸国との関係再構築にも積極的に乗り出している。――その最も新しい成果を今ここで、あなたが成し遂げたのです」

　カルセは褒められすぎてちょっとビックリするが、はにかんで頷うなずいた。

　その言葉は素直にうれしい。

「ありがとうございます」

　そこまで言っておいてしかし、老団長は急に声の調子を小さくする。

「――ということは前置きでして」

「はい……？」

　首を傾かしげるカルセに、団長は少々言いにくそうに口ごもる。

「いえ……。実のところ我々は、今回の会議をアティス王自らが執り仕切られるのかと思っていたのです。そうしたらカルセ王女あなたが現れた。失礼ながら、王女が公の場にお出ましになるのは、随分と久しぶりのことのはずです」

「……そうなりますね」

　カルセの返答に、団長は声を潜め、まるで耳打ちせんばかりの小声で囁ささやいた。

「となると、いよいよ公務への本格的な復帰――いや、遠回りな詮せん索さくはやめましょう。いよいよ王女とアティス王のご結婚！　……ということになるのでしょうか？」

「けっこん！」

　真まっ赤かになったカルセは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　そして二回、三回と口をパクパクして、ようやく一言答える。

「……そ、そんなのまだ秘密です」

　すでに老境にさしかかる団長は、いいものを見たという顔で「ホッホッホ」と笑う。

「いや、爺じじいの悪ふざけです。お許しください、王女殿下」

「許す、もなにも……です……」

　団長はなお愉快そうにもう一つ微笑ほほえむと、真剣な表情に戻って丁寧に礼をした。

「――我々のこと、アティス王さまにもよろしくお伝えください。今回お会いできなかったのは心残りですが、両王国の関係が友好に保たれますよう、私も全力をつくしたいと思います。――それではまた、後ほど」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言って団長はさらに一礼すると、自分の部下たちの方へと戻っていく。

　カルセは「ふー」と、額の汗を拭ぬぐう。

　気品ある淑しゆく女じよを気取りたかったのに、最後の最後で不意打ちの一発を食らってしまった。

　やがて会談参加者たちは、室内から外のホールへと移動を開始する。このあとに開かれる昼食会に出席するためだ。

　カルセ一人を残して全員が会議室を去る。そして部屋の扉は一いつ旦たん閉められた。

　――さておき。

「よっし！」

　カルセはガッツポーズで、満面の笑みを浮かべる。

　ともあれ無事、トラキア連合王国との交易協定を組むことに成功した。王国はさらなる発展、次なる段階を迎えることになるのだ。

　そんなカルセの背後で、奥の扉がガチャリと開く。

「やれやれ、やっと終わったか……」

　ダルそうな声とともに現れたのは、思わぬことに魔王ミトラスだった。

　今日も普段通りの王の衣装、黒い丈の長い上着をきっちりと着こなしている。

　いつもと唯一違うことといえば、今日はその手に、きれいに巻かれた巨大な紙の筒があることぐらいだった。

　――だが今それは関係ない。

　カルセは満面の笑みを浮かべたまま、魔王に詰め寄ると掌しよう底てい鳩尾みぞおち打うちを食らわせた。

　日ひ頃ごろの鍛錬のたまもので、ますます冴さえるカルセの技は、魔王の体を吹っ飛ばし、後ろに三歩よろめかせた。

「…………一体何のマネだね、カルセ君」

「こっちのセリフよ！　何を勝手に重要な会議をサボってるの!?　馬ば鹿かなの？」

　カルセは怒いかりをこめて言い返した。

　――勇者アティスの肉体に封じられた魔王は、現在、王国の王として重職を担う立場である。

　なのに魔王は今朝になって、急に会議をすっぽかしたのだ。

　おかげでカルセは前準備もなく大慌てで、この会議に挑む羽目になった。相手にそのことを気づかれなかったのは奇跡と言っていいだろう。

　しかし魔王は悪びれた風ふうでもなく、「今朝から急に忙しくなったのだよ」といつもの薄笑いで答えた。

　実際、魔王の紙筒を持った手が、所々黒いインクで汚れていることにカルセは気がついた。よほど夢中で、何かを書いていたという証あかしだ。

「……何なのよ、それ？」

「さあ……？　気になるかね？」

「別に！」

　カルセの答えを『思った通り』という意地悪い顔で受け止めて、魔王は肩をすくめた。

　そんな怒鳴り混じりの室内の声に気づいたのだろう。小間使いが会議室の扉を開け、中を覗のぞきこんできた。

　突然現れた王の姿に驚く小間使いに向かって、魔王はやはり悪びれた様子もなく「先ほどの会議の議事録と軽い食事を」と告げた。

　小間使いが行ってしまうと、自分は円卓の一席につく。

　程なくして両方が、魔王の元に届けられた。

　魔王は交易使節団との会談の議事録を読みながら、遅い朝食を行儀悪く口に押しこみ始める。

　その様子にカルセは、大きくため息をついた。

「王国外交の中心を、喫茶店感覚で使わないでほしいんだけど――？　そもそもお腹なかがすいているなら、昼食会に出なさいよ！」

「そちらも君に任せる」

　モグモグ口を動かして答える魔王に、カチンときたカルセはつい声を荒げて言う。

「人と人との関係っていうのは、書類を見て事実だけ把握すればそれで終わりってわけじゃないでしょ？　善意でもってアティス王に会いたがっている人がいる。そういう人に挨あい拶さつすることも、王として重要なことよ？」

　しかしカルセの指摘を聞いた魔王は、いつも通りの薄情な冷笑を浮かべて返した。

「私は『勇敢にして聡そう明めいなアティス王』ではないよ。人間どもの前で小芝居を打ってやったところで、何の意味もない」

「……それはそうだけど」

　カルセの呆あきれた反応を見た魔王は、議事録を閉じて席を立った。

「会議の内容は把握した。君はよくやった。そしてもうこんな時間だ、私は行かなければならない」

　魔王はまだ半分ほど残っている料理を全すべてパンに挟むと、それを真っ白な布ふ巾きんに包む。

　カルセは慌てて魔王に訊きいた。

「まだフラフラ出歩くつもり？」

「ああ。……私はこれから世界の在り方を変えてしまう一大事業に取り組むのだよ。手は抜けない。だから人間世界の人間の都合は、人間が自分で解決したまえ」

　そう答えると、一転して魔王は心躍るような軽やかな足取りで部屋を出ていった。

　だだっ広い部屋に一人ポツンと残されたカルセは、段々腹がたってくる。

　確かにカルセは魔王の、豊富な知識と絶対の判断力、万全の実行能力を頼りたい。

「でもだからって何でも見透かしたみたいに！　ナニサマなのよ、あいつ！」

　ガチャリと扉が開き、出ていったばかりの魔王が顔を出す。

「魔王サマだよ、カルセ王女サマ。忘れるな」

　魔王は再びバタンと扉を閉めた。カルセはグウの音ねも出ずアヒルのように口をすぼめる。

　――だが確かに、魔王の言う通りなのだ。

　人間の国家であるフェシナス王国は、人間によって運営される人間のためのものであるべきなのだ。

　カルセたちはいつまでも、魔王を頼ってはいられない。

　分かってはいるのだが――しかし、不安でしょうがない。

　それは多分、アティスがそばにいてくれないからにちがいないと、カルセは思った。

　いまアティスは、王国最後の抵抗の地であったテクト地方にいる。

　正式な政庁を建設するため、元の行政官であるクラテール・ヴィクスを連れ、王都を離れ任地に赴いた。帰ってくるのは一ヵ月以上先の話だ。

「早く帰ってきてアティス……」

　カルセは深々とため息をついて目を閉じた。

　なのに頭の中に浮かんだのは、酷薄な笑いを浮かべる魔王ミトラスの顔で――。

「違う違う、そっちじゃなくて！」

　カルセは誰だれもいない部屋で一人、ジタバタ暴れて脳裏のイメージを掻かき消す。

　そして改めて心の底から、憂ゆう鬱うつなため息を一つ、ついた。



　トラキア交易使節団の昼食会で賑にぎわう建物を背に、立ち去ろうとする人影があった。

　王城の中庭の真ん中を真まっ直すぐに横切って去ろうとするその姿はしかし、まるで白昼の幽霊のように、おぼろげにゆらめいている。

　彼は確かに、つい先ほどまで交易使節団の団長と名乗っていた人物だった。

　――少なくとも服装はまだ、そうだった。

　しかし彼の顔は先ほどまでの、年老いたやり手の交渉家のものではなくなっていた。

　穏やかな笑みを浮かべた少年――Ⅴクインタスの顔へと変わっている。

　いつの間にかその姿も、マントをまとう旅の流浪者の姿になっていた。

「カルセ王女――。なかなか、かわいい人だったね。潜りこんだかいがあったよ」

　誰だれもいない空間に話しかけ、自分にしか聞こえない無言の声を聞く。

　唇だけ愉快そうにゆるめ、Ⅴクインタスはマントのフードを目ま深ぶかに下ろした。

　そして誰にも不審がられることなく――何の痕こん跡せきも残さないまま、最初からその場にはいなかった存在として、Ⅴクインタスはフェシナムの王城から去っていった。



　カルセにあとを任せた魔王は、そのまま王都を離れると、西のロアル川を越えた向こう、トゥールという土地に来ていた。

　この地は古代には温泉で栄え、治療神殿なども建っていた有名な療養地である。しかしいつしか人に忘れ去られ、見放された土地となっていた場所だった。今では寄りつく者も滅めつ多たにいない。

　しかし行儀悪くパンを咥くわえた魔王が馬車から降りた時、この地にはすでに大勢の人にん夫ぷたちがつめかけ、さっそく忙しく立ち働いていた。

　もちろん魔王が朝のうちに手配した者たちである。そしてこの工事現場の隅っこの方には、板金製のヘルメットをかぶったエーティンの姿もあった。

　黒生地を赤あか紐ひもで飾った服を着た彼女は、魔王の到着に気がつくと、急いでこちらへやって来る。

「あの……王さま。何なんですかこれ？」

「ん」

　魔王はパンをモグモグしながら、杭くいであちこちに立てられた看板の一つを指さす。そこには何一つためらうことなく、大きな字で「ハーレム建設予定地」と書かれていた。

「見ての通りだ」

「見ての通りだじゃないですっ！」

　目をギュッと握って両りよう拳こぶしを振りながら、エーティンは叫んだ。

　魔王は無視して持ってきたパンの残りを平らげると、丸められた紙の筒――製作したばかりの計画書をエーティンにさしだした。

「これを読んでおけ。お前には人集めをしてもらう」

「え、私が……？　でも人集めって言われても…………」

　そして計画書を読み始めてさっそく、エーティンの顔には次々と「？」が広がっていく。

「……あの、後宮ハーレムって、その。いっぱいお姉さんがいて、王さまとワイワイ大人おとなの遊びをするっていうアレ……ですよね？」

　言葉を濁しながら徐々に言こと葉ば尻じりを小さくして、エーティンは紙束の向こうに真まっ赤かな顔をうずめる。魔王は腕を組んで頷うなずいた。

「まあザックリと言えば、そのような感じだ」

「なのに、えっとあの。たった四人でいいんですか？」

「必要十分だ。それ以上だとキャラ個性がかぶるからな。こんなことは基本中の基本だろう。一番大切なことだ」

「基本とか言われても知ったことじゃありませんけれど……」

　さらっと毒づいてエーティンは紙束をめくった。

　何か計画書によると、このキャラ個性とやらはエーティンが、大学団で募集しなければならないらしい。

「だったらこんな、敷地のほとんどがたった一つの露ろ天てん風ぶ呂ろになってる施設になんて、しなきゃいいのに……」

「いやこれは、歴史的に見ても世界的に見ても他ほかに類を見ない、非常に攻撃的で斬ざん新しんなハーレムなのだよ。最終結論から逆算し最適化していくと、このような形になる」

「ハイハイ……」

　適当な相づちでスルーして、エーティンはさらに計画書をめくろうとしたところで、気がついたように前のページに戻る。

「そういえばお風呂ですけど、これだけ大きいけど一つ……っていうことは、男女混浴なんですか？」

「違う。書いてあるだろう。よく読みたまえ。入浴時間で分ける方式だ。夕方から十五分ごとに男女女男女女女男女男女女だ」

「あ、ホントだ」

　答えてからエーティンは戸惑ったような目で魔王を見る。

「これややこし過ぎませんか？　トラブルになりますよ？」

「まさに計画通りだ」

　魔王は笑いだした。エーティンは眉まゆを寄せる。

「……洗面台も一つなんだ。朝とか押しくらまんじゅうで大変だなあ」

「それも大事な部分だ。私としても、こだわりたいところだな」

　女の子の都合がホント分かってない人だなあ、とエーティンはため息をついて次のページへと進む。

「？　……この建物の壁や床を壊れやすく造れって指示とか、雨漏りポイントを屋根に造れっていうのも、トラブル発生が目的なんですか？」

「目的とか言うのはやめたまえ、エーティン君。興ざめだ……。これはもっと格調高く――そう。『様式美』と言うのだよ」

　エーティンは失笑した。

「何かね？」

「いえ……。とにかく、様式美じゃすまされない巧妙さだと思いますが……」

　エーティンは唇をとがらせる。

　建設予定図ではあらゆる部屋同士は壁の穴や天井裏で全部屋繋つながっていて、まるで迷路のようだった。その結果、廊下を使わずにどの部屋からでも別のあらゆる部屋へ行くことができるようになっている。

　これを割れやすい土壁や軽木の板で、巧妙に塞ふさいで隠す設計になっているのだ。

　さらに別のページをめくる。

「この発注書の『火薬』って何ですか？　何か敵とかと戦うんですか？」

「ハーレムに爆発はつきものだ」

　さらにさらにと別のページをめくる。

「謎なぞの新進気鋭のデザイナー、グラッチェありがとう・シモフリって何ですか？　脂あぶら身み？」

「グラッチェは、デザイン研けん鑽さんの名目で、この世界にはないような先進的な衣装や珍妙なモニュメントをハーレムに送りこんでくる謎の存在だ。まあその正体は私なのだがね」

「この世界にはないようなって……。あ、エッチな服だ」

「直ちよく截さいな感想はやめたまえ、エーティン君」

　魔王は今さら恥ずかしそうに言った。無視してエーティンはさらに訊きく。

「この林の所にある、『憩いこいの泉と不自然な掘っ立て小屋』っていうのは何なんです？」

「そちらは二期工事計画だ。ハーレムが軌道に乗ったところで、誰だれにも気づかれないよう極秘裏に建造される」

　目を細めたエーティンが計画書の最終ページを閉じると、魔王は腕を組んだ。

「まあ大体は、そのような感じだ。あともう一つ、何か足りないような気もするのだがね」

「もういいです。十分ですよ」

　呆あきれた気分でエーティンはため息をついた。この人は世間で言われる立派なアティス王の姿に、もう少し近づけるよう努力するべきじゃないかと思う。

「そもそもこんなものを造るより、カルセ王女さまをもっと大切にしてくださいよ」

「あれは駄目なのだ、いろいろな意味で…………」

　魔王は愁いに沈む思いで、まだ痛む自分の鳩尾みぞおちに手を当てた。

　この計画は魔王が、もうちょっとだけ女性たちから尊敬されたい、モテモテになりたい。

　――そんな祈りにも似た思いを最終目的としているのだ。

　なのにあんな、一瞬の隙すきで的確な掌しよう底てい突きを入れてくるような女を参加させては、全すべての歯車が狂いかねない。

　そうではなくカルセには、モテモテになった魔王をまざまざと見せつけ、認識を改めさせる。――という位置づけであるべきと、魔王は考えていた。

　一方、沈ちん鬱うつな魔王の反応に、エーティンは「おお……」と目をキラキラさせる。

　なぜならエーティンは気がついたのだ。

『王と王女の間には距離感ができてしまった』

　それが全ての原因だったのだ。

　常つね日ひ頃ごろからアティス王が（エーティンの迷惑も顧かえりみず）遊び歩いているのは、ちょっとアレなアティス王が、カルセ王女に相手にされなくなってしまったからなのだ。その寂しさを埋め合わせるための、これまでの乱行だったのだ。

　だから二人が再び『熱々カップル』に戻れば、王のやりたい放題は収まり、エーティンは平穏な日々を手に入れることができる。

　そして神官見習いのエーティンには、男女をラブラブにすることに関しては、根拠も実績もないが、自信はあった。

「……どうしたのかね、エーティン君？　持病の発作か？」

　一人でニヤニヤするその様子を心配する魔王に、エーティンはガッツポーズで答えた。

「ええ大丈夫です！　全て私に任せておいてください！」

「頼もしいな、君は……」

　繋つながらない会話に魔王は、ため息をついた。



    

  
    
      
第二章





　こうして魔王のハーレム建設が始まった。

　不眠不休の努力が続く中、時間は刻々と過ぎ去っていく。

　そして実に半月後、巨大な露ろ天てん温おん泉せん風ぶ呂ろと世界最高の欠陥住居が無事完成したのだ。

　最後の三日間は魔王自身も現場に詰め、工期中にたくさんの『男のアイデア』をくれた気のいい人にん夫ぷたちと完成打ち上げをすませ、実に久しぶりにいい気分で、魔王は王城へと帰ってきた。

　クタクタにくたびれた体を早く休めようと、誰だれにも見つからないよう祈りながら、魔王はランプも持たず忍び足で、深夜の王城を自分の居室へと急ぐ。

　しかし円卓会議室の前を通りかかった時、その扉が開いていることに魔王は気がついた。

「……？」

　何か妙に引っかかるものを感じて、魔王は部屋の中を覗のぞいてみた。

　そこでは、壁にかけられた蔓つる草くさ模様のタペストリーを、ユラユラとゆれる蝋ろう燭そくの火が照らし出していた。その前で、悄しよう然ぜんとした様子のカルセが背を向けたまま、身動き一つせずに座っている。

　魔王は扉をコンコンと叩たたくと、カルセは驚いたように振り返った。

「帰っていたの……。お帰りなさい」

　元気がないがゆえの素直さで、カルセは静かに言った。

「何か困ったことでもあったのかね、カルセ君？」

「いいえ別に。……困ったことなんて何もないわ」

　魔王がいることの緊張感からか、ようやくカルセの声にいつもの張りが戻ってくる。同時に少し意固地になった。

　魔王は鼻で息をつくと、会議室の椅い子すの一つに座った。

「なるほど。……では困ってなくても何でもいい。最近何があったのか、それを聞こう」

　そう促されてカルセはしばらく迷っていたが、ようやく話し始めた。

「トラキア連合王国との交易協定が具体的に動き出すのに合わせて、貿易商社街を造ることになったわ」

「なるほど。それはめでたい話だ。おめでとう、カルセ君」

　魔王は答えた。

　実際に貿易新事業が始まる以上、事務所と倉庫を兼ね合わせた建物が二十棟ほど必要になる。そこに交易商人が品物を運びこみ、王都で商売をするわけだ。

　しかしカルセは弱り切った顔で言う。

「問題は、その場所なのよ――」

「場所？」

「貿易商社街は西方諸国からの街道に面した場所、つまり、いま西せい門もん市いちを開いている区画にならざるをえないわ」

「まあそうだな」

　魔王は頷うなずいた。

　そこ以外となると、運びこまれた品物が王都内部を縦断するような、奇妙な事態になってしまう。

「――他ほかに選択の余地はない」

「でも西門市は私にとって、いくつもの思い出のある場所なのよ」

　カルセは言葉を選びながら、指を組んだ。

「子供のころからアティスと、いろんなことをして過ごして……。あなたと初めて王都に潜入した時にも、行った場所で」

　しかし魔王は椅い子すに座ったまま足を組むと、静かに言った。

「人も街も、時の中を進んでいくのだ、カルセ君。そして前に進めば風景は変わっていく。これは当たり前のことだ。――いつまでも同じ場所に立ち尽くすことなど、誰だれにもできはしない。人にも、街にも」

「でも実際に私ですら、こんなにも喪失感を抱えているの。そして私だけじゃない。あそこには数千、数万の人々の、それぞれ思いと記憶がこめられていて、生活があって――。でも私はそれを断ち切って、バラバラにしなければならない。大勢の人たちの生活を、具体的に変えてしまうことになる」

　カルセは小さく呟つぶやいた。

「私はそれを最小限にとどめる方法を、思いつくことができない」

「最小限？　全すべては些さ細さいなことだよ、カルセ君」

「いいえ、些細ではすまないわ。そしてこんなことは手始めにしかすぎないのよ」

　何とか分かってもらいたいと、カルセは必死の口調で言った。

「元々王都のできる前――フェシナムの町は、塩を運ぶ街道の中継点にある、人が三千人住んでいただけの小さな町だった。それが今では二十倍の六万人に人口がふくれあがっている。それがさらに今後の三年で、八万人になるわ。――私が期待する発展を王国が続けていくのなら、私は王都をもっと大胆に、改造していかなければならない。――でも私には、王都の発展を予想し制御するイメージがない」

「カルセ君、それは――」

「このまま行けば私は、古き良きものをどんどん破壊して、王都をただのグチャグチャした街に変えてしまうことになる。――何とかしなくちゃいけないのに、王国の課題はどんどん溜たまっていく一方で。すぐにでも決裁しなければならない案件は山積みで。――でも私には決められない……」

　カルセは疲れたように顔を手で覆おおう。その様子に、魔王の方も言葉を失ってしまった。

　魔王は以前、カルセに「王になれ」と言ったことがある。実際カルセは適任なのだ。

　だが今回の放任は間違いだった。調子に乗って、カルセから目を離しすぎた。生き真ま面じ目めなカルセは気負う気持ちが大きくなりすぎて、ノイローゼになりかかっている。

　おそらくカルセはいま自分が、どれだけくたびれた様子であるかさえ、気がついてはいないだろう。

「……君は少し、執務から離れて休養を取るといい。またしばらく、私が代わろう」

　カルセは驚いたように、伏せていた顔を上げた。安あん堵どしたような表情を浮かべ――しかしすぐに怒ったような目になって、再び魔王から視線を反そらす。

「駄目よ……。甘える気はないわ。私のせいでこんな状況になってるんだもの。私が解決しないと。……フェシナス王国はいつまでもあなたに頼ってられないんだから」

「ならばせめて、明日一日、仕事を休め。――そうだ。私がこれまで苦心して作ってきた『楽園』が、ついに明日から始動する。君も招待しよう。私の『楽園』を一緒に見に来たまえ」

「楽園？　……それは何？　植物園か何かなの？」

　ようやく仕事以外へ関心を示したカルセに、魔王はニヤリと笑って答える。

「そのようなものだが、詳しいことをここで話してしまうのは実にもったいない。興ざめだ。だから君の目で確認しに来たまえ」

「あなたと？」

　カルセは吹き出すように笑った。

「……もしかしてデートにでも誘ってくれてるつもり？」

「人間の段取りなどどうでもいい。とにかく君は私と、明日の開所式に来るべきだよ」

「でも……」

　再びカルセの顔は曇る。

「あなたと行くというなら、明日の王室の執務はどうするの？」

　フンと魔王は小さく笑った。

「放ほうっておけ。一日休んだぐらいのことで、国がなくなったりはしない」

「でも王室の決裁を待っている国民がたくさんいるのよ――」

　カルセは声の調子を上げて言って、自分を再確認したように頷うなずいた。

「例え少しずつしか進められなくても、私はそれに答えるべきよ。誘ってくれてありがとう。でも私、がんばらないと――」

「そういうことではない。いいから休みを取って、来るんだカルセ君。――明日、正午にロアル川にかかるアミアン橋で待っている」

　真剣な表情の魔王は一方的にそれだけ言うと、椅い子すから立ち上がった。

「行かないわよ」

　魔王に向かってカルセは言う。

　しかし魔王はその声には応こたえず、一つ息をついて部屋をあとにした。



　翌日。

　魔王は一人、ロアル川のアミアン橋――カルセとの待ち合わせの場所に来ていた。

　背の高い川草に覆おおわれた中にひょっこりとある、小さな木造の跳ね上げ橋。その欄干に背を預けたまま、魔王は腕を組み、足先で木製の床を叩たたく。

　視線を転じれば、のどかな風景が広がっていた。川の上を帆を張って荷物を載せた小さなヨットがいくつも行き来している。

　少し大きなヨットがこの橋を通る際には、船員が岸に上がってきてロープを巻き上げ、橋の上げ下げを行った。

　高い柱を持つ独特の形をした跳ね上げ橋は、そのたびにギシギシと大きな音を立てる。そしてキャンキャンと子犬の鳴き声がする。

　魔王はそんな様子をぼんやりと見ながら、結局一時間ほどを潰つぶしていた。

　約束の正午はとうにすぎているのに、カルセはやはり来なかった。

「あいつ……」

　魔王は舌打ちする。

　まあ分かってはいたのだが、この結果に魔王は魔王なりにガッカリしていた。

　空を見上げると、西の空から黒い雲が流れ込んできている。

　これから午後にかけて天気は崩れそうだった。

「雨に降られてもかなわないし、開所式をすっぽかすわけにもいかない。――行くか」

　魔王はもたれかかった欄干から身を起こすと、橋を渡って歩き出した。しかしその背に向かって、子犬の鳴き声がキャンキャンと必死に響く。

　魔王はチラリと振り返った。

　そしてついに我慢できなくなったと、橋の上を早歩きで引き返していく。そのまま土手を下りて橋のたもとへ魔王は向かった。

　そこには木箱に入れられた一匹の子犬が、捨ててあった。

　魔王は無言でその子犬を持ち上げる。子犬は喜んでキャンと鳴いた。

　魔王は何度も上げたり下げたりする。そのたびに子犬はうれしそうにキャンと吼ほえた。

　しかし魔王はもの悲しい顔で、元の木箱に子犬を戻した。

　子犬はガッカリした顔で、「くぅん」と小さく情けない声を上げる。

「拾ってやりたいところなのだがな、君」

　魔王は本当に残念そうに言った。

「この土地の人間に拾われるのが、お前にとっても一番だろう。それに私も今日だけは、外せない大事な用がある……」

　そうわざわざ説明する魔王の目は、激しく葛藤に揺れていた。

　だが両目をギュッと瞑つぶると、振り切るように立ち上がる。

「……帰りに通りがかってまだ主人がいないようなら、私が拾って飼ってやろう。だが今はさらばだ、犬野郎！」

　魔王はそう言い放つと、一目散に土手を駆け上がっていった。



　カルセは執務机の椅い子すに腰かけて俯うつむいたまま、手の中の書類をクシャクシャにしていた。

　その背後では、ぽつりぽつりと、大粒の水滴が窓の表面を叩たたく。午後になって厚くなりだした雲から、ついに雨が振ってきたのだ。

　カルセは一人、小さく息をついた。

　貿易商社街の整備について、何かうまい手はないものかと、カルセは無理をしてがんばってみたのだ。しかし全すべてはまったくうまく行かなかった。

　やがてカルセの意図を察さつしてくれた参事官の心遣いで、この計画は一から考え直すことになった。

　ただこれはカルセ王女の我わが儘ままに、周りが遠慮して合わせてくれたということでしかない。結局カルセは今日一日を完全に無駄にして、さらに数日かかって作られた提案を、白紙に戻してしまったのだ。

　全く無案のカルセが、である。

「私、いらないじゃない……」

　だから魔王は休めと言ったのだ。魔王の方が正しかった。

「そうだわ――」

　魔王は結局どうしたのか？

　それを考えてカルセは顔を上げた。ほぼ同時に、城の鐘しよう楼ろうから鐘の音が鳴り響いた。

　続いてさらに王都のあちらこちらからも、呼応するように鐘が鳴る。

　これは王都市民の、その日の仕事時間の終了を告げる鐘だ。待ち合わせの正午から六時間が経過してしまったことになる。

「……でも私は、ちゃんと『行かない』って言ったんだから！」

　何だかちょっと腹がたって言い、しかし心配な思いでカルセは執務机から立ちあがった。

　足早に廊下を行って自分の部屋まで戻り、ちょうどそこにいた侍女長を捕まえて訊きく。

「アティスは王城に帰ってきている？」

「どうでしょうか――」

　濃い茶色の質素なドレスをまとった侍女長は、他ほかの小間使いを呼ぶと、城内を訊いて回らせた。やがて「アティス王は城内にはいない」という報告を持って戻ってくる。

「そう……」

　カルセは言って、すぐに頷うなずき、侍女長に言った。

「悪いけれど帰ってきたら私の所に知らせてくれるよう、段取りをつけてもらえないかしら」

　侍女長は「かしこまりました」と、深々と頭を下げる。

　そして再び一人になったカルセは、両手を握ると「フンっ！」と気合いを入れた。

　――いちいち心配かけさせないでよ！

　気を取り直して、執務室に戻る。いつまでも落ちこんでばかりはいられない。できる仕事から処理していく。

　しかしそれから二時間後に、再び街の鐘が鳴る。そのころになってもまだ、魔王が帰ったという知らせはなかった。

　カルセは窓の外を見る。

　降り出した雨は本降りへと変わり、さらに勢いを強め嵐あらしになろうとしていた。

　とうとう侍女長の方が、カルセの所へやって来る。

「アティス王さまは、今夜はお戻りになられないご予定なのでしょうか？」

　その問いに答えられず、カルセは無言で考えこんでしまった。

　雨の降りはますます強くなり、窓枠をゆらす風の音もどんどん酷ひどくなっている。外はすでに完全な真まっ暗くら闇やみだった。

「人をやって、本格的に探させた方がよろしいでしょうか？」

「いいえ。用事で帰ってこないのは、今日に限ったことじゃないし。それに今回はちょっと、心当たりがあるのよ……。そうね、私が行くわ。本当にしょうがない……」

　ほとんど無意識に、カルセの口がそう答えていた。侍女長は驚く。

「ですがこのような天候で――」

「大丈夫。そう遠くはない場所だから。馬車を用意させて」

　カルセは有無を言わさずそう告げ、外出の準備を始めた。

　こうして真まっ暗くら闇やみの道の中を、カルセを乗せた馬車が行くこととなった。

　強烈な風雨がガタガタと馬車をゆらす中、ゆっくりと慎重に進んでいく。

「何で私が、アイツなんかのために……」

　カルセは窓の外の闇の中をじっと見つめて呟つぶやいた。

　やがてロアル川の轟ごう々ごうと流れる音が、カルセの耳にも聞こえてくる。その不安な音に、カルセは肩を縮めた。

　さらに馬車のランプに照らされて、魔王との待ち合わせ場所だったアミアン橋が、暗闇にうっすらと姿を現す。それは跳ね上げ橋の独特な形状も相まって、まるでそびえ立つ異界の門のようだった。カルセは我知らず身震いする。

　しばらくしてようやく、橋の姿がはっきりと見えてくる。近くで見てみれば当たり前のことに、ただの木造の小さな橋だ。そしてもちろんこんな嵐あらしの中、人の姿など全くなかった。

　カルセは自分の思い過ごしにホッとすると同時に、それまでの悲壮感に満ちた自分が、急に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。

「……冗談じゃないわよ」

　ムッと怒った小声で独り呟くと、カルセは馬車の御者に感謝して言う。

「雨の中をつき合ってくれてありがとう。取り越し苦労ですんだみたいだわ。王城に引き返して」

　馬車が方向転換する。そのランプの光が無人の橋を一ひと舐なめした。

　と、暗闇の中から明かりに向けて、小さな犬の鳴き声が響く。

　――橋の下から？

「……」

　カルセは曇ったガラス越しに外を見て、だがそれでは分からないので、濡ぬれるのも構わず馬車の扉を開け、橋の下を覗のぞきこんだ。そして思わず目を見開いた。

　そこには暗闇の中で、子犬を抱えたまま雨に濡れ、震えている魔王の姿があったのだ。

「何やってるのよ、そんな所で！　早く来なさい!!」

　カルセは叫んだ。魔王はまだ状況がよく飲みこめていない顔で、ポカンと首を傾かしげる。

「世話が焼けるんだから！」

　カルセは馬車を飛び降り雨の中に飛び出すと、魔王の元へ走っていった。



　ずぶ濡ぬれのまま王城に戻ってきた魔王は、カルセの居室の熱く大きく燃えさかる暖炉の前で頭を拭ふきながら大きく息をついた。

「酷ひどい目にあった……」

　部屋の奥から、子犬がキャンキャン吼ほえながらやって来る。加減も分からず絨じゆう毯たんの上を突進してきた子犬を、転ぶ寸前で魔王はキャッチした。

「よし。お前も火に当たるがいい、オルトロス」

　そう言って膝ひざの間に抱えながら、その毛の奥までタオルで拭いてやる。

「オルトロス？」

　ゆったりとした室内着に着替えたカルセが、片手にミルク皿、もう片手には魔王のために、温かいレモネードを持ってやって来る。

「名前をつけたの？」

「ああ。橋の下では、他ほかにすることもなかったからな」

　魔王は体の底からホカホカするレモネードを飲みながら、不機嫌な顔で答えた。

　――と言っても、別にカルセに対して怒っているわけではない。

　魔王は雨が本降りになったのを見て、すぐにこの子犬のことを思い出した。とにかく木箱に入れられたあのままではまずいと思ったのだ。

　だからきちんとエーティンに「アミアン橋まで行ってくる」と告げ、レインコートをかぶると大急ぎで迎えに行った。

　幸いなことに、橋のたもとは水に浸つかることもなく、子犬の方も無事だった。

　しかし子犬を懐ふところに入れようと、一いつ旦たんコートを脱いだその途端、コートが強風に飛ばされてしまったのだ。

　折しも天候は嵐あらしに変わり、魔王は身動きが取れなくなってしまった。

　――普通、帰ってこなければ、心配して迎えに来るだろう！

　魔王は思い返しながら苛いら立だちとともに思う。

　しかし神官見習いのエーティンは、とにかくそういう普通の気づかいができない。その場その場ではビクビクしているのに、性根はかなり雑なのだ。

　ともあれ、嵐の中を突っ切って帰るのが嫌で、二時間ほど迎えを待っていた魔王は、結局橋の下に吹きこんでくる雨でずぶ濡れになってしまった。

「全く、どうなることかと思った……」

　そんな魔王にカルセは無言のまま、すぐ真横に座る。

　妙に近い。

　肩が触れ合う距離だった。

　何か話す言葉を探すような顔をしたカルセが、じっと魔王を見て言った。

「……ここ、まだ水滴がついてるわよ」

「？」

　厚手のカップに口をつけたまま首を傾かしげる魔王の頭を、カルセは優しくタオルで拭ふいてくれる。

「ああ、ありがとう。もういい。大丈夫だ」

　魔王が十分と、カルセの手を取る。

　カルセは驚いたようにビクッと身を震わせた。しかし「……冷たい」と呟つぶやき、冷え切った魔王の手を、両手で包みこんで暖めてくれる。

　実際に冷え切っていた魔王の手は、カルセの手の熱を受け取って、ジンジンと内から暖かさを取り戻してくる。

　そうしながらカルセは、無言のまま魔王に身を寄せてきた。

　花の香りがカルセからした。

　――だがちょっと待て。

　いい気分だった魔王は、あえて我に返った。

　もちろんカルセの態度は不快ではない。むしろこれぐらいの献身を、常つね日ひ頃ごろから期待したいくらいだった。何せ魔王は魔王なのだから。

　しかしカルセの様子が急変した理屈が、魔王には分からない。

　正直に言えば「犬を拾いに行って自分が捨て犬みたいになるなんて」と、馬ば鹿かにされると思っていたのだ。せいぜい恩を着せられると思っていた。実際、魔王の行動は全体として考えてみれば随分と間が抜けている。

　なのにカルセは優しかった。

　不気味である。

　経験的にカルセのこういう態度は、よくないことの起こる前ぶれなのだ。

　落ちつかない気分の魔王に対し、カルセは微笑を浮かべると、恥ずかしそうにポツリと言った。

「私、未熟だった。自分のことだけ、精せい一いつ杯ぱいで――。頑かたくなだった」

　魔王は話が見えないまま、ひとまず小さく頷うなずいた。

「……そうだな」

「でもそんな私を信じて、あなたはずっと待っていてくれた」

　魔王は口をつけたばかりのレモネードを、ブッと吹いてしまった。カルセは小さく微笑ほほえんで訊きいた。

「どうしたの？」

「いや……何でもない。くしゃみだ……」

　答えて魔王は息をついた。

　要するにカルセは魔王が、正午から夜までずっとあそこでカルセを待っていたと思いこんでいるのだ。子犬の方が本命だったなどとは、欠片かけらも気づいていはしない。

　――――いや、だが。……それもいいだろう。

　ちゃっかり者の魔王は、ちゃっかりを決めこむことにした。

「まあつまり、私にあまり心配をかけさせるなということだ。お前はそれだけ分かっていればいい」

　子犬はつぶらな瞳ひとみで魔王を見上げる。その視線から嘘うそつき魔王は目を逸そらした。

「ごめんなさい」

　カルセは今まで見たことのないような素直な表情で、魔王に謝った。

　そして上目づかいに魔王を見る。

　それは恥ずかしげに俯うつむいているようでもあるし、甘えるようでもあった。

　魔王は遠慮なく、大きく頷うなずいて返した。

「許す」

　カルセは真まっ赤かな顔を隠すように、感動に潤んだ目を足元の子犬に向けた。

「じゃあ、――今日は駄目だったけど、改めて、あなたの造った『楽園』に招待してもらえるかしら？」

「ああ、もちろんだとも」

　それは全く問題ない。

　あのハーレムは魔王の考える様式美の集大成が、現実世界に具現化したものである。ぜひともカルセにも見てもらいたかった。

　そしてその時こそカルセは、真の意味で魔王の偉大さを理解することだろう。こんな誤解の押し売りではなく、だ。

「ただひとまず、一週間後に改めてという予定でどうかな、カルセ君？　正直に言うと今日見た様子では、まだ施設が有機的に機能しているとは言い難い。一週間後ならば、私の見せたいものを、完全な形で見せることができるだろう」

「分かったわ。じゃあ一週間後に休日を取って、一日あなたにつき合うことにする」

　久しぶりの気楽な外出の予定に、カルセは明るく笑いかける。

　いつもの笑顔が戻ったカルセに、魔王も結局、笑顔で応こたえた。



    

  
    
      



    

  
    
      
第三章





　それから六日間。すっかり調子を取り戻したカルセは、二つの仕事に取りかかった。

　一つは、貿易商社街に関する市民問題を調査する組織の立ち上げである。

　カルセがいくら悩もうと、貿易商社街は作るしかない。これはもう決まったことだ。

　そしてもちろんその結果、市民の上には様々な問題が発生することになる。

　ただしそこでカルセがするべきことは、市民に起きることを想像し、一人で鬱うつ々うつとすることではない。

　いやそもそも、どんな困難が市民に降りかかることになるのか、カルセ程度に全すべてが予測できるわけもないのだ。

　おそらくは誰だれも想像できないようなことで、市民たちは振り回されることになる。起きてみないと分からないことが、これからいろいろと出てくるのだろう。

　ならば結局、本当に必要となるのは、市民生活への影響に対する調査組織なのである。だからカルセはこの計画を、さっそくスタートさせることにした。

　そしてもう一つ。

　カルセは執務の隙すき間まを縫って、魔王のこれまでの仕事の数々を丁寧に調べ直してみた。

　魔王は王都フェシナムの発展に対して、すでにいくつかの手を打っている。それがどのような考えに基づくのか、改めて確認してみようと思ったのだ。

　だがその調査の結果は、カルセにとって驚くべきものだった。

　魔王はすでに、王都郊外の四地域の開発を計画している。そしてその一つ一つに食品加工、衣料生産、材木製造、冶や金きん工業と、専門とする産業を割り振っていた。最終的にはここに、現在王都にある産業機能を全て移転しようと考えているのである。

　王都内では生産を行わず、製品だけが運びこまれる形にする――。それで市民生活は十分に回転するのだ。その一方で、人口密集地である王都には、新たに総面積の三割の土地が空あき地として確保されることになる。

　さらには、この郊外四地域が発展を遂げると、これらを線で結んだ範囲の内側に、王都フェシナムの新たな都市域が出現することになるのだ。

　この新王都の総面積は、現在の王都フェシナムの実に十六倍にもなる。

　数十年をかけて、『大フェシナム』とでも言うべき巨大都市が完成するのだ。

　カルセはこの魔王の描く都市発展へのイメージに、圧倒されてしまった。もっと詳しいことを、すぐにでも魔王に訊きいてみたい。

「――でも、ひとまずは明日よね」

　カルセは執務机の上の計画書に目を落としたまま、伸びをする。

　明日は魔王の『楽園』を見に行く約束の日である。久しぶりに心からのびのびと休息を楽しみながら、一つ一つその考えを訊きいてみればいい。

　いつの間にかカルセは、明るく笑っていた。

　カルセはいろいろな人々に――そして魔王に支えられている。そしてそのことに気づきさえすればよかったのだ。

　それだけでこれほど安らかな気持ちになれる。こんな風ふうに楽しくあることができる。

「うまく行っているみたいだね、カルセ」

　声に視線を上げると、執務机の向こうに大きな帽子の穏やかな笑みの女性――カルセの大切な人がいる。

　夢想にうっとりしすぎてその存在に気づかなかったカルセは、驚きのあまり執務椅い子すからずり落ちそうになった。

「アティス！」

「ただいまカルセ……」

　取り乱すカルセよりもアティスの方が、バツが悪そうに挨あい拶さつする。

　今は魔王と精神が入れ替わっているため、彼はこの魔物の女性の体になっていた。しかしその精神こそが、カルセの婚約者にして救国の英雄、正真正銘の勇者アティスなのである。

　まだ驚きの表情のカルセは、ようやく笑みを浮かべ、婚約者の帰還を喜ぶ。

「お帰りなさいアティス。声をかけてくれたらいいのに」

「カルセが気づかないのが、面白かったから」

　いたずらっ子のように言うアティスをちょっと睨にらんでから、カルセは再び笑った。

「でも本当にビックリしたわ。帰ってくるっていう報告を受けて――いないわよね、やっぱり」

「うん。僕も驚かせようと思って」

　アティスは許しを請うような、おどけた顔で言う。カルセは肩をすくめた。

「じゃあ全部アティスのせいだから、今のはナシね。――まあそれは置いておいて、本当に早くはない？　一ヵ月の予定だから、もうあと一週間はかかるのだと思っていたけど」

「いや正直に言うと、テクト地方での作業はまだ完全には終わってないんだよ。僕は、留守番をクラテール・ヴィクスに任せて、一いつ旦たん、王都に戻って来たんだ」

　普通ならありえないことだった。カルセは表情を硬くする。

「――もしかして、また何か事件？」

　しかしアティスは「ああやっぱり」と言って、クスリと笑った。

「明日がカルセの誕生日だからだよ」

「ああ……」

　カルセは呆ほうけたように呟つぶやいて、そしてバンと机を叩たたいて立ち上がった。

「ああ、そうだったわ！」

　カルセの様子にアティスが笑う。

　何せここ数年はずっと、二人にとって激動の日々だった。誕生日を祝いあうような、そういう余裕のある状況ではなかったのだ。

　今年になってようやくカルセは、全く平和な誕生日を迎えることができたことになる。そしてカルセ自身すら忘れていた誕生日を、アティスは憶おぼえていてくれたのだ。

　――でも明日？

　カルセは顔を小さくしかめた。

　それでは魔王の約束とぶつかってしまう。

「どうしたの、カルセ？」

　悩みが顔に出ていたのか、不思議そうにアティスが訊きいてくる。

「カルセの誕生日を、一緒に祝わせてくれるよね？」

「ええ……もちろん」

　一瞬の間をおいて、カルセは微笑ほほえんだ。しかしその返事で、アティスはカルセの様子がおかしいことを確信したようだった。

「何か他ほかに予定があった？」

　こういう時のアティスの勘は、なぜか妙に鋭い。

　おまけにカルセは一瞬、言葉に迷ってしまった。

　――そんな必要はないはずと首を振り、本当のことを話す。

「実は明日、魔王ミトラスと外出する約束をしていたの。どうしても見せたい植物園だかが、あるって言われていて。――もちろん断ろうと思うんだけれど。実は前に一度、魔王との待ち合わせの約束を、私の勝手ですっぽかしててそれで……」

　言いながらカルセはなぜだか分からないまま、どんどん心苦しい思いになっていく。

「だから今回は、ちゃんと謝りたくて……」

　カルセの話にアティスは頷うなずいた。

「そうだね。ちゃんと断らないとね」

　そのアティスの表情は、なぜか妙に硬い。

　こういう反応をアティスにされると、カルセは緊張してしまう。

　しかし『いや、そうではない』とカルセは気がついた。

　アティスが緊張しているのだ。それにカルセも巻きこまれている。

「――どうしたのカルセ？」

　アティスが不思議そうなのを装って、訊きいてくる。

「いいえ」

　カルセは慌てて横に首を振ると、執務机から立ち上がってアティスから視線を逸そらす。

「私ちょっと、魔王を捜してくるわ。こっちの都合なんだから、早い方がいいものね。多分この王城内のどこかにいるだろうから――」

　全く当てずっぽうで言うカルセに、アティスが不審げな表情を浮かべる。

「カルセ？」

「大丈夫。魔王の方は特定の日にっていうわけじゃないんだから。すぐに戻るから、待っていてアティス。旅の疲れもあるでしょう？」

　カルセは早口に言うと、アティスが引き留とめようと伸ばした手をすり抜ける。

　そして半ば逃げ出すように、でもなぜなのか自分でも分からないまま、執務室をあとにした。



「どうして私……」

　人の行き交う王城の廊下を歩きながら、カルセはドキドキと高鳴る胸を押さえた。

　もちろんそれは、高揚感のある動どう悸きではない。何かを恐れる、気持ちの悪い動悸だ。

　しかしそれがなぜなのか、カルセには分からない。

　分からないままカルセは、まるでアティスから逃げるように、立派な柱が並び立つ、王城のホールへと辿たどりついていた。その柱の一本に、カルセは回りこんで寄りかかる。

　とにかく心を落ちつかせようと、柱に背を預け目を瞑つぶり、大きく深呼吸する。

　グチャグチャだった頭の中が、ようやく冷静さを取り戻し始めた。

　カルセは息をついて、視線を正面に戻す。

　そしてドキリと、息を止めた。

　見覚えのある少女の姿が、すぐ目の前にあったからだ。

　確か魔王が小間使いのように使っている少女だ。エーティンという名で、ある神殿の見習い神官であると、人づてに聞いたことがある。

　ただその彼女が奇妙なのは、行商人のように大きなカゴを背負っていることだった。

　中には衣服その他ほかの荷物が詰めこまれているらしく、随分と重そうに見える。

　なのに彼女はそれを軽々と担ぎ、「フンフンフーフンフー！」と調子っぱずれの鼻歌とともに、ご機嫌な様子で歩いていく。

　――彼女に訊きけば魔王の居場所は分かる。

　そうカルセは気づいてしまった。

　本当はまだ、魔王とは会いたくない。

　どう明日のことを断るか？　どう話を切り出したらいいのか？　それが全く思いつかないのだ。

　しかし、では自分は、思いつきの嘘うそでアティスから逃げてきたのか？

　なぜそんなことをする必要がある？

　カルセはブンブンと横に首を振った。

　そして意を決すると目まなじりを上げ、今まさに目の前を通りすぎていった鼻歌の神官見習いを追いかけた。

「あのっ……！」

「フーフフフ何ですか？」

　無精なエーティンは鼻歌の続きで聞き返し、自分に声をかけたのがカルセ王女だと気づくと「ひゃあ！」とビックリして声を上げた。

「すいません、すいません！　私の方から気づかなくてすいません！」

　いきなり恐縮しだしたエーティンは、ペコペコと頭を下げる。すると次の瞬間、背中に背負ったカゴからきれいに畳まれていた衣服がドバドバとこぼれて床に散らばる。

「うわっ！」

「ちょっと大丈夫？」

　慌てて拾い始めるエーティンを、カルセも手伝う。

　彼女のカゴに入っていたのは、大体が魔王の着替えだった。ただそれだけではなく、大きなハリセンがあったかと思えば、焦げて爆発したカツラなども混じっている。

「これって一体……」

　カルセの問いに神官見習いのエーティンは、エヘヘと情けなく笑う。

　そしてまるで照れ隠しとでも言うように、床に落ちていたつけチョビヒゲをつけた。

「なぜ！」

「アティス王さまに荷物を取ってくるよう言われたんです」

　――いやそうじゃなくて。

　言いかけてカルセはやめておく。これがこの子のペースなのだろう。

「……大変ね」

「全くです。大学団の単位落としそうです」

　チョビヒゲ少女は涙目でカルセに訴えかける。カルセはひとまず頷うなずいておいた。

「それであなたに訊ききたいのだけれど、……アティス王が今どこにいるか知らないかしら？」

「はい！　王さまはトゥールにいらっしゃいます」

「トゥール？」

「はい！　アミアン橋を渡った向こうの――」

「……そう。『楽園』の方にいるのね」

　カルセはひとまず魔王が王城にいなかったことにホッとしてしまう。

　一方のエーティンは、不思議そうに首を傾かしげた。

「楽園？　ですか？」

「ええ。トゥールにある施設は、そう呼ばれているのではないの？」

「いえまあ、楽園は楽園なんですが……。楽園かぁ…………。しょうがない人だなぁ…………」

　チョビヒゲのエーティンは腕を組んで唇をとがらせる。

　だがすぐに目の前のカルセに、ハッと気づいた顔になる。

「すいません、王女さま。私なんかが……。それで、アティス王さまに何かご用件ですか？　伝言ですむなら私、伝えます」

「ありがとう。でもそれではすませられない用件で――。明日、そのトゥールの施設に招待されていたのだけれど、実はその明日が私の誕生日で」

「おめでとうございます！」

「ありがとう……。いえ、それはいいのだけれど、私自身もうっかり忘れていて。とにかくその誕生日のことで明日は用事ができてしまったの。だからトゥールの方は行けなくなってしまって」

「えっ……」

　カルセのその説明に、エーティンはショックを受けたような顔になる。

「そんな、待ってくださいカルセ様。カルセ様がお誕生日に他ほかの用事があって……婚約者のアティス王さまと一緒に過ごせないなんて、そんなのおかしいじゃないですか！」

「いや、えっと……」

　カルセは口ごもって考えこむ。

　このエーティンという少女にとっては、『アティス王さま』こそが本当のアティスなのだ。その中身が魔王だなどというのは、知るよしもない。

　しかしカルセはこの秘密を、目の前の少女に打ち明けるわけにもいかない。

「あのね――」

「聞いてください、カルセ様！」

「はい……」

　勢いに押されてカルセは返事してしまう。そしてチョビヒゲのエーティンは必死で言う。

「カルセ様自身が自分の誕生日のことを忘れてしまったって、婚約者であるアティス王さまは、忘れてなんかいないですよ。カルセ様の誕生日であることを知っていて、その上で明日に、お誘いしたんです」

「……え？」

「今日だってアティス王さまはカルセ様の誕生日を祝うため、ずっと『楽園』で準備されているんです！」

「いえ、だって。私にはそんなこと、一言も――」

「それはアティス王さまが、ああいう性格の方だからです。世間の人々が思うイメージとは違って、気持ちを行動や言葉にするのが苦手な人なんです……。でも本当のアティス王さまは――私の知る限りずっと、カルセ様のことだけを考え、日々を過ごされていらっしゃいます」

「そんな――」

　そんなはずはなかった。

　カルセは胸の動どう悸きを必死で押さえる。

　彼は魔王なのだ。

　ありえないことだった。

　しかし目の前のエーティン――魔王の正体さえ知らない神官見習いの少女は、カルセの知らない魔王の真実を語る。

「アティス王さまはカルセ様のことを思って、どんな時でも表情が晴れることはありません。一人でいると、すぐにため息をつかれます。本当はずっとカルセ様と一緒にいたいんです。だから心はいつも空虚で、それを隠すことができないんです。――そんな王さまに最近ようやく、明るい表情が戻って来たのに……。カルセ様のことを心の底から必要とされているのに……。誕生日にすら一緒に過ごすことができないなんて、そんな！」

　その言葉に、カルセは悟った。

　魔王ミトラスは、もうずっと孤独だったのだ。

　なぜならその正体は、誰だれにでも明かせるものではない。そしてカルセやアティスたちは、魔王を魔王だからと邪険に扱う。

　ならば本音を語る相手など、誰だれもいないではないか。

　そしてその都合は、魔王自身のものではない。

　カルセと、このフェシナス王国のためだった。

　魔王はいつだって、カルセに優しかったのだ。

　いや本当はカルセだって、どこかで魔王の優しさに気づいていたのではないのか？

「アティス王さまはカルセ王女さまへの思いの全すべてを『楽園』に――、明日の誕生日会にこめられようとしています」

「……明日に全てを？」

　聞き返すカルセに、エーティンは真剣な表情で「はい」と頷うなずいた。

　カルセは手をギュッと握る。爪つめが手のひらに食いこんだ。

　――カルセは直感していた。

　魔王はカルセたちの前から去ろうとしているのだ。

　確かにその兆候は以前からあった。

　ついに魔王は決断したのだろう。

「……分かったわ。いろいろと心配をかけてごめんなさい。ありがとう」

　カルセはエーティンの肩に手を置く。

「カルセ様……」

　エーティンは伝わった思いに、泣き笑いのような表情で答えた。

「アティス王さまをお願いします」

　カルセは静かな決意を秘めた表情で、しっかりと頷いた。

　そしてあとはもう何も言わず踵きびすを返すと、城の奥へと向かって歩き出す。エーティンはカルセの後ろ姿を、見み惚とれたようにぼんやりと見送った。

　天井の高いホールに、そのまま一人でたたずむ。

「はっ！」

　我に返ってエーティンは途端に青ざめる。

「さあ大変だ……どうしよう！」

　エーティンは考えを整理する。

　とにかくエーティンは、アドリブ上等のファインプレーで何とかカルセ王女の気持ちを繋つないだ。だが問題はこれからだ。

　急いで帰ってカルセ王女の誕生日のことを知らせ、大ボケボケのアティス王に説教し、トゥールにいるみんなで誕生日を祝う準備を進めなければならない。

「大丈夫よ、エーティン……」

　エーティンは急いで指折り数える。

　カルセ王女が来るのは明日だ。まだ一日ある。今から準備の品を王都で買って、トゥールの仲間の元へ帰れば、カルセ王女を迎えるための飾りつけだの何だのは十分用意できる。荷物は今ある分も合わせてハンパない量になってしまうだろう。しかしエーティンには田舎の村で培った、健脚と丈夫な体がある。

「よーし！」

　エーティンは両りよう拳こぶしを腹の横で握りしめ、気合いを入れる。

「待っててください、アティス王さま！　そして、王国国民のみなさん！　フェシナス王国王室の未来は、この小さな女の子が救ってみせます！」

　大きなカゴを担いだエーティンは、チョビヒゲのまま両腕をブン！　と振り上げた。

　そしてそのポーズのまま、王都の町並みへと勇ましく繰り出していった。



    

  
    
      
第四章





　足早に城の馬車置き場にやってきたカルセは、おかかえの御者を見つけると彼に言った。

「今からトゥールに行きます！　馬車の準備を！」

　カルセのただならぬ雰囲気を察さつしてくれたのだろう。彼はすぐさま頷うなずくと、他ほかの仲間にも声をかけ、急いで馬の準備を始めてくれる。

　カルセ自身はその間に自分専用の馬車に乗りこみ、座席に深く腰かけた。

　――落ちつきなさい、カルセ。

　自分で自分にそう言い聞かせ、強く目を瞑つぶる。

　混乱するほどのことはない。状況は単純だった。

　今のカルセに突きつけられている選択はつまり、明日の誕生日を魔王とアティス、どちらと過ごすか？　ということでしかない。

　そしてカルセは魔王を選ばない。アティスと誕生日を過ごすに決まっている。

　ここまでは全く当然のことである。

　ただしエーティンの話の通りであるとするなら、魔王はある決意を抱き、誠意をもってカルセのために準備をしてくれている。だったらカルセは、自分も最大の誠意をもって、魔王に謝りに行かなければならない。

　一刻も早くだ。

　外ではカルセの御者が、上着のボタンを留とめながら小走りでやって来た。彼は厩きゆう舎しやから引き出した馬を、他ほかの手伝いとともに手早く馬車へと繋つなぐ。出発の準備が整う。

　ふと、カルセの頭の中に、一つの疑いがひらめく。

　――私は本当に、魔王に断りに行くのよね。

　胸がどきどきとするのだ。

　重苦しい気分のはずなのに、どこか心が躍っている。

「馬ば鹿かげた話だわ」

　カルセは強い口調で、口に出して否定してみた。

　結論とともに、いよいよ馬車は動き出す。

　王城の城壁に沿って進んでいき、堀にかけられた橋を越え、王城の表通りへと出る。

　しかしそこで軽快な足音が、馬車を追ってくるのに気がついた。

　最初は気のせいかと思ったが、思った途端にいきなり馬車の扉のノブが回った。そして外から強引に馬車内へ飛び乗ってきた影が、カルセの正面の座席に腰かける。

　御者台で馬を繰る御者は気づきさえしなかっただろう。それほどの早はや業わざ、柔らかな身のこなしだった。

「アティス――」

　絶句するカルセに、アティスは息一つ切らすことなく、にこやかな笑顔で答える。

「魔王を捜しているんだよね？　どこに行くの？」

　カルセはギクリとして、沈黙するしかなかった。

　しかしアティスは「どうしたの？」という顔で、ずっとカルセの返事を待っている。

　その表情が一切変わらない。

　それはこれまでカルセが見たことのない、異質なアティスだった。

　カルセは動揺する自分を自分の中で押し殺し、微笑ほほえんで答える。

「魔王の居場所が分かったのよ。――王城ではなくて、トゥールにいるみたいで」

「トゥールに？　そうなんだ。王都からすぐ近くだね」

「ええ。だから直接言いに行こうかと思って」

「そうなんだ」

　アティスは表情一つ変えず笑顔で答えた。

「でもだったら、魔王が王城に帰ってくるまで待っていてもいい。日にちをずらしてもらうだけのことなんだし。カルセの方から急いで行く必要ってあるのかな？」

「それは――」

　魔王は明日のカルセの誕生日を祝う準備を進めてくれている。

　だからカルセは急いで行って、それを止めなければならないのだ。それだけだ。

　しかしこの事情は、アティスには言いたくなかった。

　魔王のカルセに対する心の置き方がばれてしまえば、三人の関係はおかしくなる。

「私の方も……ちょうど、手が空あいていたものだから。気分転換に外出もいいかなって」

「でも僕が窓から見たカルセは、随分と慌てていたよ。だから僕も追いかけた」

　カルセの浅はかな取り繕いは、あっという間に見破られてしまう。カルセはもう、沈黙するしかなかった。

　もちろんカルセは、アティスを裏切る気などない。何とか丸く収めようとしているだけだ。そのはずだ。

　なのになぜか――いつの間にか、自分はいくつも嘘うそをついている。

　何か後ろめたい、おかしなことになっている。

　もうアティスに謝って、何もかも話してしまいたかった。そしてそうしようと決めた。

　だがカルセがそう思った矢先に、それまで彫刻のような微笑を浮かべていたアティスの表情が、手の中で潰つぶれる紙のようにクシャリと壊れた。



    

  
    
      



    

  
    
      　アティスは暗く陰いん鬱うつな視線を、馬車の窓の外へと向ける。

「ごめん、カルセ……」

　カルセはなぜアティスが謝るのか分からなかった。慌てて横に首を振る。

「ごめんって。アティスが謝ることなんて――」

　アティスはいろいろな葛藤をその表情に浮かべたあと、一言だけ答えた。

「僕は君の婚約者なんだ……」

　カルセからすれば、その一言に感じたのは安あん堵どだった。

　やはりアティスは、カルセと魔王のことを誤解している。もちろんそれは、カルセが下へ手たな嘘うそをついたからだ。自分の行動のまずさが原因なのだ。

　でもそれだけだ。

　そしてアティスが振り回されているのは、自分がカルセの婚約者であるという責任感からなのだ。アティスらしい真しん摯しさの結果である。

「でも僕は、本当に君にふさわしいんだろうか……？」

　カルセは背筋が凍りつく思いだった。そんな空気を誤ご魔ま化かすよう、必死に笑った。

「何を言っているの、アティス？」

　しかしアティスの方は真剣に、心底からまいった表情で俯うつむいたまま言った。

「僕はね、カルセ。これまで婚約者としてカルセのことを守れたことが、一度もない」

「そんなことは――」

「ないんだよ」

　アティスは寂しげな表情で、外の風景を見たまま答えた。

「……僕はフェシナス王国のことを第一に考えたい。それを自分の宿命だと考えている」

「それは私だって分かってるわ。大丈夫よ、アティス」

「うん。だからカルセのことが大好きで、大事に思っていても、カルセのことは二番目なんだ。後回しにしてきたんだよ。そして実際にいつもカルセを救ってきたのは、僕じゃなくて魔王なんだ……。カルセのことを想おもうたびに僕は、毎回そのことを思い出す」

「何を言っているのよ、アティス」

　カルセは「冗談でしょう？」と努めて明るく言った。わざとらしく肩をすくめてみせる。

「魔王ミトラスが私を守ってきたのは、自分の利益と都合のためよ。私が守られたのは結果論でしかない。そこには通じる心なんてないわ」

　カルセ自身すら一瞬、この説明を信じそうになった。

　しかしだったらなぜ魔王は、今この瞬間もカルセを想い、誕生日を祝う準備をしてくれているのか？

　――本当はそんな魔王の気づかいに、想おもいに、カルセが鈍感であっただけではないのか？

　気がつかないでいられただけではないのか？

　本当は魔王はずっと、カルセに愛情を注いでくれていた――。

　沈黙してしまっていたカルセは、ハッと気づいて視線を上げる。

　先ほどまで外の風景を見ていたはずのアティスが、辛つらそうにカルセを見ていた。

「僕は下らない人間だよ。ずっとカルセを失うのが恐こわくて、怯おびえているんだ。嫌な予感がずっとあって……。だから誕生日って理由をつけて、カルセのことを確認しようと戻ってきたんだ。でも僕のこういうやり口っていうのは、成立していないよ。僕は身勝手だ。カルセを苦しめてる……」

　馬車がガタガタと大きく揺れた。

　かつてカルセが豪雨の中、魔王を迎えに来た思い出の場所――アミアン橋をたったいま越えたのだ。

　無言のカルセに、アティスは乾いた唇で語る。

「カルセは、僕がどれぐらい魔王に負い目を感じているか知らない。――本当だよ？　僕はこの馬車を無理やり止めて、カルセが魔王の元へ辿たどりつくのを阻止したい。それぐらいに思っている」

「もう止めて、アティス。……そこまで私を想ってくれているだけで十分よ。私は本当に幸せよ」

「でもそういうのは、カルセが僕に合わせてくれているだけのことだよ。肝心なのは、僕がどう思っているかじゃない。カルセがどう思っているのか？　なんだ。――カルセは僕が帰ってきてから、一度も笑顔を見せてくれない。最高の笑顔を浮かべていたのは、僕が帰ってきたことをまだ知らなかった時のカルセだ」

　カルセは震える手で、自分の顔を覆おおう。

　自分はそんな態度をアティスに対して取り続けていたのか？

「……私はアティスを裏切るつもりなんてない」

「うん」

「おかしなことなんて何もないはずなのよ。魔王はあなたが帰ってきたことを知らなくて、私の誕生日の準備を進めてくれている。でも私は行けないんだし、謝って止めなきゃならなくて――」

「カルセ――」

　諦あきらめがついたという口調で、アティスは言った。

「よかったね、カルセ」

　カルセは言葉を失った。

　魔王とカルセとアティス――これこそが三人の真実なのか。

　しかしアティスは、カルセを祝福した。

「一日早いけど、誕生日おめでとう、カルセ。……僕はもう、ここで下りて帰るよ。馬車を止めるようにだけ、言ってもらっていいかな」

　そんなことは駄目だった。二度と引き返せなくなる。

　カルセは何かアティスを引き留とめる材料を探そうと、往生際悪く周囲を見回した。

　だがカルセたちはすでに、目的地に到着しようとしていた。

　そして窓の外に広がる風景に、カルセは言葉を失った。





はなマルッ！　～花の聖セントマルチネス女子学寮～

　第一話　最大のライバル登場！　はなマルがなくなっちゃう!?



　こんにちはみんな！　あたしルーベラ！

　フェシナム大学団に通っている、騎士見習いの一年生よ！

　明るい赤毛があたしの自慢。

　部活が終わったばかりのあたしは、大荷物を持って、青春の日々を送る我が家＝『聖セントマルチネス女子学寮』に走って帰る途中なのだ。

　まあ街から寮までやたら遠いけどね。格安家賃は譲れない。

　騎士見習いだもの、何事もトレーニング、トレーニング！

　今日も元気いっぱいのあたし。けれどふと、いつもの風景に引っかかるものを感じたの。

「むむむ！」

　あたしはキキキ！　と急ブレーキ。右手で庇ひさしを作って目を凝らす。

　あたしの前に広がるのは、『聖セントマルチネス女子学寮』へと続く林の小道。

　その行き当たりにズラッと続く、寮の大浴場の塀だった。

　問題はその塀の手前に立っている、大きな木の梢こずえなのである。

　さっきからガサガサモゾモゾと、不自然な感じに揺れている。

「マオン君また……！」

　あたしは叫んだ。ともあれ伏兵の発見と抹殺は、騎士たるあたしの使命で宿命だ。

　あたしは担いでいた長い布包みを解いた。中身は愛用の槍やりである。

　あたしはグッと振りかぶると、思いきりよく槍やりを投げた。

　槍はぶわりと風に乗り、狙ねらった梢こずえにプスリと刺さる。

「うわぁ――あ！」

　情けない声を上げて、大きな丸まる眼鏡めがねに七しち三さん分けの男の子が、木からポロンと落っこちた。

　だるんとしたベストと裾すそのあっていないズボンを、今日も律儀に身につけた少年。

　彼こそがマオン・ミトリダテス――この『聖セントマルチネス女子学寮』の管理人にして懲りないのぞき魔常習犯なのである。

　彼は結構な高さの木の上から落ちて、露ろ天てん風ぶ呂ろの塀に激突した。

　ゴチン!!　めきめきバキィ!!

　ものすごい音がして、マオン君は頭からお風呂の塀を突き破った。

　大きなお湯柱（？）が「ザバーン！」と立って、壊れた所から木製の塀が左右両方、どんどん倒れていく。

　そしてもちろん、中には入浴中の人がいた。

　マオン君が覗のぞいていたのは、青い瞳ひとみのアズレウスさんだったのだ。

　魔術師助手をしているしっかり者の彼女は、普段はガサツなあたしにいろいろうるさい。

　でも今は――。

「いや――――！！！」

　ものすごい悲鳴とともに、湯面から次々と氷柱つららが立ち上がる。

　哀れにも風呂に落ちたマオン君は、カチコチの氷の中に閉じこめられてしまった。

　気づいたアズレウスさんがまた悲鳴を上げる。

　あたしは急いで浴場に駆け上がると、近くにあった木き桶おけに源泉からの熱湯を汲くんだ。そしてすぐさま氷づけのマオン君にぶっかける。とにかくドンドンかける。正気に戻ったアズレウスさんも手伝う。

　ようやく半分だけ解凍されたマオン君は、白い顔でブルブル震えていた。

　魔法耐性でもあるんだろうか？　よく生きてるモンだと感心する。

「お――」

　あたしたちが大騒ぎしてるところに、幼い呑のん気きな声が上がった。

　騒ぎを見に来たのは、女子学寮の三人目の仲間。

　カレー山盛りの大きな皿を持った小さな子が、軽やかなステップで歩いてくる。

「どした、マオン？」

「どうしたも……こうしたも……死にかけてます…………」

「そかそか」

　それだけ分かればもう十分と、黄色髪の小さなフラーバは好物のカレーを、ウマウマとスプーンで口に運ぶ。

　そんな無邪気な彼女に向かって、マオン君が死んだ犬ッコロみたいな目で言う。

「あの…それ……。僕が準備中だった、みなさんの夕食なんじゃ…………」

「ん」

　フラーバは――手を止めたあたしとアズレウスさんの前で――ニッコリと笑った。

「フラーバは盗賊見習いだから食べ物盗む。でも義ギ賊ゾクだからみんなよろこぶ」

「「「何でそうなる!?」」」

　三人の叫びを全く無視して、フラーバは皿に載ったカレーの残りをガーッとかきこんだ。

「あらあら」

　今度は呑のん気きな大人おとなの女性の声。

　ようやく全身の氷が溶けたマオン君がその声を振り向いた――まさにその瞬間、とんでもない大剣がブンと振り回され、目の前の地面にドスンと振り下ろされる。

「ひぃ！！！」

「私が頼んだお酒とおつまみ、まだかしら～？」

　ほろ酔い桃色顔で威圧するのは、非常勤教師のロセ先生だった。

　普段は明るくて頼りになれば勉強も見てくれる、あたしたちのお姉さん――なのだけれど。お酒が入ると人が変わる。

　とても不幸なマオン君を、でもアズレウスさんがバッとかばった。

「ロセ先生、自分だけマオン君をこき使うのはやめてください！」

　そう言うとタオル一枚を巻いただけの体で「大丈夫？」とマオン君を抱き寄せる。

　見てるあたしの方がその大胆さに『わー』と赤面してしまう。

　いつも優等生で、その分、主張の少ないアズレウスさんがここまでするなんて。

　でも負けじとロセ先生はマオン君の頭を引っ掴つかみ、その頬ほおにブチューとキスをした！

「――ね。いつもみたいにごほうび先払いしたんだから、早く～」

「な、何……を！　――するんですかあ！　いきなり!!」

　アズレウスさんが、怒いかりの涙を浮かべて叫ぶ。ああ、まずい。またこのパターンだ。

　魔法が勝手に発動し、次々と湯面に氷柱つららが立つ。

　ロセ先生はさっさと逃げ出す。マオン君だけが取り残されて、また氷柱に！

「はっ、私ったら！」

　アズレウスさんは正気を取り戻し、慌てて左右を見回した。

　しかしマオン君の姿は氷柱の中ではなく、その上にあったのだ。

　なぜならばこのあたしが、急いで拾って手にした槍やりで、彼の襟えりを引っかけると、肩を支点にテコの原理でグイッ！　と一気に持ち上げたからである。

　マオン君は感謝の声。

「ルーベラさん、ありがとう！　――て、うわあ！」

　悲鳴のマオン君を横目で振りかえると、何ということか！　服の襟に引っかけていた槍やり先さきが、ズブリと服の布地を貫通してしまったのだ！

「ふっく！」

　マオン君は必死の声を上げて、首に刺さりそうになった槍先を気合いで避けた！　そして槍につり下がったまま、スーッと滑り落ちてくる。つまりは槍を担いだあたしへ、背中向きに突進してきた。

「どいてー！」

　そんなことを言われても、もうあたしにだってどうしようもない。

「わー」「きゃあ！」

　ゴロン、ゴロン、ドテン！

　背中から追突されたあたしを巻きこみ、二人で地面を転がる羽目になる。

「あイタタ……」

　あたしは痛みに呻うめいて――その途端、口先のフニャリとした感触に気がついた。

　真正面のあたしの顔のすぐ下には、マオン君の顔がある。

　あたしは無言で立ちあがった。

　そしてグスングスンと泣き出して、脱だつ兎とのごとく駆けだした。

「わーん、あたしの初チッスが！」

「待ってルーベラさん！　誤解だよ!!」

　マオン君が慌ててあとを追ってくる。でもあたしは全力で逃げた。

　そしてそんなあたしが行く道の先に馬車が停まっていて、ドレス姿のきれいな女の人と、目が点になった大きな帽子の女性が立っている。

　ドレス姿のきれいな人は、次の瞬間あたしと逆方向に猛然と駆けだした。すれ違う。

　その一瞬、フワッといい匂においがした。

　振り向くと彼女はあたしのあとを追ってくるマオン君の方へ、一直線に走っていき。

　――マオン君に思いきり、ラリアットを食らわした。

　ばっちーん☆

　まさに恐るべき技の切れだった……！

　剛腕を首に食らったマオン君は、両足が宙に浮き、頭から地面に落っこちる!!

　完かん璧ぺきだ！　っていうかあんなの食らったら死ぬし!!

　でも美しい技の人は慈じ悲ひなき修しゆ羅らの形相で、倒れたマオン君を見下ろすと怒鳴った。

「アホか！」





　魔王ミトラスは突然の乱入者にポカンとし、しかしすぐに立ち上がると、いつもの自信満々の表情で、悪趣味な七しち三さん分けの髪をクルクルと指先で掻かきあげた。

「ようこそカルセ君。……我が楽園へ」

　フッフッフと笑う。対するカルセは見下げ果てた視線で――言葉をなくす寸前の低い声で魔王に訊きいた。

「……どういうこと？　何なのこれ？」

「人と世界の真にあるべき姿。補完されし理想の結実。すなわち現実にある楽え――」

「何なのコレって訊いてるの!!」

「私のハーレムだよ」

「ふざけんな！」

「君は何を怒っているのだ……？」

　やれやれと魔王は肩をすくめた。

「私は何か、君に迷惑をかけたかな」

「あなたね！」

　しかし魔王は子供のように純粋な目で、わざとらしく首を傾かしげてくる。

　そしてそういう顔をされると、一気にカルセの方が言葉に詰まってしまう。

　カルセは助け船を求めて、背後のアティスを振り返った。しかしアティスは顔を真まっ赤かにして、ものすごい勢いでカルセから目を逸そらした。

　そんなアティスに、事情を知らない魔王の方が声をかける。

「帰ってきたのか。ちょうどいい。お前からも言ってやるがいい。――カルセさん、ちょっとアナタは人のすることに干渉しすぎじゃありませんか？　何だかおかしくありませんか？　いいかげんにしませんか？　――とな」

「あ、え？　ええ、えっと……」

　アティスは魔王を見て、カルセを見て、その恐こわい顔に一瞬で再び目を逸らした。

　グルグルと目を回す。

「た……確かに、ここでの君のやりたい放題には、僕もちょっと呆あきれるけどね――。その。カ……カルセ、さん？　がね。怒る理由はない……よね！　うん……客観的に見て……」

「なるほど君も私に同意見というわけだ」

「え？　いやそこまでは――」

「どうかね、カルセ君？」

　カルセは、無言のまま露ろ天てん風ぶ呂ろの壊れた塀の方まで歩いていった。

　そしてそこから壊れて外れた結構な太さの木の角材を拾うと、戻ってくる。

「カ、カルセ……さん？」

　アティスの呼びかけを無視したまま、カルセは角材でアティスの頭を殴なぐりつけた。「ペッキン！」と軽い音がして角材は折れ飛び、アティスはぶっ倒れる。

「かわいそうに……」

　魔王は半笑いで呟つぶやく。対するカルセは大きく息を吸って魔王に指を突きつけた。

「いいのよゴチャゴチャしたことは！　公費を使ってこんないかがわしい場所を造ったことが、私は絶対に許せないだけなんだから！」

「私の王国への貢献度を考えれば、こんなものは報酬のうちではないか――」

「そんな理屈が通るか！　ユステティアの重槍ターセンタム・ソラムヴエンタス・アドヴアサス!!」

　魔法の詠唱とともに、カルセの正面に、白色・燈とう色いろ、それぞれ三つの魔法円が出現する。

「行け！！！」

　カルセは全すべての鬱うつ憤ぷんをぶつけるように、魔法円へ拳こぶしを叩たたきこむ。エレメント反応の開始とともに、黄金色の光が魔王に向かって一直線に飛んだ。

「何だというのだ、一体！」

　叫んだ魔王を魔法が直撃し、大爆煙が巻き起こる。

「やったか！」

　カルセは拳を握って身構える。

　しかし煙の向こうから小さく――そして徐々に大きく、怒いかりの笑い声が響き渡る。やがて全く無事な魔王ミトラスが、その姿を現した。

「……さすがに私も頭に来たよ、カルセ君。だが許そう。しょせん我らは相あい容いれることのない存在同士なのだからな――！」

　だが魔王渾こん身しんの格かつ好こいいセリフを、カルセは聞いていなかった。

　パタパタと走って馬車まで戻ると、その中から神官の杖つえを取ってくる。

「カルセ君……」

「フリナの魔手クアドミール・アクア・ヴアサス！」

　カルセの両肩から光の翼のように、青く輝くエレメントの光が四本伸びる。

　それが巨大な腕の形に実体化すると、それぞれが一匹の獰どう猛もうな獣のように、魔王へ向けて掴つかみかかってきた。

「実力を弁わきまえたまえよ、カルセ君。……アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム」

　魔王は面倒臭そうに、防御魔法で応じる。

　カルセが伸ばした魔法の腕は、大量の防御魔法円の壁にぶつかり、その勢いの分だけ強く跳ね飛ばされた。

　しかしなおも青い巨腕で、カルセは何度も殴なぐりつける。

「くらえ！　くらえ！　くらえ！　くらえ！」

「きかんよ！」

　魔王は高笑いしながら、魔法防御でどんどん弾はじく。

　対して癇かん癪しやくを起こしたカルセは、ありとあらゆる魔法技のレパートリーを次々放つ。

「わー」

「きゃあ」

　カルセと魔王の大立ち回りに巻きこまれた周囲はたまらない。

　人々は逃げ惑い、元から魔王の手で壊れやすく作られていた女子学寮は、どんどんボロボロに壊れていく。ちょっと魔法が当たろうものなら、壁も屋根も容赦なく吹っ飛んだ。

　しかしカルセｖｓ魔王の決戦は、さらにヒートアップする一方だった。

　　＊　＊　＊

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　いつもの黒衣装に鼻下のチョビヒゲとキンキラの三角帽子。

　さらに追加で背には山ほどの飾りつけ道具を担いで帰ってきた神官見習いエーティンは、ようやくトゥールに辿たどりついた。

　そして目の前で今まさに廃はい墟きよと化そうとする我が家に、呆ぼう然ぜんとしていた。

　王都中を走り回って色紙リボンやパーティーグッズを集めた。ごちそうの準備も明日では遅い。――今日中に届くよう手配しておいた。

　なのにもう、それを使うべき会場の方が跡形もなく消滅しようとしているのだ。

　その中心にいるのは、カルセ王女とアティス王である。

「カルセ様、今日来ちゃったんだ……」

　エーティンはガックリ肩を落とした。

　まあ、あとは何があったのか、想像に難くない。

「……でも二人とも楽しそう」

　カルセ王女もアティス王も、凶悪な顔でゲラゲラ笑いながらドカンドカンやってる。

　――ケンカするほど仲がいい。

　そう神官長おばあちやんも言っていた。

　ならば王国の危機は救われたのだろう。

　エーティンは背中の荷物を下ろすと、その中から明日飲むつもりだった果実酒ライトスタツフを取りだし栓を開けた。

　そして虚しい戦いの空に向かって、イェイと乾杯するように掲げる。

「何かよく分からないけど、ナイス私！」



　翌日早朝。

　山の稜りよう線せんの端はすでに明るいクリーム色で、太陽は今まさに昇ろうとしている。

　そんな美しい空を見上げながら、温泉に浸つかったカルセは「ふぅ……」と思いきりよく体を伸ばしていた。

　確かにこれは何とも言えない開放的な気分で、大変に気持ちがいい。

　もっともそんな爽そう快かい気分も、全身からの痛みですぐに掻かき消されてしまう。

　昨日の――思い出したくもない戦いのせいで、全身が打撲と筋肉痛でキリキリした。それに加えて一夜通してのドンチャン騒ぎで、二日酔いの頭が割れるように痛い。

　何とか魔王を追い払ったカルセは、その勝利を祝してここトゥールの女子学寮『跡』で、誕生日パーティーの前夜祭を開いたのだ。

「あそこまでの馬ば鹿か騒ぎをしたのって、本当に久しぶりね……」

　呟つぶやきながらカルセは露ろ天てん風ぶ呂ろのフチに後頭部を預け、周囲を見回す。塀のなくなった露天風呂からは辺りの様子が丸見えだった。

　女子学寮の五人の住居者たちは、一夜を通して行われたパーティーの後片づけに取りかかっている。

　本当はカルセも手伝うつもりだったのだが、彼女たちに先に風呂に入るよう勧められ、今の状況になっている。カルセ自身も、誕生日を祝われた本人が片づけを手伝うのもかえって気をつかわせるかと思い、彼女たちの好意に従ったのだった。

　ちなみに日和ひより見み主義者のアティスも、力仕事を中心に、五人の作業を手伝っている。

　カルセの視線に気づいたアティスは、愛想笑いを浮かべて返した。

　しかしカルセは頬ほおをふくらますと、プィとそっぽを向いてやった。中身は男なのだからこっち見るなと思う。デリカシーがない。

　そもそもカルセは昨日から、アティスとこれまでの人生で最長の絶交期間に突入してやったところなのだ。それなのにアティスの方は、ずっとホッとしたような顔をしている。そのことにまた腹がたつ。

「まったく……」

　カルセは暖かな湯気の中にため息をついて、彼女たちの背後――ボロボロになった学生寮の建物を見た。すでに昨日の魔王との戦いで、壁や天井はあらかた吹っ飛んでしまっている。もう土台と柱しか残っていない。

　だが魔王がこの地に国費を投じてしまった以上、カルセたちはそれを無為にただ捨てるわけにはいかない。それに魔王が集めた住人たちも、今さら追い出すのはかわいそうだった。

　そこでカルセはこの建物を、フェシナス王国の正式な『トゥール離宮』とすることを決めた。

　何とか離宮を名乗っても恥ずかしくない小さな建物を建て、そこに住まわせる学生たちには、格安家賃の代わりに建物の維持管理の仕事をしてもらう。

　それで大体、辻つじ褄つまはあうはずだった。

　もちろん魔王は今後一切、この離宮には立ち入り禁止である。魔王の野望は潰ついえた。

　対してカルセは、王都からいつでも来れてすぐに入れる大きな温泉を手に入れた。まさに大勝利と言えるだろう。

「……適当よね、私」

　湯船に浸つかったまましかし、カルセはニンマリと笑っていた。

　すると、キャンキャンと鳴く声がする。振り向くと、見覚えのある子犬が湯気の向こうから走ってきて、カルセ目がけて湯の中に飛びこんだ。

「オルトロス？　お前、よく平気ね」

　湯を掻かいてやって来た子犬を、カルセは受け止めて持ち上げてやった。子犬はブルブルと身を震わせて、全身の水滴をはじき飛ばす。

「きゃあ！　もう――」

　カルセは笑い声を上げた。そしてハッと気づく。

　湯気を隔てた風ふ呂ろの向こう側に、大きな風呂掃除ブラシを担ぎ、頭に手ぬぐい、手足が袖そでまくりという、風呂掃除やる気満々な姿の魔王が立っていたのだ。

　出入りを禁止したというのに、まるで当然のようにやって来る魔王に、カルセは最初、呆ぼう然ぜんとする。そして裸の自分を思い出した。

　今さら慌てて身を捻るが、子犬を抱えたままではどうしようもない。とにかく中腰姿勢になって、胸と腰をできるだけ引っこめる。

「ちょっと……！」

「何だ君か、カルセ君」

　開き直ったような魔王の態度に、カルセはさっそくイラッとした。

「何だじゃないわよ、立ち入り禁止って言ったでしょ！　何を堂々とお風ふ呂ろにまで入ってきてるのよ――！」

　やれやれと魔王は肩をすくめた。

「だからわざわざ偶然を装って入ってきたのだよ。君は十何年も人間をやっているクセに、あの有名な『うっかり』を知らないのか？」

「……うっかり？」

「そう。つまりはこれが『様式美』というヤツなのだよ、カルセ君！」

　あー。

　カルセもようやく納得した。

　子犬を片腕で抱え直すと、魔王の前まで歩いて行く。

　そして様式美にのっとって、顔面パンチをめり込ませ、魔王の眼鏡めがねを叩たたき割った。



    

  
    
      
第五章





　五年前。

　青年パウロが聖域の森に逃げこんだ時、すでに周囲には数え切れない数の負傷者たちであふれかえっていた。

　森の奥の小さな広間は呻うめき声で埋めつくされ、方々で咳せきこむ声がする。肉の焦げた嫌な臭いが辺り一帯に充満していた。

　彼ら村人たちのうち、ある者は刃物による傷を受け、ある者は大きな火傷やけどを負っていた。

　パウロは汗と泥の混じった金髪を掻かきあげ、自分が逃げてきた背後を振りかえる。

　森の木々の間から、夜空に立ち上る火の粉の光が見えた。

　彼のエフェソス村は焼かれてしまったのだ。

　村長だった父も殺された。

　――気をしっかり持たなければいけない。

　そう自分に言い聞かせる。

　村長の息子である彼には、焼け出された村人たちを率いていかなければならないという使命があった。

「イーシア、シモン？　どこにいる？」

　パウロはまず、自分の友人たちの姿を負傷者たちの中に探した。村人たちの何人かが、視線で彼らのいる先を示してくれる。

　神殿帰りの女神官イーシアは、森の広間の一番奥に、大事に横たえられていた。

「……イーシア」

　目を閉じた彼女の顔は、ただ眠っているように美しかった。

　しかしその胸から下はボロボロに挽ひきつぶされている。血もすでに出尽くして乾き、裂けた肉はパサパサと乾燥していた。悪臭にパウロは顔をしかめる。

　そんな彼女の隣にいて、メソメソと泣く黒髪短髪の青年が、パウロのもう一人の友人・シモンだった。彼は自慢の黒帽子を、今は手に持ち、泣いているばかりだった。

　その隣で膝ひざを折り、パウロはイーシアに話しかけた。

「ごめん。村は駄目だったよ、イーシア」

　パウロが報告するとイーシアはうっすらと目を開け、聞こえていることを知らせた。

　彼女イーシアは神殿で授かった様々な知識を持って帰ってきた、村長に次ぐ、村の中心的な存在だった。

　その知識のおかげでここ数年、村はこれまでにない豊作に恵まれるようになっていた。

　しかし今年は秋口になって、村の周辺を軍人たちがウロウロするようになった。

　彼らはやがて大勢で押し寄せてきて、まるで当たり前のように「ちょっとした物資提供」を要求してきた。もちろん実際は村にとって、大変な負担を強いるものだった。だがこの国での軍隊の横暴は、いつものことだった。

　そしてイーシアは、先頭に立ってこれを断った。

　収穫した農作物は、今年もがんばった村人たちの努力の結晶なのだ。それを理由もなく引き渡せば、これからどんな誇りを持って生きていけばいい？

　――そう主張したその結果、イーシアは無惨な傷を負わされて、生死の境をさまようことになった。

　村は見せしめとして全すべてを焼かれ、もう何も残っていない。

「これからどうする、俺おれたちは……」

　パウロは絶望した気分で、イーシアの横たわる向こうにある、真っ暗な森の闇やみを睨にらんだ。

　すでに冬が近づいている。

　しかし村人たちは無一文で、ケガ人まで抱えこんでいるのだ。

　生きていく術すべがなかった。

　暗い考えに沈み込んでいたパウロは、そこで自分の睨にらんだ闇やみの中から、誰だれかがやって来ることに気づいた。

　すらりとした不思議な顔立ちの少年が、木こ立だちの間から姿を現す。

　パウロは驚きで息を呑のみ、一呼吸置いてようやく声をかけた。

「無事だったのか、ヤコブ――」

　全くいつも通りに見える無表情な少年はしかし、見透かしたような目でパウロを見返してくるだけだった。

　そのまま無言で一言も発さないまま、彼は直接の友人であるイーシアの元に向かう。

　黒帽子のシモンも彼に気づくと、黙って彼のために場所を譲った。

　そもそもこの少年――ヤコブは、イーシアが聖域の森で出会い、時々村に連れてくるようになった不思議な少年だった。

　どこでどうやって暮らしているのか、誰も知らない。聞かれても何も答えなかった。

　そんなことには一切こだわらないイーシアだけが、ヤコブと仲良くしていたのだ。

　これは前々からイーシアが好きだった黒帽子のシモンにとって、由ゆ々ゆしき事態のはずだった。だがいつの間にか三人で、仲良く過ごすようになっていた。

「何なんだお前は……」と、呆あきれてパウロは言ってやったことがある。

　実際パウロは最後まで、この不思議な少年と打ち解けることはなかった。『何かがおかしい』――そんな腑ふに落ちない思いが、ずっとある。

　それはヤコブの不思議な目――光を十字に反射する不思議な瞳ひとみを、パウロが不気味に思っていることも無関係ではなかった。

　パウロの黙考をよそに、不思議な少年ヤコブは親友イーシアの前で膝ひざを折り、その不思議な目でじっとイーシアを見る。

　気づいたイーシアがうっすらと目を開くと、彼は彼女の顔の前に手をかざし、そして言った。

「君は、死ぬのか？」

　少年ヤコブの声は、死を悼いたむようではなかった。何の感情の波もなく、抑揚もない。それゆえに奇妙な迫力があった。

「…………そうよ」

　もう喋しやべれないかと思っていたイーシアが答えた。

　ヤコブはしばらく無言でいた。

　――次の瞬間、彼の髪が植物のようにどんどん伸び始める。

「どういうことだ、それは！」

　パウロは場違いに声を上げてしまった。しかし言っている間にもヤコブの髪は伸び続け、蔦つたのように太くなっていく。

　そして肌も衣服も――結局は植物のように伸びた髪も――全すべてが大理石のように、白く硬質に変化していく。やがて一いつ糸しまとわぬ少女の姿に変化した『少年ヤコブだったもの』は、しかしやはり瀕ひん死しの親友イーシアをじっと見ていた。

　それはまるで高名な彫刻家が掘った彫像ように、美しく、生気のない顔だった。

　さらに彼女の背後にはいつの間にか、闇やみそのものを凝縮したような黒々とした巨大な丸石が出現している。

「これは……精霊ファウナ……」

　パウロの呟つぶやきと入れ替わるように、異い形ぎようの存在はイーシアに訊きいた。

『お前は何を望む者か？』

「……………………望み？」

　イーシアは言葉を呟いた。

　異形の存在は答える。

『そうだ。お前の願いを一つだけかなえよう』

　彼女の掲げた白い手と手の間に、色とりどりの光が浮かび上がった。



    

  
    
      



    

  
    
      　それはガラスモザイクの細工のように、下から順に組み上がって、大きな色彩に満ちた塊を作り出していく。

『この魔法の光が、お前の願いをかなえる』

　突然の状況に周囲の人々と同じく言葉を失っていたパウロは、ハッと気づき、慌てて訊きいた。

「何でも願いをかなえるというなら、つまり、イーシアは死なずにすむのか……？」

　異い形ぎようの精霊は、またしても答えなかった。今回は答えるまでもなかったからだ。

　そのためだけに『ヤコブを名乗っていたもの』は、この場へ現れ、正体をさらしたのだから。

　イーシアを守ろうと身構えていた黒帽子のシモン、そして周囲の村人たちも、全員息を呑のんだ。恐怖と警戒で凍りついていた表情が、あっという間にすがるような、期待に満ちた顔へと変わる。

　そして大勢が見守る中、ついにイーシアは答えた。

「――――、―――――――――――」

　だがそれは、イーシア自身が生き続けることを望む願いではなかった。

　村人たち全員が、イーシアの『願い』の内容に驚きよう愕がくしていた。

　精霊だけが、重ねて訊いた。

『……本当にそれでいいのだな。我が友イーシア』

　精霊の問いかけにイーシアは微笑ほほえんで頷うなずき、目を閉じた。

　そしてもう二度と全く、動かなくなった。

「……駄目だよイーシア！　そんな願いは！」

　叫んだシモンの悲痛な声に、パウロも目を伏せる。

　イーシアは最後の最後で、判断を間違ってしまったのだ。

　それはおそらく、願ってはいけない願いだった。

　なのに――。

『契約はなされた』

　精霊の朗々たる声が、森を包んだ。

　パウロは驚いてその姿を凝視する。

　だが何もかもがすでに遅かった。

　精霊の手の中にあった、様々な色の光のモザイク。それが主あるじを失ったように宙を飛び、バラバラに砕け、小さな竜巻のように吹き荒れる。

　神殿帰りのイーシアが最後に残した、たった一つの言葉。

　その一言で、世界は呪のろわれてしまったのだ。

「やめろ！　よすんだ！　――そんな畏おそろしいことはやめてくれ!!」

　パウロは精霊に向かって叫んだ。

　だがその時にはもう、精霊の体は背後の巨大な黒石に貼はりついたかと思うと、蝋ろうのように溶けだしていた。

　意志が宿っていた両目はただの虚うつろな穴となり、入れ替わりに巨大な丸い黒石の上に、次々と六つの目が開く。

　残酷で獰どう猛もうな獣の目はギョロリと周囲を見回すと、てんでバラバラに石の表面をグルグルと回り始めた。法則性もなく暴れるように、勝手で気ままに回り続ける。

　だがやがて六つの目は、二つずつで組を作りだした。そうすると今度は目と目の間に、獰猛な牙きばを持つ大きな赤々とした口が三つ、パックリと開く。

　さらにズルズルと巨大な黒石の中から、暗くら闇やみよりも真っ黒な、その黒一色で覆おおわれた巨大な犬の首が這はいだしてきた。

　全部で三本の首がどんどんと伸びるのに合わせて、黒い丸石の全体が獣の体へと形を変え始める。

　獣は三つの首で咆ほう吼こうした。

　漆しつ黒こくの毛は全すべてが鉄の針のようにとがって全身を覆い、三つの口の中では白銀の牙の間で、炎のように真まっ赤かな舌が何度も踊る。

　それはまるで神官たちの言う、死者の国の生き物だった。

　パウロはその恐ろしい姿に、震えを止めることができなかった。

　――人々の願いをかなえる精霊ファウナは、こうして魔王ミトラス・アグディスティスとして復活してしまったのだ。

　だが畏い怖ふすべきその姿を前に、死んだイーシアの体を抱いたシモンは悲しみの狂気とともに叫んだ。

「俺おれにも、願いをかなえる力を与えてくれ！　――イーシアの願いを実現するために戦える、その力を俺にも！」

「やめろ!!」

　友人の突然の暴走に、パウロは必死で怒鳴った。

　いま言ったのはとんでもないことなのだ。それがシモンには分かっていない。

　しかし三みつ首くびの魔物は再び咆吼した。契約は完了してしまったのだ。

　イーシアの遺体を抱いていたシモンの手はどんどんと巨大にふくらみ、それに続いて体全体も一回り、二回りと大きくなる。

「ああ・あああ・あ・あ――」

　声にともないシモンの体は、黒い衣服の色のまま、徐々に薄く透けて、透明になっていった。さらにその体内ではチカチカと鋭い光が、何度もいくつも、怪しく瞬き始める。

　イーシアの体が、大きなシモンの手から滑り落ちる。その時にはもうシモンの肉体は、泣き顔の模様が刻まれた、石の巨人へと変わってしまっていた。

　巨人は手からこぼれた大事なイーシアを、丁寧に地面へと横たえ直す。

　そして今度はその巨体を、燃えている村の方へと向けた。

　――彼らから全すべてを奪った略奪者たちが、燃える村を肴さかなにし、奪った食料で祝宴を上げる場所。その方向へと大きな足で、歩き始める。

　彼の恐ろしい意図を察さつした村人たちは、しかし次々と三みつ首くびの魔王に向かって叫び始めた。

「俺おれにも――」

「私たちにもイーシアの願いをかなえる力を！」

「願いをかなえる力を！」

　誰だれでもただ激情に任せ、叫びさえすればよかった。それで力が手に入る。

　男が、女か。老人が、子供が。

　疲れ、ケガを負い、地に伏せていた無力な人々たちが次々と、目の前で魔物へと姿を変えていった。

　そしてチカチカと輝く夜ノクスの巨人を目印に、復ふく讐しゆうのための行軍に加わる。

　気づけば人の姿をしているのは、パウロと死んだ者だけだった。

　最後に三つ首の巨大な黒い犬もまた、その大きな体を翻ひるがえす。丸太のように巨大で硬い尾が、地面の上を引きずられていく。

「待ってくれ！」

　パウロは両目を閉じ、しかし決意を固めた。

「俺も頼む。みんなといさせてくれ――」

　告げた時にはもうすでに、パウロの全身は輝かんばかりの光に包まれていた。

　体の中から発する光が空気の中に溶け続けながら、パウロの姿は翼のある巨大な獅し子しの姿へと変化していく。

　その新たな体で、彼は村長の息子である自分が守るべき村人たちのあとに続いた。

　――そしてあの日初めて、彼は自分の鋭い爪つめと牙きばで、自分の大切なもの全てを奪った人間たちに復讐したのだ。

　あの夜から五年がすぎた。

　獅し子しの魔物となったパウロは、再び全すべての始まりの地となった聖域の森にいた。

　そこにはイーシアと村人たちの石墓があって、その正面には石の巨人であるシモンが座りこんでいる。

　シモンはこのところ本当の石になったかのように、長時間、身動き一つしないことが多くなった。

　だがもちろん彼の思いと行動が変わることはない。

　むしろ五年前のあの日と比べ、一番変わったと言えるのは、彼らが魔王ミトラスを失ったことだった。

　今は別の存在が、彼らを導き、道を示す。

「そろそろ行こうか。朝マーネ、夜ノクス――」

　無邪気な少年の声――Ⅴクインタスの言葉が、シンとして暗い聖域の森に響き渡った。

「――出発しよう。生き続けることさえ望まない人間たちの願いをかなえるために！」

　木々の間の闇やみが、ゴウゴウと音を立て始めた。森全体が揺れる。

　まるで嵐あらしが吹き荒れているかのように、森中の木々の枝が一斉に鳴り始めた。

　何者も森の暗くら闇やみの中に姿を現さないまま、どこからともなく響く足音、葉は擦ずれの音が、一斉に森の外へと向かって移動を開始する。

　それはまるで魔物たちの再出発を祝福する、旅立ちの鐘のようだった。



　目の前の川には、折り重なった三人の兵士の死体があった。

　浅い水に半分浸つかったそれは、すでに死んで数日がたっているらしく、ふやけてふくらんで崩れ始めていた。

　それを馬上から見下ろしていたクラテール・ヴィクスは、目元に指先を当てて考えこむ。

　正確には目の周囲――というより顔の上半分をしっかりと覆おおう厚手のマスクを、意味もなく指で弾はじいていた。彼女が考えこむ間にも、絹糸の束のような長なが髪かみが風に流れて揺れる。

「――行きましょうか」

　唐突にクラテールは、連れの男にそう言った。そして返事も待たずに手綱を繰ると、川に沿って馬を進めた。

「あ、待ってください」

　クラテールの連れの男は、慌ててあとを追ってきて、さらに追いこし、道を先導する。

　彼はこの先にあるアラスエヒル村の村長で、アンティオといった。

　髪の薄い、気苦労の多そうな村長は、何度も何度も背後のクラテールを振り返る。ちゃんとついてきてくれているか心配で、何度も何度も確かめるのだ。

　普段は温かい人なのだろう。

　しかしその様子からは、怯おびえばかりが伝わって来た。

　――無理もない。

　クラテールは馬の背にゆられながら、改めて周囲を見回す。

　馬が進むたびに――目的地のアラスエヒル村に近づくたびに、徐々に放置された死体の数は増え始めていた。

　おまけに兵士の死体ばかりではない。結構な数、村人らしき死体が中に混じっている。

　それが誰だれなのか村長には、おそらく見分けがついているのだろう。何せ小さな村である。

　彼の受けている死の衝撃は、赤の他人であるクラテールの比ではないはずだった。

　しかし恐怖の感情を押し殺し、彼は命からがら逃げてきた自分の村へと、クラテールを案内しようとしてくれている。

「……絶対に交渉を成功させなければ」

　クラテールは気を引き締めた。

　やがて先を行く村長は、ついに川土手の前で立ち止まり、背後のクラテールを振り返る。

「ここを登った先が、アラスエヒル村です」

　彼が示す先には、土手を登る坂道があった。

　長い草の間にある、大勢の人間に使われてきたことが分かる使いこまれた土道である。

「分かりました。――案内ご苦労さまでした」

　クラテールは驚く村長を追いこし、坂道へと馬を進ませる。

「あ、あの、待ってください。ちょっと……」

　止める村長の言うことを聞かず、クラテールはどんどんと行った。

　坂道を登るたびに兵士の喚声、そして槍やりと盾を打ち鳴らす重たい音が大きくなる。

　やがて土手を登り切ると同時に、意外な近さで――いやもう目と鼻の先に、アラスエヒル村の風景が姿を現した。

　そこでは、村のあらゆるものを勝手に潰つぶして障害物や柵さくとして、大勢の兵士が戦闘を繰り広げている。

　向かって右手側は黒い旗。

　クラテールの属するフェシナス王国にとって、いくつもの遺恨を持つ相手、ペルガムス帝国の軍旗である。見慣れた黒くろ鎧よろい姿の兵士たちが大勢いた。

　一方これに対峙する左手側では、空よりも鮮やかな青色の軍旗がひるがえる。

　先日フェシナス王国が交易協定を組んだばかりのトラキア連合王国に属し、その中でも最強の戦闘集団と恐れられている高原山岳地帯の異文化民族――剣国人ブレイドランダーの旗だった。

　彼らは鉈なたから発達した独特の刀を持ち、そこに武人としての精神性をこめるべく、最大限の装飾と武器機能を施す。さらに諸外国と交流するようになってからは、魔法技術で刀を強化するまでになった。

　まさに人刀一体という独特の様式と強さをもって、彼らは剣国人ブレイドランダーと呼び慣わされ、恐れられているのだ。

　なぜそんな連中が、こんな田舎の小さな村で戦闘を行っているのか。

　クラテールは馬を進めながら、息をつく。

　そもそもトラキア連合王国には、長年ペルガムス帝国と国境線を争っている騒乱地帯があった。

　しかしトラキアは先日新たに、フェシナス王国と交易協定を結ぶことに成功した。この外交的成功をきっかけに、トラキアは国内最強の戦闘集団である剣国人を騒乱地帯に配置したのである。長年の遺恨の決着に取りかかったのだ。

　だがペルガムス帝国側も、怖おじ気けづいた態度を見せるわけにはいかない。

　数十人の集団で国境を越えて一気にトラキア連合王国に入り、集落一つを焼いて逃げ帰るという、一撃離脱の破壊活動を実行した。

　しかしこの挑発を受けて、国の威信をかけて配置された剣国人が、黙って見逃すはずもない。

　逃走したペルガムス帝国の兵士を犯罪者として追いながら、今度は剣国人の側が国境を越えたのだ。

　ペルガムス帝国の観点からすれば、これは侵略行為である。

　逆侵入した剣国人を追い返すために、ペルガムス帝国は正規軍の一軍団を投入した。そして両者は、このアラスエヒル村で激突したというのが現在までの経緯である。

　双方が双方とも退ひかない相手にイライラしながら、どんどん兵力が投入されつつあった。このまま行けばトラキア連合王国とペルガムス帝国の全面戦争になるかもしれないし、ならないかもしれない。

　しかしそれはクラテールたちにとってはどうでもいいことだった。

　彼女たちの目的は、村の解放それ自体である。

「待ってください！」

　村長のアンティオが土手を登ってようやくそう声を上げた時にはもう、クラテールはかなり村へと接近していた。

　村長は悲鳴のような呻うめき声を上げながら、それでも馬で追いかけてくる。

　彼がようやく追いついたころにはすでに、クラテールの方は村の中へと入っていた。

　鮮やかな青い旗のはためく剣国人ブレイドランダー側の陣。その一番奥にある大きなテントの前まで、堂々と馬で乗りつける。

　当然という顔で侵入してきたクラテールにポカンとしていた剣国人は、ようやく誰何すいかの声を上げた。

「何だお前は！　怪しい奴やつめ」

　そう叫んだ一人を見据えて、仮面のクラテールは馬を下りた。そして馴なれ馴なれしい態度でポンポンと肩を叩たたき、乗ってきた馬の手綱を渡す。

「この顔は早々忘れるものではないでしょう。何度目ですか？」

「はあ？」

「それともフェシナス王国からの使節の顔は、憶おぼえられませんか？　全く礼儀がなっていませんね。どういう部下の教育をしているのか……！」

　一方的に相手をなじりながら、クラテールは馬の上で逃げたそうにしている村長に、下りてこいと手で合図する。

　村長がおっかなびっくり下馬すると、彼の手綱まで文句をつけてきた兵士に持たせる。

「司令官殿はこの大テントの奥ですね？　ああ、私が連れてきたこの現地人は、敵に関する緊急にして重大な機密を握っています。司令官殿に直接尋問していただくために、連れていきますがいいですか？　いいですね。ありがとう」

　一方的にまくし立てながら、クラテールは半泣きの村長を引っ張って、堂々とテントの中に入っていった。

　幕で仕切られたテントの中は、暗いがそれほど広いものでもない。すぐさまクラテールはその一番奥で、剣国人の指揮官らしき男を発見した。

　ザンバラ髪に太い眉まゆ、背は低いが肩幅広く、ガッシリとした体格の男だった。

「何だ貴様は!?」

　そう大声で詰問される。対するクラテールはまず、沈黙で答えた。

「……名前を名乗れと言っている！」

　剣国人の指揮官は、脅すように低く静かな声で言う。しかしクラテールは今度もやはり、無言のまま答えなかった。

　剣国人は探るような目で、次に村長のアンティオを見た。

「お前は――見たことがある顔だな？」

　ギロリと睨にらまれた村長は、怯おびえたように肩をすぼめ、リスのように指先を合わせる。

「あの……私は…………その……」

「何だ!?　声が小さい！　馬ば鹿かにしているのか!!」

「はい、ぃ!!」

　村長は体全体で縮み上がる。

「私は――」

　そこで初めて様子を見ていたクラテールは、泡を吹いて気絶せんばかりの村長の肩を叩たたいた。

「……大丈夫です、任せてください」

　政治家で交渉家であるクラテールには、大体いまの反応で、この男のやり口から切り崩し方までが見えた。

　まずは名乗る。

「私はＫＶ。フェシナス王国の代表としてやって来た者です」

「フェシナス王国の代表？」

　仮面をつけ、イニシャルしか名乗らないクラテールに、剣国人ブレイドランダーは胡う散さん臭くさげな視線を向ける。

　そこでクラテールは懐ふところから書類を取りだして、剣国人に渡した。

「世界英雄たるアティス王による、王国代表者としての信任証です。正式なものであることを確認していただきたい」

「確かに……本物のようだが。こちらも頭文字だけの信任証とは……」

　確認を終えた剣国人は、まだ胡散臭げな表情のまま、ひとまず信任証を返した。

　一方のクラテールは、仮面越しにジッと相手を見る。

　この手の相手に対する交渉の基本は、こちらから要求しない、質問しないことだった。

　クラテールの沈黙の意味を自分で勝手に解釈した剣国人は、慌てて答える。

「ああすまない。名乗るのが遅れた。俺おれはブリダルという」

「ありがとうございます、ブリダル」

「……よく分からないが、話は聞こう。だが見ての通り戦闘中だ。切迫している。要点をはっきりさせていただきたい」

　思った通り、自分から話を聞くと言いだした。

　クラテールは微笑ほほえむと、剣国人のブリダルに言う。

「では単刀直入に。この村から軍を退ひいていただきたい」

「何だって――」

「今回の一件は『トラキア連合王国が一方的な被害者である』ことを前提とした上でのことです。しかしあなたたちも、丸腰の市民を殺しすぎた」

「それは――」

「いいですか？　この村の人々は、重大な被害をこうむっているのです。私はこれを何とかしたい。しかしここはもうペルガムス帝国領内なので、剣国人ブレイドランダーの側が軍を退ひかなければ戦闘は終わりません」

「だからといって！」

「せめて戦場を移動できませんか？」

　クラテールの要求に、剣国人ブリダルはムシャクシャしたように首を振った。

「そんな簡単に軍を退ひけるなら、誰だれもここまで苦労はしない」

「お願いします！」

　横から大声で訴えたのは、村長のアンティオだった。

「いま種たね蒔まきを始めないと、今年はもう何にも手に入らんのです。この村にあった蓄えだって、みんなアンタたちと帝国の軍人さんたちでもってっちまった。このままだと村は人買いに身を売って、バラバラになるしかない！」

　その訴えかけに剣国人ブリダルの表情が曇る。

　確かに彼は村の惨状、そしてこの哀れな村長に同情しているのだ。

「……非武装の村人にまで犠牲を出してしまっていることは謝罪しよう。村長殿の言う通り、これからかける迷惑と被害はさらに増えるのだろう。どうにかしてやりたいとは思う。しかしそれでも、ここから動くことはできない。分かってくれ」

「そんな――」

　村長は悲痛な声を上げた。その声にメキメキとものすごい音が重なる。続いて何かが倒れる大きな音が轟とどろいた。

　さらにテントのすぐ外で大勢の叫び声が上がり、テントの屋根布に音を立てて、何本もの矢が次々と刺さる。

「ひぃ！」

　どちらに逃げようかと周囲を見回す村長を押しのけ、剣国人のブリダルは急いで、テントの出口へと向かった。

「待ちなさい。まだ話は終わっていない！」

　追いすがるクラテールに、ブリダルはうるさそうに怒鳴った。

「状況が分からないのか!!」

　二人がテントの外に出ると、家の一軒が丸々潰つぶれて、もうもうと土煙を上げていた。

　その向こうには攻城用の大おお槌つちを持った黒くろ鎧よろいの一団がいて、どんどんと剣国人の設置した木造の柵さくを破壊していく。

　また少し離れた別の方角では、ペルガムス帝国兵士の一団がこのテントに肉迫せんと押し寄せ、剣国人ブレイドランダーの部隊と衝突していた。

「見ろ！　これが現状だ。移動のためだけの退却などできると思うか!?」

「方法はあります。まずは私の話を最後まで――」

「何をしておったブリダル！」

　鋭い声を発して早足でやって来たのは、剣国人の女だった。

　歳としは二十をいくらかすぎた辺りだろう。

　その背は周囲の屈強な男たちよりも、頭一つ分ぐらい低い。だがどうやらこちらが本当の指揮官のようだった。ブリダルはかしこまって姿勢を正す。

　そしてこの剣国人の女の視線を受けて、クラテールは最大限の緊張を覚えていた。殺気のみをそのままぶつけてくる蛇のような目――決断抜きで人を殺せる軍人の目だった。

「……誰だれじゃ、お主？」

「カプルナ司令、こちらは――」

　剣国人ブリダルは言葉を選んで、的確に丁寧に、クラテールたちのことを説明した。

　対して剣国人の司令カプルナは、話が終わると同時にブリダルの顔を殴なぐった。

　そこそこの巨漢であるブリダルだったが、その場でよろめく。

「――こんなことをしておったら、死ぬぞお前！」

　厳しい叱しつ責せきに、大男のブリダルは項うな垂だれた。

　そして女剣国人のカプルナは、本気で殺そうかという目でクラテールを睨にらんだ。

「……お客人にはお引き取り願おう。この戦いくさは、フェシナス王国は関係のないことのはず」

「関係なくはありませんよ」

　クラテールは負けじと、冷たく言い返した。

「あなた方の戦闘によって発生した難民が、我が王国の都市スタンナムに押し寄せています。あなた方の戦い方が下へ手たくそだから、フェシナス王国は重大な損害を受けている」

「なるほど。そういうことなら、最初から言うがいい。ようやく話に合点がいった」

　司令カプルナは微笑ほほえんだ目のまま、つり上がった唇の端のシワをさらに深く歪ゆがめた。

「――それではわしの権限でフェシナス王国に、トラキア本国から難民救援の物資を送らせよう。これで文句はないじゃろう。問題は解決した。お引き取りを、お客人」

「そういうことではないでしょう！　人道的に――」

「さっさと去れと言っておる！」

　カプルナは厳しく怒鳴った。だが、このまま退ひけないクラテールは、何とか取りつくしまを探す。

　しかし、間の悪いことは重なるものだった。

「誰だれかと思えば、クラテール・ヴィクスではないか」

　剣国人ブレイドランダーの作った木の柵さくの向こうから、馴なれ馴なれしい男の声が語りかけてくる。

　そこにいたのは、頬ほお傷きずのある顔を笑いに歪ゆがませた男、ペルガムス帝国の将・アッタロスだった。

「処刑されたと聞いていたが、まさかこんな所で生きて再び会うとはな。今度は剣国人に取り入って、フェシナス王国の転覆を目指すのか？」

　クラテールからしてみれば、まさに最悪の状況で最悪の相手との再会だった。

　剣国人のカプルナは無言のままクラテールから一歩離れた。同時に横にいたブリダルが、きっちりクラテールの背後に回る。前後でクラテールを挟む位置に移動する。

　そして剣国人の独特な刀の柄えに手をかけ、二人同時に引き抜いた。

「……どういうことじゃ？」

　司令カプルナは特徴的な溝が走る刀を、クラテールの首筋に突きつける。

　クラテールの方は軽く手を上げ、仮面の下で目を細めた。

「――あの男の出任せですよ」

「いいや、お前は嘘うそをついておるな……」

　見透かしたように剣国人のカプルナは言う。

　さらにこの緊迫した状況で、アッタロスが駄目押しをした。

「気をつけろよ剣国人。そいつは俺おれと組んで国家転覆を企たくらんだ大悪党だぞ！」

「黙りなさい！　それで腹いせのつもりですか!?」

　クラテールは声の限りに怒鳴り返した。しかし視線の先の将軍アッタロスは、もう先ほどのように笑ってはいない。それどころか背後に組んだ手で、何やら手信号サインを周囲の部下たちに出している。

「しまった……」

　思わずクラテールは呟つぶやいた。

　この剣国人の陣で起きた混乱を利用して、ペルガムス帝国側は一気に、さらなる攻撃へ転じるつもりなのだ。アッタロスの周囲で指示を受け取ったペルガムス帝国の兵士たちは、無言のまま、あちらこちらへと小走りで散っていく。

　状況は刻一刻と最悪の事態を迎えつつあった。

　――ここまでだ。仕方がない！

　クラテールは左右の手のひらを、表に向ける。するとそこに極小の光の粉が飛来し、二つの光の筒の形に組み上がっていく。

「しまった、魔法か!?」

　剣国人ブレイドランダーカプルナが叫ぶより速く、クラテールはクロスさせた両手で、自らの武器を魔法門の中から引き抜いた。

　右からは魔法の矢、左からは魔法駆動する家宝の大弓『クレスコ』。

　その弓の固い金属表面で、突きつけられていた刀を弾はじいた。さらに司令カプルナへ、つがえた矢を突きつける。

「貴様は!!」

「……今はお互いのためです」

　一気にこの場を逃げ出すべく、クラテールは地を蹴けった。しかし途端に衣服の背中を、誰だれかが掴つかんで思いきり引っ張る。

　クラテールは体勢を崩し、その場で片かた膝ひざをついてしまった。

「そんな誰が――！」

　司令カプルナと反対側にいた大男――剣国人のブリダルとは、ちゃんと目の端で距離を保っていた。彼ではない。

　そしてクラテールはその正体を知り驚く。

　このタイミングでしがみついてきたのは、パニックを起こした村長のアンティオだったのだ。怯おびえた彼は無言のまま、ただガタガタ震えている。

「ああ……」

　思わぬ状況に呻うめくしかないクラテールへ、周囲の剣国人たちが次々と刀を突きつけた。

　四方八方を取り囲んだ剣国人を、クラテールはくやしい思いで見返す。

　ある者はクラテールを侮あなどるように見下ろしていた。

　ある者はクラテールがどんな反撃に出るのかと、固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　またある者は怯えるほどに緊張していた。クラテールの視線に目を逸そらした。

　またある者は眼鏡めがねの向こうで、本当に哀れな生き物を見る目で見返してきた。そしてその隣で額に手を当てた大きな帽子の女の方を振り向くと、肩をすくめる。

　クラテールは、口を開けて、ただ閉じた。

　剣国人たちの中に交じっていた魔王は、ちょっとイラッとしたような口調で訊きいた。

「君はこんな所で何をしているのだ？　バカなのか？」

　クラテールは胸いっぱいに空気を吸いこむと、叫んだ。

「こちらのセリフだ！」



　魔王ミトラスは再び隣のアティスを振り向き、首を傾かしげる。

　そして手を打った。

「ああ、なるほど。今のが逆ギレ？」

　魔王は納得した顔で深々とため息をついた。

「ちょっとお前は、人としておかしいんじゃないか？　ブスか？」

　しかしそんな呑のん気きなことを言っているのは、魔王本人だけだった。

　剣国人ブレイドランダーたちは、魔王――いや英雄たるアティス王の突然の出現に、騒然となる。

　ブリダルは部下に目配せして、クラテールたち四人を包囲をするよう指示を出した。これに反応するようにアティスは、腰に下げた二つの剣の柄えに手をかける。

　だがその背後から魔王本人は、剣国人に向かって不本意と顔をしかめた。

「なぜ私までクラテールこいつの仲間扱いなのだ。構わないから、煮るなり焼くなり、好きに続けてくれたまえ諸君。この女は一度、自分存在そのものについて、深く反省した方がいい」

「勝手なことを言うな！」

　クラテールは怒鳴った。

　しかし非常な真ま面じ目めぞろいの剣国人たちの方は、さらに戸惑う。もはや誰だれの言うことが本当で、誰の言うことが冗談なのか、ちゃんと判別できないのだ。

　そんな中、あえて進み出たのは剣国人たちの司令であるカプルナだった。

　彼女は魔王の前で膝ひざを折り、刀を地面に置いて頭を下げた。

「一国の王に対し、ご無礼をお許しください。このような場、このような時に武人の中の武人、勇壮たるアティス王に謁えつ見けんがかない、光栄でございます」

　そう丁寧に言い、再び頭を下げる。

　実際にカプルナは軍人として、英雄アティス王を深く尊敬していた。

　そして調子のいい魔王は、「うむ」と上機嫌で頷うなずき返す。

　司令カプルナの判断と態度がそうであるなら、他ほかの剣国人もそれに倣ならわざるをえない。

　全員が一いつ旦たん武器を収めると、膝をついて魔王に礼をする。

　解放されたクラテールは、腰の抜けかかった村長をどうにか立たせると、魔王の顔を思いきり睨にらんだ。そしてアティスの背後に回りこんだ。

　そこでようやくアティスは肩から力を抜き、剣の柄にかけた手を下ろす。

　一方、剣国人カプルナは、跪ひざまずいた姿勢のまま、ゴソゴソと自分の懐ふところを漁あさっていた。

「あった……」

　彼女が取りだしたのは小さな筆と美しい木製の容器だった。カプルナはそれを魔王に向かってさしだす。魔王は受け取って首を傾げた。

「……何かね？」

「我が国の筆記道具です」

「いや、それぐらいは知っているが……」

　魔王は容器の蓋ふたを開けて中の墨の匂においを嗅かぐと、目を細める。

　その間にカプルナはさらに懐ふところの奥を探り、帳面を取りだし魔王にさしだした。

「サインください」

　キラキラした目でためらいなく言う。

　その彼女の様子からは、何かそれまでの貫かん禄ろくのようなものが完全に途切れてしまっていた。

　いつもは周囲の男たちをアゴで使い、荒事の中を突っ切るカプルナだが、結局無理をしている分、一度緊張の糸が切れるとなかなか元に戻らなくなるのだ。

「カプルナ司令……」

　普段は恐れるカプルナの変わりように、部下のブリダルたちは言葉を失った。

　一方、「フム」と頷うなずいた魔王は、チョビチョビと墨に筆をつけると、帳面を無視してカプルナのおでこに小筆をペチョリとつけた。

　そのままさらさらとなかなかの達筆で、『アティス王だよん』とサインする。

「……これでいいだろうか？　剣国人ブレイドランダーのカプルナよ」

「ありがたき幸せ」

　カプルナは感動で満面に笑みを浮かべて喜んだ。魔王は頷く。

　そこでいきなり、ガン！　ガン！　と鈍い音が立て続けに鳴った。

　続いて剣国人たちの背後にあった最後の柵さくが、巨大な槌つちに吹っ飛ばされる。その向こうから、ペルガムス帝国の黒くろ鎧よろいを着た重歩兵がワラワラと姿を現した。

「油断したな、馬ば鹿かどもめ！　死ね!!」

　笑うペルガムス兵に、魔王がその場で手をかざす。

「うるさいなデクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス」

　魔王の手の先に魔法円が浮かんで、それがものすごい勢いで発射される。あっという間にペルガムス帝国の重歩兵たちは周辺の柵ごとはじき飛ばされた。

「さすがアティス王じゃ！」

　カプルナが目をキラキラさせて歓声を上げる。

「自由だ……」

　アティスの呆あきれた声に、屈強な黒くろ鎧よろいの兵士たちの悲鳴が重なった。

「うわっ、アティス王だ！」

　先の戦いで大被害の出たアッタロスの軍団にとって、その姿はすでにちょっとしたトラウマだった。

　しかし魔王の方はそんな反応を気にした風ふうもなく、戦場となって半壊している村を右に、左にと見回す。そして不満げにため息をついた。

「この村に詳しいものはいるか？」

　言ってすぐにただ一人、民間人の格かつ好こうをしている村長のアンティオと目があう。気の弱いアンティオは、声もなく喉のどの奥で甲かん高だかい悲鳴を上げた。

「大丈夫だ。基本的に害はない……」

　クラテールは言って、彼の背を押し出す。

　恐る恐る進み出た村長に向かって、魔王はさっそく訊きいた。

「お前はこの村の者か？」

「は、はい」

「この村の風車というのは、あの高台の丘の上にある、たった一つだけなのか？」

　魔王は村外れに立っている、古びた風車を指さして訊く。

「そうです。あの――。貧しい村なので……」

「いや結構」

　しかし魔王は難しい顔で腕を組む。

　カプルナは不思議そうに訊いた。

「そもそもアティス王は、なぜこの村に来られたのじゃ？」

　彼女の問いに魔王は、懐ふところから小さな筒を取りだした。

　その中身を出して、カプルナに渡す。

「これは……！」

　剣国人ブレイドランダーカプルナの表情は、あっという間に元の厳しい顔つきへと変わる。

　それは、獣の血で染め上げられた黒い羊皮紙だった。その上に、白インクで文字が描かれている。

　受け取ったカプルナだけではなく、周囲の剣国人、そしてクラテールまでもがその場で呻うめき、ざわめいた。

「これは魔物の襲撃予告書……」

「そんな、魔王ミトラス・アグディスティスは倒されたはず……」

「だからといって、魔物が滅んだわけではないのだから……」

　周囲から口々に声が上がる。

「二年の沈黙を守ってきた魔物が、また動き出すのか？……」

「何てことだ……」

「しかしこれは――」

　カプルナは予告書の一番下を指さした。

　そこには本来、虹にじ色いろに光ってゆらめく魔王ミトラス・アグディスティスの刻印があるはずだった。

　だがこの予告書では空欄になっている。

　おまけに白インクで書かれた文字は、『アラスエヒル村の風車を襲撃する』という非常に単純な一文で結ばれていた。

　司令カプルナは首を傾かしげる。

「なぜこんな田舎の村の古びた風車を……？」

「つまりは茶番なのだよ！」

　尻しり込ごみする部下たちをかき分け、姿を現したペルガムスの将・アッタロスは、魔王や剣国人ブレイドランダーたちの様子をあざ笑った。

「魔物でも何でも、来るなら来ればいい。ここはペルガムス帝国だ。貴様らと同じく、返り討ちにするまでのこと――！」

　アッタロスが宣言した、まさにその瞬間だった。

　丘の上に立つ古びた風車が、光を振りまいて弾はじけ飛んだ。

　遅れて大音が、その場の全すべてを支配した。空気が鳴って豪風が吹きすさび、さらに一瞬おいて大地が『ズゥン』と揺れる。最後に細かく熱い砂の雨が、風車のあった丘から周囲一面に降り注いだ。

「何じゃ!?」

　カプルナが部下に問い、全員が砂から目をかばいながら周囲を見回す。そして何人かが村に沿って流れる川に視線を走らせたところで、信じられないというように目を凝らした。

　他ほかの者もそれに続き、全員が唖あ然ぜんとして言葉を失う。

　地平線の向こうから、川に沿って平原のほとんどを覆おおい尽くすかのように、いくつもの異い形ぎようの巨体が姿を現していた。

　それはもはや大群などという範はん疇ちゆうを越えた数である。はるか彼方かなたから足音が『ゾッ…、ゾッ…、ゾッ…、ゾッ…』と、沈黙する人間たちを威圧するように響いてくる。

　そしてさらに奇妙なのは、魔物たちの真ん中に、いくつもの尖せん塔とうを持った不思議な建物が存在していることだった。

　黒みがかった水晶のような材質でできたその塔もまた、魔物たちとともに移動しており、こちらへ向けて近づいてくるようだった。

　人間たちがその威容に目を奪われているところで、今度は剣国人のカプルナが突然、緊張した声を上げた。

「どういうことじゃ――こんな！」

　魔王たちが振りかえると、カプルナが持ったままだった襲撃予告書からは、目が潰つぶれそうなほどの光があふれ出していた。

　その光の源は、空白だった魔王の刻印欄に浮かび上がった青く輝く文字である。

「Ⅴ……とは」

　何とか文字を読んだカプルナは、顔をしかめる。そうする間にも青い光は、夕日のような赤い輝きへ、さらには禍まが々まがしい赤い炎へと変わった。カプルナが気づいた時にはすでに、黒羊皮紙の予告書は煙を上げて燃え始めていた。

　カプルナは慌てて火を消そうと、不自然に赤い不気味な炎を叩たたく。

　しかし魔物の予告書はあっという間に完全に燃え尽き、ボロボロの灰へと姿を変えた。



    

  
    
      
第六章





　魔王一行は、川の上流から迫る魔物を避けるため、川沿い下流へ向かって出発した。ちょうどそちらが、フェシナス王国への国境でもある。

　そして馬で進む彼らのあとには、剣国人ブレイドランダーたちの一団と、さらにはペルガムス帝国の兵士たちまでもがゾロゾロと続いていた。

　勇名を誇る彼らであったが、さすがに二十倍近い数の魔物と戦って全滅するほど酔狂ではない。

　不穏な空気を漂わせつつも、両軍は川の両岸に分かれ、一定の距離を保つ。

　今のところ唯一幸いなことに、魔物の大群はあの巨大な黒水晶の塔に、移動する速度を合わせていた。

　したがって下流側――すなわち魔物の大群のいる方と全く逆方向へ進むなら、人の足でも追いつかれる心配はない。

　また魔王も、彼らがついてくることを特に引き留とめたりはしなかった。

　こうして一行はどうにか、日の沈む前に目的地へと辿たどりつく。

　夜が迫る空の下に黒く浮かぶのは、フェシナス王国国境・トモロス山の山城だった。

　天然にあった台形の大きな山を利用し、城としての体裁を整えたものである。その切り立った急斜面が敵を阻み、鬱うつ蒼そうと茂った木々が行動を困難にする。

　さらに所々には、補強として設置された木造の城壁がのぞいていた。こちらは魔王が即位してから整備させたものなので、どれもまだ真新しい。

　そんな山城の麓ふもとに辿たどりついた二つの軍は、別々の門から入城することになった。

　剣国人ブレイドランダーが西門から入ることになり、こちらはアティスが案内することになった。クラテールと村長もそそくさとそちらへ行ってしまう。

　魔王は気づくと一人で、アッタロスと彼の率いる屈強な黒くろ鎧よろい軍団を東門へ案内することになっていた。もっとも自分の思考に没頭する魔王は、そんなことをいちいち気にはしなかった。

　山城の門を抜けるとすぐに、幅が広いゆるやかな石造りの階段に行き当たる。

　魔王やアッタロスをはじめ、馬に乗ってきた者たちは下馬すると、手綱を牽ひいて馬と一緒に騎馬階段を登る。

　斜面に沿って曲がりくねった石造りの階段は、五つの城門で区切られていた。あとは時々見張り台が見えるぐらいで、階段の左右はひたすら木が立ち並ぶ。

「城と言っても貧相で安っぽい造りだ。そのクセにやたらと広い。バランスが悪いな」

　アッタロスが左右を見回しながら言った。

「水槽も倉庫もこれでは足りん。しょぼくれた拠点だ」

「別に問題はないよ」

　魔王はムスッとして答えた。

　そもそもトモロス山の背後には、山地帯が続くばかりで何もない。これらの山々を抜けてようやく、地方都市スタンナムへと辿りつくのだ。

　つまりフェシナス王国にとって、ここは特に守る必要もなければ攻められる理由もほとんどない山城なのである。国境での動向監視のためだけにある拠点だった。

　やがて階段を登りきり、魔王たちは平たい山の頂上広場へと辿りついた。そこには魔王が呼んでおいた二千名近い兵士が、すでに整列し待機していた。

　王国第３連隊『炎の槌フランマン・マレウス』、そして第５連隊『銀の盾アルゲンテイ・スキユータム』の各連隊旗が翻ひるがえり、それぞれの指揮官が王の到着に前へ進み出る。

　第３連隊ロクペルテューズ大佐は、小さな優しい目をした気丈夫だった。日焼けした肌と常に遠くを見ているかのようなその視線は、頼もしげな印象を周囲に振りまく。

　一方の第５連隊ベロウェス大佐は、これとは正反対に、暗い色の軍用コートを着こんだ顔色の悪い男だった。しかしもちろん、彼の働きが十分信頼に足るものであることは、これまで何度も証明されている。

　二人は魔王に敬礼し、直ると、無言でペルガムス帝国の将軍アッタロスを見る。特に先の事件で彼に因縁のあるベロウェスは、巡り合わせの不運に対する不満と不安を、隠そうとはしなかった。対してアッタロスは無言でニヤニヤして返す。

　だが魔王はそんな様子を全く気にせず、ただ一人、難しい顔で目を細めた。

「……これでは少なすぎた」

　呟つぶやいた魔王は背後、石階段の下、山城の麓ふもとを振り返った。

　そこにすでに川を辿たどってやって来た魔物が、続々と到着しつつあった。ザッと見て二万体近い数がいる。

　さらには日没後の青みがかった空と雲の下、彼らを追うようにしてやって来た黒水晶の塔がついに姿を現す。

　上へ向けては数十から百はあるかという多量の尖せん塔とうが立ち並んでいた。どの塔も全く同じで、先端に向けて鋭くとがっていく柱のようになっている。

　そして円形をした巨大な基部には、数百本の巨大な足が生えている。その足で移動する魔物の塔は、トモロス山の麓から川と平地を挟んだ向こう側、低い山の森の端まで進むと、ようやく停止した。

　その全体は黒く透き通った石でできており、内部にはまるで星の光のようにギラギラとした光点がいくつもきらめいている。

　ちょうど日が沈んだこともあり、光り輝く魔物の塔は、いよいよその存在感を増しつつあった。

「何なのですか、あれは？」

　ベロウェス大佐は顔をしかめて魔王に訊きいた。

「魔物たちの造った攻城塔か何かでしょうか？」

　魔王は考えこんだまま、ため息をついて答える。

「それならあんな離れた場所で停止したりはしないだろう。おそらくは魔法砲台の類なのだろうが――。私もあれは見たことがないな」

　そんな魔王の隣では、ペルガムス帝国のアッタロスもまた黒水晶の塔がある場所を見て、考えこんでいる。

　その表情を奇妙に感じたベロウェスは、首を傾かしげて相手に訊たずねた。

「アッタロス将軍。何か気づいたことがあれば発言してほしい」

　ベロウェスの問いにアッタロスは素直に答えかけて、しかし『やめた』というようにニヤリと笑った。

「案外、夜戦のための照明なのではないか？」

　ベロウェスはそのふざけた答えに、ため息をついた。

「……とにかく、監視を強めます」

　魔王は無言で頷うなずいた。

　そこでベロウェスは急に言いにくそうな顔で、改めて話を切り出した。

「ところで実は一つ、王に報告し、謝罪しなければならないことが――」

「謝罪？」

　魔王がそう聞き返した途端、兵士たちの向こうから、アティスのよく通る声が響いた。

「待ってよ、カルセ。理由は後でって何なのさ!?」

　魔王は思わぬ名に驚いて、アティスの声の方を振り向く。

　そこでは、反対側の門から山城に入った剣国人ブレイドランダーの一団が、ようやくこの山頂の広場に到着したところだった。アティスの他ほかにもクラテールや村長もいる。

　そしてその先頭に――おそらく出迎えに行っていたのだろう――厚手の布の服に革の軽防具をつけ、神官の杖つえを持ったカルセの姿があった。

　アティスの追求から逃れるように早足でやって来たカルセは、進む先に魔王がいるのを見ると、尻しり込ごみするように唇をすぼめた。

　しかし表情を引き締めると、真まっ直すぐに魔王の元へとやって来る。

　魔王は不機嫌な低い声で、カルセに向かってボソリと訊きいた。

「――なぜお前がここにいる？」

　立ち止まったカルセは、腰に手を当てて言い返す。

「私の知らないところで軍が動こうとしていたから、ついてきたのよ」

「君の詮せん索さくすることではないよ」

　厳しく言う魔王に、カルセははっきりと横へ、首を振った。

「いいえ。私は王国に起きる全すべてのことを知っていなければならない。リトエル・アイエテスの時のようなことは、もう二度とあってはならないことだもの」

「それは君の軽率な行動とは関係ないな――。この危機的な状況が分かっているのか？」

「分かっているわ。でもこんなことは、これからだっていくらだってあることなのよ。それをいちいち、避けては通れないわ。今回だって切り抜けてみせる」

「口先だけの根拠のない決意は、不毛で不愉快だ。何とでも言える」

「そういうあなたは、魔物たちと戦えるの？」

　事情を知らない者たちは、カルセの言葉に不思議そうな顔をする。

　しかしこれこそがまさに、カルセの心配の本題なのだった。

　――そして魔王がずっと、踏みこまれたくないと思っていたところなのだ。

　魔王はカルセから逃げるように視線を逸そらすと、代わりにベロウェス大佐へと訊きいた。

「……私が運ぶように言った荷物は、到着しているだろうか？」

「もちろんです。奥の兵舎に運ばせています」

「では私は調整のための儀式に入る。しばらくはお前が全すべてを執り仕切れ。命令は一つだ。私が戻るまで、この山城を守り抜くこと」

　魔王はそれだけ口早に言うと、目を細めて広場の外れの兵舎の方へと向かう。

「待て、どこへ行くアティス王！」

　背後から将軍アッタロスが大声で怒鳴る。

　しかし魔王は立ち止まらずイライラした態度で広場の兵士をかき分け、行ってしまった。

「……何なんだ、一体」

「アッタロス将軍――」

　王女であるカルセの呼びかけにアッタロスは「ああ？」と、不可解げに振り向いた。カルセは努めて平常心を保って言う。

「私たちもこの城で、ただ待っていたわけではありません。実は魔物の侵攻を確認できた時点で、私の名で各国に救援を求める親書を送らせていただきました。もちろんペルガムス帝国に対してもです」

「なるほど。つまりは援軍待ちということですな」

　アッタロスはヘラヘラと笑って答えた。

「ペルガムス帝国で一番近いのは都市キュジコスあたりか。トラキアは都市オレスティス、フェシナス王国は都市スタンナムだ。それぞれの援軍が到着すれば、魔物を上回る大軍になる。しかし――。まあ到着は早くても明日、日が昇ってからでしょうな」

　アッタロスはまるで試すようにカルセへ向かって首を傾かしげる。

「だから、つまり――？」

「援軍到着までの間、共同戦線を組んでいただきたい。ということです」

　アッタロスは失笑してベロウェスを見、さらには広場を挟んで向こう側にいる剣国人ブレイドランダーたちを見た。

「共同戦線？　奴やつらと一緒にですか？　できかねますな、王女。何せつい先ほどまで、殺し合いをしていたほどの仲ですので」

「それでは将軍と旗き下かの兵士には、この城から出ていっていただくことになります」

「ハッ！」

　アッタロスは嘲あざける。

　その途端に、カルセの背後にいたフェシナス王国の軍が、全員武器に手をかけた。さらに不穏な空気を察さつした剣国人ブレイドランダーまでもが、加勢しようかという態度で身を乗り出してくる。

　アッタロスは笑ったまま目を細めると、背後の部下たちを振り返った。

「見ての通りだ――」

　ペルガムス帝国の兵士たちもまた、次々と武器に手をかけ臨戦態勢を取る。しかし。

「――今後一切の私闘を禁止する」

　将軍の譲歩に、ペルガムスの兵士たちは一斉に不満の声を上げた。武器を打ち鳴らして、アッタロスに猛然と抗議する。

　アッタロスはニヤニヤしたまま剣を鞘さやから抜いた。

「何だ？　死ぬか？」

　しかしそんな脅しでは、荒くれたちの抗議は収まるはずがない。

「だが黙れ！」

　アッタロスは大声で怒鳴った。

「――もしも私闘禁止の命令を破った者がいれば、そいつは見つけた奴やつが殺してもいい。あと俺おれに不満があり文句を言って反抗する奴も、見つけ次第殺していい。俺が許可する」

「大将！　剣国人が挑発してきたら？　やり返すのもダメなのかよ？」

　そう上がった声に、アッタロスはゲラゲラ笑った。

「挑発されるだと？　お前たちの中に、青あお瓢びよう箪たんの剣国人ごときに舐なめられるクズがいたのか？　だったら真まっ先さきに申し出ろ。偉大なるペルガムス帝国軍が侮辱される前に、俺の手で殺しておいてやる」

　そのアッタロスの言葉に、全員がゲラゲラと上機嫌で笑い始めた。

　他国人にはおおよそ理解しがたいペルガムス流のジョークに、カルセを始め、全員が気け圧おされ黙りこむ。

　アッタロスは、相変わらずの悠然とした態度で、剣国人に視線を向けた。

　そこで剣国人たちはようやく、この場での対応の遅れは恥だと気がついた。司令のカプルナは慌てて、自分も部下たちに私闘禁止の命令を出す。

　これを確認したアッタロスは、今度はジッとカルセを無言で見下ろしてきた。

「……何でしょうか」

　カルセは語尾が震えるのを感じた。しかしアッタロスの表情には、これまでのような笑いも嘲りもない。まるで別人のように、冷静な表情で言う。

「こちらにできる譲歩はここまでだ、王女」

　この言葉でカルセも、認めざるをえなかった。

　ペルガムス帝国の兵士たちはこのようにして、士気を維持しながら統率されている。その上で指揮官は、あくまで理知的に判断しているのだ。

　アッタロスは先ほどまで争いあっていた人間同士で、このあと、大連合を組まなければならない状況を分かっている。そしてもしこの場で遺恨が発生すれば、この大連合が歪ゆがんだものになってしまうことまでもを理解している。

　なのにカルセはそんな彼を、挑発するような言葉で試したのだ。それはカルセ自身が怯おびえていたからだ。

　カルセは恥じ入った。

　だが謝罪は必要ない。アッタロスと彼の部下たちを無言で信じる。いやここにいる人間全すべてを、魔物に対抗する味方であり仲間であると気持ちを切り替える。

　今だけは、人々の心は一つになったのだ。

　――しかし全ては、ここまでだった。

「て、敵襲！」

　見張り台から山の麓ふもとを見張っていた兵士が、大声で叫んだ。

　ベロウェスが厳しく訊きき返す。

「落ちつけ。魔物はどこへ攻撃を加えようとしている？」

　しかし、「それが……」と言ったきり、見張りの兵士はどう報告したものか言葉を失った。

　直後、見張り台そのものが光の雨の中に蒸発して消えた。

　さらには夜の迫る山城を閃せん光こうが次々と襲い、轟とどろきと地震のような揺れがあとに続く。村で風車を吹き飛ばしたのと全く同じ攻撃だった。

　魔物の塔にあるいくつもの尖せん塔とうの先から、ギラギラと輝く光がいくつも放たれ山城に降り注ぐ。そのたびに大破壊が起きた。

　門や城壁、石の階段を破壊し、兵士たちは分断され、天然の障害物である樹木ですら薙なぎ払はらっていく。

「やはりあの塔、魔物たちの砲台なのか――」

　アッタロスが呻うめいた。

　トモロスの山城は城としての施設を次々に破壊され、あっという間にただの燃える山へと姿を変えていく。

　そして砲撃で崩され、滑らかな斜面と化した山肌を、魔物たちが波のように押し寄せ始めた。



「クソが！」

　怒鳴って黒くろ鎧よろいのペルガムス兵が振り下ろした大おお槌つちの一撃を、巨大なムカデはすり抜ける。

　そのまま長い体で這はい回り、焼け焦げ折れ飛んだ木々の間を逃げると、手近な木によじ登った。巨大ムカデは巨大な鉄バサミのような顎あごを鳴らし、後続の魔物たちに信号を送る。

　それを止めさせようと踏み出したペルガムス兵は、同じ黒くろ鎧よろいの仲間に怒鳴られた。

「こっちだ、早く来い！　先に本隊に合流するんだ。坂を登れ！」

「ヤツらは集団で、俺おれたちを狩りたてる気だぞ？」

「こっちはたったの十六人で分断されてるんだ！　逃げるのが先だ」

　その答えに腹いせで大槌を地面に振り下ろすと、彼も仲間の指示に従った。とにかく全員が気持ちを切り替え、斜面の上を目指して走る。

　周囲には木の焼ける煙が充満していて、見通しが悪い。

　そんな中、先頭の一人が足を止めた。

　進もうとする先、見上げた坂の上に威圧的な四本の『柱』が立っていたのだ。

　パッと見た目には間が抜けた感じすらする、無機質なただの柱である。

　しかしその柱の頭はゴツリとした巨大な岩の塊で、真まっ赤かな人の血で濡ぬれていた。

　ズルズルと地面を引きずるような音を立てながら、異様な柱は近づいてくる。

「これも魔物なのかよ!?」

「決まっている！」

　怒鳴ったペルガムス兵の一人が先陣を切り、手にした槍やりを柱の魔物に突きだした。

　しかし魔物は思わぬ身軽さでヒラリと避けると、一気に兵士との距離を詰める。そして中央で機械仕掛けのように折れると、重い頭突きの一撃を振り下ろした。

　兵士は絶叫さえ上げる間もなく、鎧ごとグシャリと潰つぶされる。

　さらに二撃、三撃と、兵士の全身が完全に潰れ、鎧に挟まれた挽ひき肉にくになるまで、執しつ拗ように攻撃は繰り返された。

　唖あ然ぜんと見守る人間たちに、次々と他ほかの柱も襲いかかってくる。しかしさらにもう一つ、飛びこんできた影があった。

「フリナの魔手クアドミール・アクア・ヴアサス！」

　カルセの詠唱とともに四本の青い魔法の腕が、今まさに新たな犠牲者へと向けて振り下ろされようとした柱に向かって伸びた。

　疾走する獣の頭のように伸びた三本が、まずは柱の頭を受け止める。そして残った一本の腕が、柱の下端に思いきり叩たたきこまれた。

　その一撃で、魔物の柱は投げ飛ばされ、斜面の下へと目がけて落ちていく。

「フェシナス王国の王女が!?」

　ペルガムスの兵士たちが驚く間にも、柱の魔物は一斉にカルセへ向け殺到する。

　先頭の最初の一撃を、カルセは巨腕二本をクロスさせ、ガッチリ受け止めた。

「はっ――!!」

　気合いの一声とともに、カルセは三本目の腕を、蹴けり技として放つ。その一撃を食らった柱の魔物は跳ね飛ばされ、さらに背後の一体を巻きこんで倒れた。

　すぐさまカルセの真横でシュッと空気が鳴り、最後の一匹が強烈な一撃を繰り出してくる。

「……こんなもの！」

　カルセは易やす々やすと避けると、すぐさま魔法の巨腕で右の正拳を思いきり叩たたきこんだ。続けざまにさらに一歩踏みこんで、左の正拳を叩きこむ。

　仕上げ！　と四本の腕が三体の柱の魔物をそれぞれ掴つかむと、思いきりよくそれを麓ふもとに向かって投げつけた。柱の魔物は斜面を登ってくる魔物の大群へぶつかったかと思うと、次々と他ほかの魔物を巻きこんで落ちていく。

「すげえや！」

　難敵をたった一人で片づけたカルセに、ペルガムス兵たちから口笛や歓声が上がる。

　相性がよかったのもあるが、カルセもうまくやれたと感じた。

　さらにありがたい報告も続く。

「こっちだ！　仲間がいるぞ、合流できる！」

　ペルガムス兵たちは薄ぼんやりとした煙の向こうに手を振った。確かにそこには人の影があって、同じように手を振りかえしてくる。

　一刻も早く合流をと、三人ほどが足早に急ぐ。向こうからも三人がこちらに来た。

　その時点で、少し離れてその様子を見ていた後方の者たちは、一様に違和感を覚える。

「待って！」

　カルセも声を上げたその途端、強烈な稲光が夜よ闇やみの中に走った。

　その光の中で最も前にいた三人が煙を上げて倒れる。そして彼らに近づこうとした『あちら側の三人』も、同じタイミングでその場に倒れ伏す。

「ただの鏡だ！　味方じゃない！　――いや、これも魔物だ!!」

　混乱した大声が上がる中、ジャリジャリと巨大なものが移動する音が響く。

　気がつくと鏡の魔物は、もう元と同じ木の影にはいなかった。

「……しまった、どこへ行った」

　黒くろ鎧よろいのペルガムス兵は怒鳴る。

　カルセも油断なく周囲を見回した。こちらから近づかなくても、相手の接近を許せば、先ほどのように稲妻で黒焦げにされてしまう。

　しかし鏡の魔物の姿は暗くら闇やみの森の中に完全に溶けこんでしまい、見つけることができない。

　――それに見つけたって近づけない。どうやって倒す？

　カルセが必死で考えていると、どこからかバキボキと木の割れる音が響く。

　自然と人間たちは寄り集まり、同時にペルガムスの兵士たちはカルセの前へ壁を作った。

　しかしカルセはハッとなる。

　もちろんありがたいことなのだが、実際は散開した方が安全なのだ。

　――私が守られる側に回ったら全滅する。

　その直感が、悪寒のようにカルセの全身を駆け巡った。

「前進しましょう――！」

　カルセは告げた。

　そして驚くペルガムス兵たちの間をすり抜け、率先して闇の中へと踏み入る。

　またペキリと、何者かが動く音がする。カルセは必死で目をこらした。

「そこです！」

　警告するように、カルセの右前方を魔法の光を灯ともした矢が通りすぎる。一つだった光が二つに分裂し、また一つへと戻った。カルセのきっちり真正面に、鏡の魔物は回りこんでいたのだ。発見された魔物は全身に小さな稲妻を閃ひらめかせる。

「させるか!!」

　再びクラテール・ヴィクスの鋭い声が、夜の闇を裂いて響いた。そして大振りな弓から特大の魔法の矢が、魔物に向けて放たれる。

　矢は鏡の魔物に当たった。そして矢が割れ折れると同時に、次々と二十個の真まっ赤かな魔法円を炸さく裂れつさせる。

　鏡の魔物には大穴が開き、燃えながら溶けていった。半分に折れ曲がって崩れると、最後に弱々しく稲光を発して動かなくなる。

「ご無事ですか、カルセ様？」

　駆け寄ってくるクラテールを、カルセは冷ひや汗あせを拭ぬぐって振り返り、頷うなずいた。

「ええ、ありがとう。――あなたも一人なの？」

「はい。人を捜していて――」

　クラテールは仮面越しにも分かるほどの苦々しい表情で言った。

「私と一緒にいた民間人が、はぐれてしまっています」



    

  
    
      



    

  
    
      「一緒にいたって――村長さん？」

「そうです。一刻も早く保護しなければ……」

「分かったわ」

　カルセも頷うなずき返した。

「こちらでも探してみる。見つけたら、必ず保護するから。あなたも気をつけて」

「お願いします、カルセ様」

　クラテールは一礼すると、落ちつきなく左右を見回し、再び闇やみの中を小走りに行く。

「私たちも出発しましょう」

「それが……ちょっと」

　返ってきた困惑の声に、カルセは背後のペルガムス兵たちを振り向いた。見ると一人が足をジタバタとしながら、しきりに首をひねっている。

「何を踏んだんだ、これは……。トリモチか、接着剤か……」

　その兵士が黒くろ鎧よろいに覆おおわれた片足を引き離そうとすると、ネチャリネチャリと音が立つ。しかしいつまでたってもそればかりで、結局そこから一歩も動けない。

「さっさとしろよ！」

「いやちょっと待つんだ……」

　一人がトラブルを起こした兵士の向こう、闇やみの中に目を凝らして唾つばを呑のみこんだ。

「何だこれは……」

　他ほかの者もその声に視線を追って、言葉を失う。

　少し先の地面の窪くぼみに、隠されるようにして一面の、白骨死体の山があったのだ。さらにその骨の山に覆おおい被かぶさり、ぶよぶよと動く影があった。

　いや――動くというのも正しくない風景だった。単に増殖した体積の分、周囲へとどんどんあふれ出しているのだろう。粘菌のような存在が死体の腐肉を苗床にして、自分の体を外へ外へと押し出し、大きくしている。

　そうこうするうちに兵士の片足にまとわりついた粘菌の一部も、一気にその体積をふくらませた。

「助けてくれ！　助けて……！」

　だが周囲がどうすることもできないまま、兵士は全身を粘菌の中へと呑みこまれた。生きたまま皮膚から溶かされていく。

　もがき苦しむ仲間を助けようとする兵士たちは、しかし結局は相手に触れられないまま、その手を下ろす。

　助けたくても粘液に触れた途端、巻き添えを食って終わるのは明白だった。これはそういう罠わなを仕掛ける魔物なのだ。

　やがて粘菌の内部は、兵士の皮膚の下からあふれ出る血で、どんどんと赤く濁っていく。皮膚が完全に溶けて内臓がずり落ち、それすらも溶かされ鎧よろいと骨だけになっていく様を、カルセたちはただ、黙って見ているしかなかった。

　しかし鎧をまとった人の骨は、いつまでも立ったまま、崩れることはなかった。

　全身を粘菌に厚く絡め取られたまま直立しており、さらにふらり、ふらりと歩き出す。そして手にしたままだった剣を、粘菌にまみれた手で握り、人間に向かって打ちかかってきた。

「こいつ――！」

　攻撃されたペルガムス兵は、仲間を討つのは忍びないと思いながらも、自らの剣を抜き袈け裟さ懸がけに振り下ろした。

　しかしその重々しい剣は、相手を切断するどころかベチャリと粘菌を打っただけで、さらには全く抜けなくなってしまう。

「まさかこんな……」

　さらに詰め寄ってきたガイコツに、兵士は仕方なく剣を手放した。

「どうしろというんだ……！」

　だが怒いかりの声を嘲あざけるように、次々とその後ろ、粘菌の鎮座した白骨の山の中からガイコツたちが立ち上がる。そして粘菌まみれの全身で、カルセたちの方へと歩み寄ってきた。

「本当に魔物なの、これは――？」

　カルセは迫り来る脅威を、血の気の引く思いで見ていた。

　ここにあるのは、人を効率的に殺すための機能のみだ。それ以外の全すべてを捨て去ってしまったような魔物が次々と現れる。かつてカルセたちが戦った魔物たちに比べ、何か根本的に様子が違っていた。

　――一体、どうして。

　カルセは山の麓ふもと、明るく輝く黒水晶の塔を睨にらんだ。

　その内部の光はさらにふくらみ続けており、輝きはもはや直視することすらできない。身を縮めたくなるような、危険なまでの明るさだった。

　そう思った途端、塔の頂上で光がふくらんだ。

「まさかまた魔法の攻撃が――！」

　他ほかの兵士たちも魔物の塔を振り向く。

　しかし塔の先端でふくらんだ光は、どこにも行かず、その場で弾はじけた。

　灯台のように周囲を照らしながら、光は夜空の中へバラバラに散っていく。

　そして次の瞬間、光を見たカルセや周囲の兵士たち、いや山全体でその光景を見た全員が、苦く悶もんの声を上げた。奇妙なことに全員が、そろって左目を押さえ、うずくまる。

　カルセは左目を押さえたまま、歯を食いしばって声をこらえた。まるで目の中に、ギラギラ輝く光の一粒が潜りこんできたかのようだった。

　やがてカルセは、自分の視界の異常に気づく。

　右目は何も問題はないのに、光の飛びこんできた左目だけが、どこかここではない別の場所、別の風景を見ていた。

　そこには、大量の魔物に囲まれた一人の人間がいるのだ。

　いや、本当に人間なのだろうか？　それともこの存在もまた魔物なのだろうか？

　身長だけで言えば、子供のように見えた。顔は見えない。

　その人物はオレンジがかった赤色に、雲の筋のような白が水平に走るマントを羽織っていた。顔のほとんどを覆おおうフードには、様々な形のガラクタがつり下げられている。

　かろうじて見える無邪気な笑いを浮かべた口元が、小さく動いた。

『我はⅤクインタス――火星王である。我は魔王ミトラス・アグディスティスの亡きあとを継ぎ、新たなる魔王となった』

「新たな魔王だと……？」

「そんな」

「ふざけるな！」

　トモロス山にいる何百人という人間の口から、次々と声が上がる。

　それが聞こえてでもいるかのように、Ⅴクインタスは不気味に笑った。

『我は、我こそが新たな魔物たちの王であること、そして魔物たちこそが世界の主あるじであることを宣言する。その証あかしとして、これからのあるべき世界の秩序を、愚かな人間どもに教育しようと思う。――夜ノクス、見せてやって』

　言葉とともに、トモロス山から見える黒水晶の塔は爆発的に輝きを増した。

　同時に左目の視界から、火星王Ⅴクインタスの姿が掻かき消える。代わって映し出されたのは、何ということはない夜の街だった。カルセの知らない街である。

「どういうこと……？」

　意味が分からず、カルセは顔をしかめた。しかしその疑問は、隣にいるペルガムス兵の一言で解けた。

「これは……キュジコスの街じゃないのか？」

　その名はこのトモロスの山から最も近い、ペルガムス帝国の都市の名だった。ここへ一番最初に援軍を派遣してくるはずの街の名である。

　この風景を左目で見せられる一方、目の前の黒水晶の塔からは、内部に蓄えられていた膨大な光が、一斉に空へと撃ち放たれた。

　その一つ一つは光の粒だったが、あまりに大量だったため、まるで天にかかった光の河のようだった。

「でも、一体何を……」

　カルセは胸騒ぎとともに呻うめく。

　放たれた光の粒は夜空の中で放物線を描いて、はるか遠くへと飛んでいった。しかし。

「そんな――まさか――！」

　ペルガムスの兵士が、切せつ羽ぱ詰つまった声を上げる。

　やがて左目に映る都市キュジコスの夜空が、白くキラキラと輝き始めた。

　その光はあっという間に範囲を広げ、空の半分を覆おおったかと思うと、キュジコスの街に光の雨となって降り注いだ。

　人々の口から、悲鳴と叫びの入り交じった声が漏れる。

　それはまるで泥でできた街に、次々と石を投げこむかのような光景だった。

　星の光が落ちた場所には、柔らかくボコボコと穴が開いていく。その穴から発せられる熱で、さらに建物や街路の石畳――街のあらゆるものが溶岩になって溶け、流れ出す。溶岩は泡を立て、蒸気とともに周囲に飛び散る。

　これまで五万人が生活していた地方都市は恐ろしいほどの静けさの中で、ただのドロドロと溶けた赤い溶岩の池に変わってしまった。

　トモロス山の人間たちはただただ、完全なる破壊の風景に絶句する。

　その中を、Ⅴクインタスの笑う声だけがどこまでも響いた。



　完全に押し黙った人々の間を、夜風だけが音を立てて通りすぎる。

　だが人々はすぐに気がついた。

　光を撃ち放ち、完全に闇やみの中へ沈んでいた黒水晶の塔は、また再び新たな光を灯ともし始めていることに。

　察さつしのいい人間たちに向かって、火星王・Ⅴクインタスの声が響く。

『次はトラキア連合王国の都市オレスティスを消滅させる。さらにその次にはフェシナス王国の都市スタンナムが消える。人間の住む都市は、ここからの距離が近い順に、攻撃を加え完全浄化する。――なお降伏は許可しない。勇者アティスとその一派は、世界の滅ぶ様を目の当たりにしながら、最後の一人までもがき苦しんで死んでいくがいい』

　Ⅴクインタスの声は遠のくように消えていき、やがて人々の奪われていた視界は元に戻った。

　しかし彼らは身一つで放ほうりだされたかのように、力なく、ただざわめくしかなかった。

　これは脅迫ですらない。新魔王Ⅴクインタスは、人間と取り引きする気など全くないのだから。

「だったら単純だ！　討って出るしかないだろうが!!」

　トモロス山の山頂には、ペルガムス帝国の将・アッタロスの一喝が響き渡った。

「魔物の塔を破壊する。――あるだけの馬をすぐに準備しろ！」

　その声でアッタロス直属の部下たちは、すぐに動き始めた。彼らが出撃準備を進める中、アッタロス自身も障害物破壊用の大おお槌つちを、自分の愛馬へと括くくりつける。

　その様子を見てようやく、ベロウェス大佐は声を上げた。

「……無謀すぎる！　こんなことで戦力を分断するのは、敵の企たくらみに乗るようなものだ。やめるんだ！」

　詰め寄ったベロウェスの肩をしかし、アッタロスはトンと突いた。

「……バカかお前は？」

　よろめいたベロウェスは、カッとして腰の剣に手をかける。それほどまでに、止めようとするベロウェスの方が殺気立っていた。

　しかしアッタロスは冷静に話し始める。

「数で圧倒する魔物たちは、人間を分断する必要などない。そもそも山ごと蒸発させられる力すら、奴やつらは持っていたわけだ。だが魔物たちはそうしない。なぜだ？」

「それは――」

「俺おれたちを嬲なぶり殺しにするつもりだからだよ。――そしてそれは油断なのだ」

「油断……？」

　慎重に聞き返すベロウェスに、アッタロスは頷うなずいた。

「魔物たちの油断なのだ。それを突く以外、俺たちにはもう活路はない。だから行く」

　二人が話す間に、アッタロスの部下たちはそれぞれが大おお槌つちを持ち、馬に乗って集合する。だが合計してもせいぜいが百名である。

「……たったこれだけの人数で、二万に近いあの魔物の大群に、どうやって勝つ？」

「さあ？」

「勝ち方がないのに攻撃を始めるのは、死にに行くのと同じだ。無駄死にだぞ！」

　アッタロスは生き真ま面じ目めなベロウェスを鼻で笑い、馬に跨またがった。

「――ペルガムス帝国軍人の戦いにとって、一番肝心とされることは、生きるか死ぬかの結果ではない。正義か悪かすらどうでもいい。勝つか負けるかすら気にしたことがない。富は浪費するためのものであり、帝国領土は結果でしかなく、守るためのものではない」

「だから――ならばなぜ討って出る？」

「ペルガムス人俺たちの意志を示すためだ。我らが『示し』は歴史に刻まれる。それこそが帝国の覇道なのだ」

　アッタロスはそれだけ言いきると、馬の腹を蹴けり、出発させた。

　軽快に山の斜面を駆け下りていくアッタロスのあとに、彼の部下たちも続く。

　徐々に速度を増しながら、ペルガムス騎兵の一団は魔物たちの中に突入した。

　立ちはだかろうとする巨大な獣の魔物を剣の一撃で薙なぎ払はらい、回りこんで包囲しようとする巨大ムカデの魔物を、槍やりで次々と串くし刺ざしにする。

　一直線にあっという間に斜面を駆け下り、アッタロスたちの一団はトモロス山の麓ふもとに辿たどりついた。

　さらに黒水晶の塔に向け、最短距離の方角へと平原を駆けていく。

　しかしアッタロスは浅い川の向こうに布陣する、さらなる魔物の群に顔をしかめた。

　こちらはまだ山攻めに参加していない本隊ともいえる集団で、これの突破は今の戦力では難しい。

　ならば機動力を生かしたもう一つのルートがある。渡と河かせずに川に沿って走り、目の前の魔物集団を迂う回かいするのだ。

　だがアッタロスは迷った。遠回りなどすれば奇襲の意味がなくなる。魔物が塔の守りを手厚くする時間を、与えてしまうことになりかねない。

「ではどうする――？」

　アッタロスは脱落者の数を確認しようと、背後を振り返った。

　そして驚き、もう一度しっかりと振り返る。なぜなら元々出発した部下たちの後ろに、さらについてくる騎馬があったからだ。数が減るどころか、倍に増えている。

　剣国人ブレイドランダーたちだった。

　アッタロスはわけが分からないまま、しかしためらわず真まっ直すぐに川を渡った。とにかくこの数なら正面突破を挑む価値はある。

　川を渡りきったところで完全に追いついた剣国人は、先頭のアッタロスの左翼側に展開していった。そして彼らは一斉に叫んだ。

『激水之疾みずのはやくはげしきが至於漂石いわただよわすにいたるは者勢也これせいなり!!』

　それは突撃の喚声であり、東方より伝わる魔法の呪じゆ文もんでもあった。剣国人たちが持つ抜き身の刀には、詠唱にともなって文字が浮かび上がる。さらにその表面にある溝に従って、鉄の刀身がパキパキと割れ、押し広がっていった。隙すき間まだらけになった脆もろい刀身全体がしかし、吹き出す光の力場によって覆おおわれる。

「剣国人の魔法剣……ここで使ってくるのか」

　馬上のアッタロスは半笑いで呟つぶやいた。

　この技は、いわば剣国人の最後の切り札だった。

　使用時間に制限があり、その後は刀ごと壊れてしまう。どんな戦場でも勝敗が決まる最終局面でのみ使われ、猛威を振るうものだった。

　剣国人たちはこの一戦で、力を使い切るつもりなのだ。

　彼らは幅広の魔法剣を片手に馬で駆け、巨大な魔物を次々に真まっ二ぷたつにしていく。そしてさらに左側へ扇状に展開しながら、魔物の大軍を切り崩していく。

「いい振りきりだが――しかし、な！」

　正直アッタロスは、分からないという気分だった。

　そこへ剣国人の指揮官が、アッタロスの馬に併走してくる。背が低く肩幅が広い男の方――ブリダルだった。

　アッタロスはこういう時の慣例として、思いきり不満げに言ってやる。

「ペルガムスに剣国人が味方するとは滑こつ稽けいな話だ。だがもう遅い。愚か者にはせいぜい盾となってもらおうか！」

「そのつもりで、上官を振りきって来ました」

「ほう。いよいよ狂ったか？」

「自国の都市を救えなかったペルガムスが、我が国の都市を守るために出撃した。――これはまさに義勇。遅れを取るわけにはいきません」

「ああ……」

　アッタロスは間抜けな嘆息を漏らした。

　この男にはこの突撃が、ペルガムスの意地でも、都市を消された復ふく讐しゆうでもなく滅私奉公に見えているのだ。

　忌いま々いましい話ではある――が、しかし。

「――こちらは大おお槌つちを積んだせいで馬の動きがよくない。突破を任せる」

　受け入れるアッタロスに、剣国人ブレイドランダーブリダルは「はい」と気持ちよく答えた。あとは完全に戦いへと集中していく。

　二人はそれぞれの部下に指示を出した。ペルガムス軍は速度を落として後ろに下がり、左翼に展開していた剣国人は前に出る。

　その状態でアッタロスたちは剣国人に守られながら、魔物の群の中央を一直線に突いた。

　完全な奇襲により、突破は何とか成功する。魔物たちの中央を走り抜けたアッタロスたちの前に、無防備な黒水晶の塔が姿を現した。

「ここからは前に出る！　俺おれたちの見せ場だ！」

　アッタロスの号令に、ペルガムス兵たちは喚声を上げた。

　そしてアッタロスを先頭に、再び剣国人を追い抜いて、集団の前へ出る。逆に剣国人たちは後方に下がり、魔物の追撃を阻止するため殿しんがりの守りにつく。

　――それにしても。

　アッタロスは改めて見上げた魔物の塔に息をついた。山の上から見下ろした時に比べ、さらに幾いく分ぶん大きく見える。

　石の表面は全すべてが光沢を持って光り、だが遠くで見た時よりもはるかに複雑な構造を持っているのがよく分かった。

　尖せん塔とうの一本一本が独立した柱なのは山の上からも見えていたのだが、それを支える基部が実は、人の形をした巨大な彫刻なのだ。以前アッタロスが異国で見たことのある石せつ窟くつ彫刻のように、巨像がズラリと並んでいる。

　もっとも人の形とは言っても、頭はつるりとして何もない。代わりに顔の部分には、魚のようなマークだけが掘られていた。そんな異様な人型の巨大彫刻が、尖塔の一本一本をその両腕で支えているのだ。

　加えてさらに奇妙なのは、この塔の周辺についてだった。

　ただの平地に見えていた場所には、焼け残った黒い柱や水路跡のようなものがある。

「集落の跡地か……」

　口に出してみて、アッタロスは「やはりそうか！」と声を上げた。ずっと頭の中で引っかかっていたことが、ようやく一つの結論に達したのだ。

　ここはエフェソス村なのである。

　公表はされていないが、ペルガムス軍が初めて魔物に襲われた場所だ。

　それまでの魔物は、世界に潜む異い形ぎようではあったが、大人おとなしいものだった。

　だがこの村での魔物襲撃があって以来、魔王ミトラスが復活し、人間と魔物の争いが始まった。ここはそういういわくつきの土地なのである。

　いや、だからこそ魔物たちはこの地を、再起の場所として選んだのかもしれない。

　――しかし。

　アッタロスは考えこんでしまっていた。そうなると新たにいくつかの不可解な事実が浮かび上がる。

　何かがおかしくはないか？

　情報はすでに全すべてそろっている。そんな直感がある。

　しかし。

　――何がおかしい？

　あと一歩で答えが出そうなその思考が、頭の中で引っかかる。

　だが突然の異常事態に、アッタロスは考えを打ち切った。背中に冷ひや汗あせが吹き出す。

　尖せん塔とうの一本がいきなり水平近くまで傾き、そのとがった先端を迫り来る人間たちに向けてピタリと止まったのだ。

「こんなことが！」

　根本には尖塔を両腕で抱えた石の巨人が見えた。何体もあった石像の中で、それだけには二つの目があり、ジッとこちらを見ている。

「そういう魔物か！　全員散開しろ!!」

　声の限りにアッタロスは叫んだ。

　次の瞬間、都市を滅ぼした星の光が、この至近距離で人間たちに向かって発射される。

　先頭を走るアッタロスの乗馬は光に驚いて前まえ膝ひざを折り、その場で転倒した。落馬したアッタロスは思いきり放ほうりだされ、その直後に周囲が閃せん光こうに包まれる。

　視界が一回転し、アッタロスは地面に叩たたきつけられた。

　無様に呻うめき、悪態をつきながらも、アッタロスはすぐさま起き上がる。

「冗談じゃない……」

　アッタロスはガンガンする頭を振った。

　一時的なものだろうが耳がよく聞こえなかった。誰だれの声も聞こえない。

　ようやく背の痛みをこらえて、後ろを振り返る。

　そこには何もなかった。

　本当に何もないのだ。

　誰もいない。

　ただの半円形の大きな溝だけが、土の地面の上に、どこまでもずっと続いていた。

　溝の表面は溶けたバターのようにつややかで、暗くら闇やみの中で薄ぼんやりと光っていた。その表面からジジジ……と、何かが焼けていくような音がかすかに聞こえてくる。

　アッタロスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　やがて夜の冷たさと地面の熱さが混じった風が、塩の焼けるような匂においを運んでくる。

　しばらくしてようやくアッタロスは、今度は地面が揺れていることに気がついた。

　――いや、重たい足音がこちらへ近づいてくる。

　振り返ると、光を限界にまでふくれあがらせた黒水晶の塔を背に、先ほどの石の巨人がこちらへとやって来る。

　その顔には泣いているかのような紋様が走っていた。全身は黒水晶のように透明で、中では鋭い光がいくつも瞬く。まるで体内で星が生まれ、消滅するかのようだった。

　そして巨人は片腕に、アッタロスから全すべてを奪った石の柱を、槍やりのように持っていた。

　いやこれは最初から尖せん塔とうなどではなく、巨人の槍だったのだ。

　――武器を持った魔物がいるなら、それは敵だ。

「おのれ――」

　アッタロスは自分も腰の剣を抜き、怒いかりのままに駆けだした。

　仲間たちのくれた勢いは、まだアッタロスの中にある。その力が、アッタロス自身の肉体と意志を、勇気とともに突き動かしていた。

　復ふく讐しゆうに爛らん々らんと燃える目で、巨大な石の魔物を睨にらむ。

「この化け物が、よくも！」

『ではお前は何なのだ？』

　石の巨人はまるで、それが当然のことででもあるかのように、人間の言葉で喋しやべった。

　アッタロスは驚きのあまり、思わずその場で立ち止まる。巨人の顔を見上げ、そして気づき、言葉を失った。

　――何という顔なのか。

　巨人の目は冷たかった。憎悪と軽けい蔑べつの目で、アッタロスを見下ろしていた。

　それは人間の脅威として存在する、生き物の姿をした災厄ではない。

　ここにあるのは冷静な人格と、明確な殺意そのものだった。

　巨人は言う。

『お前たちは、自分一人では何一つ考えつかず、判断せず、想像せず……。解決方法を暴力しか持たず、だから徒党を組めば何でもやって、平気で命を踏みにじる――』

　それは独り言のようだった。だが巨人の言葉に、アッタロスは気がついてしまった。

「お前は――人間なのか？」

　石の巨人は沈黙した。

　もちろんアッタロスも、そういった話は聞いたことがあった。魔物は人間の悪意を種として誕生する、そういうものであると。

　だがそうではない。根本的に違う。全く逆だ。

　――『人間が、魔物のふりをしている』のだ。

　目の前の巨人は企たくらみを秘めた、ただの人間なのだ。普通の冷静な、人間の精神の持ち主なのだ。

　それが魔物の肉体という舞台衣装を手に入れて、『世界』に立っている。

　自らを人間以外の存在であると『騙かたろう』としている。

　そうするとどうなる？

　魔物という勢力は――？

　魔王という存在は――？

　アッタロスは顔を歪ゆがめると、身を翻ひるがえして巨人に背を向け、逃げ出した。

　――このことを一刻も早く、誰だれかに伝えなければならない！

　しかし石の巨人・夜ノクスは無言のまま、巨大な黒水晶の槍やりを振り下ろした。

　アッタロスはその下敷きになって挽ひきつぶされる。地面にぶつかり粉々に砕け散る黒水晶の槍の下で、ただの肉塊へと変わっていった。

　そして巨人は、夜空に向かってその全身で咆ほう吼こうする。

　　＊　＊　＊

「ははは……ははは……」

　空に響き渡る巨人の声に、岩の上へ腰かけた村長アンティオは笑い声を上げていた。

　カルセが彼を発見した時には、すでにそうしていたのである。

　人間と魔物の戦いは続いている。

　周囲からは剣を打ち鳴らす音が響く中、カルセは彼の元へと走った。

「立ってください！　ここにもすぐ魔物が押し寄せます！　みんなと合流しないと――」

　カルセは村長の腕を取る。

　しかし彼はその腕を、思いがけないほどの強い力で振り払った。

　つんのめったカルセは、地面が血で水たまりができるほどに濡ぬれているのに気がついた。

　そして岩に座った村長の背が、血まみれになっているのを見る。

　そこには大きな刺し傷があった。魔物にやられてしまったのだろう。

　だがこの瀕ひん死しの際にあって、村長アンティオはずっと笑っていた。

　巨人に消し飛ばされた剣国人ブレイドランダーやベルガムス兵、アッタロスたちのいた方を指さす。

「あいつら……、全員死んだ……、全員……どっちも……、ざまあみろ……、あいつら…………、ざまあみろあいつら…………」

　親しい人の仇かたきを討ったというように涙を流し、そうかと思うと徐々に掠かすれていく声でまた笑うのだ。

　カルセは目を伏せて唇を噛かんだ。

　何者かに祈り、助けを求めずにはいられなかった。

　だが唇が動くばかりで、声にならない。

　　＊　＊　＊

　再び石の巨人・夜ノクスの咆ほう吼こうが、夜空を割るように響き渡る。

　それは戦場であるトモロス山の隅々にまで轟とどろいた。耐えられない悲しみと苦痛を吐き出すような、心に突き刺さるような声だった。

　声の振ってくる夜空を見上げ、彼は一歩一歩と進んでいく。

　周囲の兵士たちは気がつくと、一人ひとりが彼に道を開け敬礼し、見送った。

　そのざわめきに何事かと振り返ったベロウェス大佐は、こちらを向いて何か言いたげに口を開き、しかしそのまま口を噤つぐむ。

　魔王ミトラスは、気づかれないぐらい小さく息をつくと、山の斜面の端まで歩いていった。そして、再び発射寸前にまで輝きを増した黒水晶の塔を見下ろす。

「よく留守を守った、ベロウェス君。上々だ。――あとは私が何とかしよう」

　そう言うと魔王は脇わきに抱えていた三本の木の棒を、手に持ち直し、宙に投げる。

　板状の表面に魔術文字の刻印された、三本の黒い杖つえ――。

　宙に浮いた魔法使いの杖は魔王を中心として、その周囲をゆるやかに回転し始めた。

「衛星杖アコライト……」

　兵士の一人が呟つぶやいた。

　神官の杖や魔法使いの杖は、使用者の魔力を飛躍的に高める。

　しかし自分の手で持つとなれば、その形状や杖の本数、術者の行動には自ずと限界が生じる。――要するに邪魔なのだ。

　そこで高位の魔法使いは、杖つえそのものを魔法で浮かせ、この限界を突破する。

「――補佐を開始しろ、我が杖・『ケルベロス』！」

　凛りんとした命令の声とともに、魔王の周囲を取り巻くようにグルグルと回っていた三本の衛星杖アコライトは、魔王の正面へ回りこんだ。そして三本の杖が正三角形の位置を維持して、宙で完全に静止する。

　その杖の向く先は、魔王の睨にらむ視線の先――つまりは光り輝く黒水晶の塔だった。

　魔王は正三角形に浮かぶ杖の真ん中に、自分の手を構える。

「……アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス！」

　呪じゆ文もんと同時に、大量の赤と白の魔法円が魔王の手の先で誕生した。さらに杖に囲まれた結界の中で、魔法円は爆発的に増殖を始める。

　そのあまりの速度に、杖の結界外へあふれ出した魔法円は、まるで泡のように形を崩し次々と消滅していった。しかしそれをはるかにしのぐ勢いで魔法円は増え続け、やがて全すべてが入り交じった強い光が無理やり誕生しふくらんでいく。

「行け――!!」

　魔王の声が命じると同時に、周囲の夜よ闇やみが昼の明るさへと変わった。

　そして放たれた光の柱が、虐殺の塔へ向け一直線に飛んだ。



    

  
    
      
第七章





　トモロス山から発せられた閃せん光こうを、アティスは夜空の中で確認した。

　すでに切り札である魔法『エムブロシア』は発動しており、アティスは風の魔法で宙に浮かんだまま、その場で体を反転させる。

「魔王か――!?」

　アティスが叫ぶ間にも山頂から放たれた光は、真まっ直すぐに黒水晶の塔へと伸びていく。

　だがその途端、魔物の塔全体がバン！　と一段ふくれあがるかのように音を立てて弾はじけた。

　――いや、実際は99本の尖せん塔とうが一斉に、自由自在に動き始めたのだ。

　そして全ての尖塔が、そのとがった先端を飛来する魔法の攻撃へと向ける。同時に内部へ蓄えた光を、一斉に撃ち放った。

　魔王の放った魔法と、塔の放った光の粒がぶつかる。それでも魔王の攻撃は一直線に破壊目標を目指した。

　一方で魔物の塔のギラギラとした光の粒は、衝突した部分から円盤状に自ら広がっていく。積極的に霧散していくことで、魔法の攻撃を中和しているのだ。

　やがて魔法同士の衝突点は、星雲の形をした光の靄もやに包まれる。そしてそれが光を失い、ゆっくりと消滅したあとには、全く無事な魔物の塔だけが残っていた。

「駄目なのか！」

　吐き出すように言うアティスの頭上から、勝ち誇った声が響いた。

『そうだ、百人隊センチユリアを前にしては何一つ意味がない！』

　振り仰ぐと翼の生えたライオン――夜空の中で黄金色に輝く魔物の大幹部『朝マーネ』が、悠然とアティスを見下ろしていた。

　――この魔物は、アティスの正体を知っている。

　だからアティスは戦いの開始からずっと、この魔物にまとわりつかれ、足止めを食らっていた。その苛いら立だちをこめて言い返す。

「塔の光も消えた！　ならばお互い様だ！」

『さて、どうかな』

　嘲あざけるように朝マーネは答えた。

　その言葉に呼応したかのように、魔物たちが大移動を始める。

「何だ！」

　山の麓ふもとから黒水晶の塔まで、平地を守るように展開していた魔物たちが、ついにトモロス山へ向かって押し寄せ始めたのだ。

「そうか――」

　アティスは理解した。これまで魔物たちは魔王の所在が掴つかめず、だから塔を守る形で布陣していたのだ。だがここからは総力戦だ。

　生き残った人間たちを圧倒する数の魔物が、改めて襲いかかってくることになる。

「じゃあ、カルセは――」

　アティスは自分の足元、はるか地上にあるカルセの姿を見下ろした。そこでは離散した兵士たちを徐々に救って合流しつつも、まだベロウェスたちの本隊と合流できないカルセたちの姿がある。朝マーネが空からそのように、魔物たちを誘導しているのだ。

　幾いく重えにも敵に包囲されたカルセは、もはや絶体絶命の状況だった。

「カルセ……」

『どこを見ている！』

　注意を逸そらしていたアティスは、直後にとてつもない衝撃を首に食らった。意識が途切れ、血が吹き出るのを肌の表面で感じる。

　獅し子しの牙きばで噛かみついた朝マーネは、そのままアティスを噛みちぎらんとするかのように、空中で何度も振り回した。

　しかしアティスは両手の中に、火のエレメントで構成された二本の魔法剣を出現させた。

　それを敵のある方に、とにかく振るって斬きりつける。

　ようやく朝マーネはアティスを放し、距離を取ると口の周りを血だらけにしたまま言い放った。

『行かせはしないと言っただろう、勇者アティス。お前はここで滅びを見ていろ』

　その挑発に言い返すこともできず、アティスは自分の血に溺おぼれて咳せきこんだ。実際、普通の人間なら即死している傷だ。

　だがアティスの首の回りには青い魔法円が踊り、強力な肉体復元の魔法が実行されていく。魔王の肉体と血の力だった。

　もっとも今はその持ち主の、軽率な判断が疎うとましい。

「魔王め。これじゃ魔物を……、いたずらに……。刺激しただけじゃないか…………」

　アティスは無念の思いで、掠かすれる声を漏らす。

　だが思わぬほどの間近で、聞き慣れた不機嫌な声が響いた。

「いいや、これでいいのだよ！」

　アティスと朝マーネの両方が声を振り向くのと同時に、影は二人の間をすり抜けて上を取った。その背には三本の魔法使いの杖つえが配置され、大量の風の魔法円が増殖されては消えていく。その力で魔王は自分の身を宙に浮かせているのだ。

『なるほど、衛星杖アコライトか……』

　突如現れて割って入った魔王に、朝マーネは不機嫌な唸うなり声ごえを上げた。

『一騎打ちの邪魔をするとは。相も変わらず無粋なお方だ、魔王ミトラス』

「今さら何を言っているのか。――私は勝てばそれでいい。そのために今すぐ、このバカが必要なのだよ」

　アティスはハッとする。

　その間にも魔王は、両手のひらを朝マーネに向けた。

「天てん空くう人びとすら逃れえなかった技だ。貴様も存分に食らうがいい！　――アクタイオンの猟犬ペントデクミル・イグニスアクア・ヴアサス!!」

　魔王の両手の間に青い光が生まれ、朝マーネに向かって照射される。さらにその光を取り囲むように、多数の赤い、火の魔法円が出現した。

　破壊をもたらす魔法円は、朝マーネへ向けて一斉に発射される。

　しかし朝マーネは魔王の魔法を見て、鼻で笑った。

『馬ば鹿か馬ば鹿かしい。何をするかと思えば、この程度の魔も法のが――。人間にされたせいで感性まで鈍ったか、ミトラス・アグディスティス！』

　獅し子しの魔物は自分に向かって飛んできた魔法を、次々と避けて魔王に突進する。

　しかし赤い魔法円は急旋回すると、驚くべき速さと精密さで朝マーネを追い始めた。

『何だこれは？　先読みされていた？　…………いや、どういうことだ!?』

　自分を追跡する魔法の攻撃を、朝マーネは次々と避ける。しかし朝マーネの回避がスピードを増すごとに、攻撃の魔法もどんどんと速度を上げ、急旋回し、朝マーネを追い詰める。

『こんなことがどうして――』

　だがついに朝マーネは、この魔法の正体を見破って吼ほえた。

『そういうことか！　下らぬ手品を考えたものだ！』

　朝マーネは宙で翼を打って、体をその場で反転させる。そして何も存在しない空気の中へと噛かみついた。するとそこに大量の、青いエレメントの線が浮かび上がる。

　――つまりこの魔法は、最初の青い光の照射の段階ですでに命中していたのだ。

　そして水のエレメントによるこの見えない糸をたぐるようにして、攻撃魔法部分が目標に接近し、当たるようになっていた。ただそれだけのものなのである。

『ならば――』

　朝マーネは顎あごで咥くわえたエレメントの糸を、そのまま全身を振り回して食いちぎった。

　たったそれだけのことで、朝マーネを追っていたエレメントはそれぞれがバラバラの方角へ飛び散り、次々と勝手に空中爆発を起こした。

　獅子の魔物は夜空の中で勝ち誇る。

『こんなものを、まるで切り札かのように！　――堕おちたものだな』

「しかし君は油断した」

　アティスの声が、すぐ耳元で囁ささやいた。

　朝マーネは一瞬で身を丸め、爪つめの一撃を声に向けて叩たたきこむ。

　だがその一撃を、アティスは予想していた。そのための挑発だった。

　繰り出された攻撃を確実に避けると、右手の魔法剣の一振りで朝マーネの左前脚を斬きり飛ばす。

　苦痛にまみれたとてつもない獣の咆ほう吼こうが、夜の空に響き渡った。

　その傷口からは黒い血がドクドクとあふれ出る。しかしアティスはさらに左の魔法剣で突いた。朝マーネは身をひねったが、その背――翼の根を大きく切り裂き、またも血があふれ出す。

『ガァアアアア――！』

　朝マーネは空中をのたうち回るようにして、ようやくアティスの剣の範囲から飛び出した。そのままどんどん飛び去り逃げていく。

　しかしアティスもあとは追わず、敵が逃げるのに任せた。

　自分もすぐさま身を翻ひるがえし、地上のカルセへ向けて急降下する。幸いなことに、カルセはまだ無事でいてくれている。

「絶対に助ける――！」

　だがそこでハッとしてアティスは、顔を上げ周囲を見回した。

「魔王は――」

　自分を助け出し、反撃のチャンスを与えてくれた魔王は、いつの間にかまたいなくなっていた。

　――でもひとまず、今は。

　アティスは一いつ旦たん全すべてを頭から追い出し、全速力でカルセ救出へと向かった。



　石の巨人・夜ノクスは、輝く尖せん塔とうを槍やりのように持ち、黒水晶の塔の前に立っていた。トモロス山への総攻撃に、人間の生き残りたちはもはや防戦一方となっている。

『そのまま死ぬか――。それとも世界が滅ぶ様を見届けるのか――』

　選べばいいのだと、夜ノクスは笑った。

　それでこそやっと、夜ノクスから愛いとしい人を奪った罪――人間が生まれながらにして持つ業ごうは、贖あがなわれることになるのだ。

「だが、そうはならない――！」

　空から降ってきた小さな影が、夜ノクスの背後に降り立った。

『何――』

「アレスの剣ミール・イグニス・セカンダム!!」

　魔王の手の中に、赤い光で構成された魔法剣が出現する。さらにその周りを三つの衛星杖アコライトが取り囲んだ。

　魔法剣はすぐさま増幅され、巨大な剣へと姿を変える。それを魔王は巨人の夜ノクスへと向け、振り下ろした。

『たった一人で、自ら強襲とは……』

　夜ノクスは手にした尖塔の槍で、魔王の振るった魔法剣を受ける。

　両者がガチリと組み合った途端、黒水晶の槍の表面からはギラギラとした光が滲にじみ出て、魔王の剣をはじき飛ばした。

『だが弱い。……そしてそれは、あなたが人間の体を手に入れたことで、自由を手に入れたからだ』

「私が自由だと！　ふざけたことを！」

　しかし夜ノクスは魔王を見下ろして、とがった槍の先を向けて言う。

『いいや。あなたは魔物たちを見捨て、契約を破棄したんだ。人間たちと生ぬるく時間を潰つぶす生活を選びたくなった』

　尖せん塔とうの槍やり先さきから光の粒がほとばしり出て、魔王へと飛ぶ。

「ボレアスの烈風ヘクサミール・ヴエンス・インフア！」

　ほぼ同時に、魔王は高速移動の魔法を唱えた。魔王の足回りを白い魔法円の集合体が取り囲み、魔王の体を浮き上がらせ地を滑走させる。

　ギラギラとした光の粒の奔流を回避しきった魔王は、逆に間を詰め、杖つえに増幅された巨大な魔法剣で斬きりかかる。

「いかにも元が人間の考える、下世話な発想だな。――だがアティス王として信任を得るのは、計画の一部なのだよ。それ以外にどうやって、私の封印された体を取り戻す！」

　一方、夜ノクスの背後では、顔に魚のマークが彫られた巨人像が腕を伸ばしていた。

　掲げ持っていた輝く尖塔の槍を、夜ノクスの左手に渡す。夜ノクスはそれを手の中で回して持ち直すと、斬りこんできた魔王の剣を再び弾はじく。

『逃げ口上はもういい。あなたはこの先も人間として、情けない存在として、生きていけばいい。魔物たちは新たな王・Ⅴクインタスを手に入れた』

「ふざけるな！」

　怒鳴って斬りかかる魔王の剣をしかし、巨人も思いきり槍で振り払う。その巨大な力に魔王は後方へ吹き飛ばされ、魔法で何とか軟着陸する。

　夜ノクスも左右の手に持った二本の槍を構え直した。

『……君はもしかして、魔物たちがⅤクインタスを選んだことに怒っているのかい？』

　魔王は黙って夜ノクスを睨にらみ、巨人は笑いに顔を歪ゆがめる。

『でも俺おれたちにとって大事なことは、本当にたった一つなんだ。崇拝するイーシアの最後の願い――生き続けることさえ望まないイーシアの願いさえかなえば、それでいい！』

「Ⅴクインタスに、魔王は無理だ!!」

　夜ノクスはその答えに数瞬、沈黙する。

『……ではまずあなたが、まだ魔王たりえるところを見せるべきだ』

　次の瞬間、夜ノクスは魔王に向けていた尖塔の槍を、トモロス山の山頂に向けた。慌てて魔王は叫ぶ。

「やめろ！　なぜそんな殺さつ戮りくの必要がある！」

『なぜだって？』

　夜ノクスは、泣き顔のような紋様の入ったその石の顔で、嘲あざけるように笑った。

『あなたは魔王なのだろう？』

「お前は！」

　魔王は威圧的な眼光で睨にらみつけると同時に、爆発的な魔法の加速で一気に夜ノクスの足元を駆け抜けた。

　巨大な魔法剣の一いつ閃せんとともに、巨人の右腕と尖せん塔とうの槍やりは真まっ二ぷたつになる。重々しい音を立てて地面に落ちる。

『ははははっ!!』

　夜ノクスはなくなった右腕に、拍子抜けしたような笑い声を立てた。だがその時にはもう左腕の槍で、再び人間たちのいる山を狙ねらう。

　もはや無言で、怒いかりの表情の魔王はさらにその腕を切り落とす。

　しかし両腕とも失った夜ノクスは、まだ狂ったように笑ったままだった。

　そして魔王は気づくのが遅れた。夜ノクスの背から新たに、二本の巨大な腕が生えていたのだ。

「お前もう、Ⅴクインタスの手で――」

　答えはない。夜ノクスが精せい一いつ杯ぱい後ろに伸ばした手に、塔の基部に埋め込まれた巨人像二体が、新たな尖塔の槍を渡す。

『俺おれはイーシアの復讐願いをかなえる！』

　夜ノクスは背中の腕で、尖塔の槍を人間たちの山に向けて構える。対して魔王は、その場で体を強引に反転させた。半ば転がるようにして再び突進し、三本目の腕を斬きり飛ばす。

『まだだ！』

「まだだとも！」

　四本目の腕はまだ、憎き人間たちの籠こもる山に向けられたままだ。

　それを魔王は衛星杖アコライトごと魔法剣を投げつけ、肘ひじから先を砕き割る。

　支えを失った尖塔の先は目標を大きく逸それ、遅れてほとばしった攻撃の光は、明後日あさつての方向へと撃ち放たれた。

　――そしてここまでが全すべて、夜ノクスの考えた罠わなだった。

　夜ノクスの背後の黒水晶の塔――その上部を構成する残り95本の尖塔の槍全てが、トモロス山の山頂に先端を傾け、狙いをつけていたのだ。

　――都市一つを溶岩の沼に変えた光が、一斉に撃ち放たれた。

「やめろ!!」

　魔王は魔法で一気に跳び、光の前に飛びこんだ。

　間髪入れず魔王を追って宙を飛んできた衛星杖アコライトは、魔王の意志に従い、その正面で正三角形に組み合わさる。それに向けて手を伸ばし、魔王は唱えた。

「アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム!!」

　膨大な量の防御魔法円が、魔王の前に現れる。巨大で分厚い魔法の壁が、黒水晶の塔のすぐ手前に出現していく。

　その無様な魔王の行動に、夜ノクスは憐あわれむような笑い声を上げた。

『死を恐れる魔王よ。――お気に入りの人間たちを守って、もろともこの世界から消滅するがいい!!』

　至近で真正面からぶつかり合う巨大な力と力が、烈風と閃せん光こうを周囲に振りまく。

　地面はえぐれて形を変え、草でも土でも、わずかでも燃えるものがあれば端から発火して灰に変わっていく。

　しかしついに、魔王の張った魔法防御壁の一部が決壊した。

　――全すべてのバランスが崩れ去る。

　魔王の壁を射貫いた光は真まっ直すぐ伸びて夜空を裂き、トモロス山の山頂へと突き刺さった。



「威力は落ちている！　大丈夫だ、僕が行く!!」

　アティスは告げると同時に、向かってくる光へと飛んだ。

「応こたえてみせろ、魔王の血!!」

　叫ぶと同時にアティスの前へ、次々と明るい燈とう色いろの魔法円が出現し繋つながっていく。

　トモロス山の山頂を撫なでようとしたきらめく光の奔流は、その防御魔法によって本当にわずかにだけ弾はじかれた。

　軌道を逸そらされた光の柱は、山頂ギリギリの所を通過して、そのまま上空へと吸いこまれていく。

　遅れて、トモロス山は豪風に襲われた。閃光に焼かれた空気の匂においが辺り一帯を包む。

　崩れかけた石垣造りの見張り台で、吹き飛ばされないよう身を屈かがめたベロウェス大佐は、大声で望遠鏡を手にした兵士に訊きいた。

「王は無事か!?」

　望遠鏡の兵士は身を屈めたまま、必死で魔物の塔の周辺を探す。そして強風に掻かき消されないよう、こちらも大声で応える。

「見つけられません！　塔の周りはどこもかしこも無む茶ちや苦く茶ちやで、この様子では人間などとても――」

　ベロウェスは顔をしかめた。

　徐々に風は吹き収まり、宙に巻き上げられた土や小石、植物だったものの灰が、雪のように降ってくる。

　やがてベロウェスは決断するように息をつくと、見張り台の奥に向かった。

　そこには彼の主あるじ、カルセ王女がいる。さらには少し離れて剣国人ブレイドランダーたちの司令カプルナ、戦死したアッタロスのあとを継いだカサンドロという名のペルガムス人の男もいる。

　彼らを前にして全員に聞こえるよう、ベロウェスは言った。

「――軍から提案します、カルセ様」

　カルセはジッとベロウェスを見ている。そして静かに深く頷うなずいた。

「お願いします。ベロウェス大佐」

　そう答えたカルセの美しさに、ベロウェスはしばし言葉を失った。この窮地にあってカルセは、迫力としか言いようのない衝撃を周囲に放ち始めている。それでいてまるで、ここにはいない幻の存在のようにも見えるのだ。

　ベロウェスは唾つばを呑のみこむと、意を決して口を開く。

「提案します。――現在アティス王は魔物の塔の付近で、生死不明の状態です。我々はアティス王の救助、さらには支援のために、行動を開始しようかと思います」

「どのように？」

　静かなカルセの問いに、ベロウェスは一拍の間を置いて答えた。

「トモロス山を放棄し、魔物の塔に向け進軍します」

　周囲にいたカプルナ、カサンドロ、そして見張りの兵までもが全員、息を呑んだ。

　カルセだけがじっと、ベロウェス大佐を見返す。

「それはアッタロス将軍の二の舞ではないのですか？」

「違います。第一に魔物の塔は攻撃を撃ち放った直後であり、次の攻撃が可能となるまで時間の余裕があります。第二に、我々が王の囮おとりの役目を終えた以上、山城での防戦は無意味です。この山を防御する理由は、我々にはありません。第三に我らはアティス王を失うことができません。王を失えばもはや我々には、魔物に対抗する術すべが残されていません。我々が守るべきはこの山ではなく王にあります」

「許可しません。考え直しなさい」

　カルセは即答した。周囲では呻うめくような声が上がり、ベロウェスも反論しようとしたがカルセの目を見てその口を噤つぐむ。

　自分でも驚いたことにベロウェスは今さら、カルセを畏い怖ふしていた。

　しかし、遅れて空から下りてきたアティスが、ベロウェスに代わってカルセに言う。

「でも、大佐の言うことは一理あるよ、カルセ」

　剣国人のカプルナなどは、この人間離れした魔法の使い手で、やたらカルセ王女に馴なれ馴なれしく、それでいて正体不明な少女に不可解げな視線を向ける。

　だがアティスはあくまでもいつも通りに、カルセへ言った。

「僕たちはここで、王を失うわけにはいかない。――だから僕が行ってくるよ。飛んでいって、助けて、飛んで帰ってくるだけだ。リスクは最小限に抑おさえられる」

「それも許可できません、アーサー・ベルシラク」

「……いや、何でさ？」

　カルセの返答があまりに意外でアティスは驚く。カルセは答えた。

「王はあなたを連れていきませんでした。それはあなたをここに残すことが、王の意志だったからです」

「あの時とは状況が変わってるよ」

「王は状況の変化を予測しておらず、だから指示を残さなかったのだと思いますか？」

「そうは思わないけどさ……」

「だったら王には、自力で勝って帰ってくる義務があります。――あなたは王の考えた通り、魔物から兵士たちを守る戦いに専念してください」

「義務って……」

　アティスはカルセの言葉に眉まゆをしかめた。

　しかし結局、何かを察さつしたかのように頷うなずく。

「分かったよ、カルセ。……確かに彼は、僕の力が必要な時には、ちゃんと必要だって言う人だと思う」

　カルセも黙って頷き返した。

　しかし戦士のアティスはそれでよくても、指揮官のベロウェスは軍全体のことを考えなければならない。

「――王を信じて待つという、カルセ王女の判断は分かりました。ですがそれならばせめて、山の裏斜面へ兵を移動することをお許しください」

「裏斜面へ？」

　問い返すカルセに、ベロウェスは「はい」と頷く。

「魔物の塔はこちらをいつでも砲撃できます。これを防ぐために山の反対側――塔から直接狙ねらうことはできない山の死角側に移動するのです」

「どうしてですか？」

　カルセが本当に不思議そうに訊きく。

　一瞬ベロウェスは自分が、何か説明を失敗したのかと考えこむ羽目になった。

「どうして、とは…………。いえ、ですから……。王が無事であるとしても、我々がこのまま魔物の塔に姿をさらしていれば、王は先ほどと同じ不利に落ちこみます。王は我々を守りながら戦い続けなければならない」

「それは逆ではないでしょうか、ベロウェス大佐？」

　ベロウェスは口を無意味に開閉させた。

　アティスや剣国人ブレイドランダーのカプルナたちですら、顔を見合わせる。

「逆、……ですか？」

「はい」

　カルセは頷うなずいた。

「我々がここにいれば、敵の魔物は王と戦うか、それとも我々を再び攻撃するか、選択を迷うことになります。その結果、王はより有利に戦いを進めることができるのではないでしょうか？」

「いえ、しかし……それは。王が我々を切り捨てる決断をした場合のことで――」

「ええ」

　カルセは頷いた。

「彼は頭がいいので、もう気がついているでしょう。同じ失敗はしないはずです」

　ベロウェスは今までの軍人生活でもこれ以上はないというほど長い間、黙りこむしかなかった。

「…………つまり、王が得るかもしれないちょっとした有利さの代償として、私たちは全滅する危険を冒すというわけですか？」

「危険を冒すというより、こちらが撃たれるのも選択の一つではないでしょうか？　そうすれば都市攻撃を一回分、阻止することができます」

「我々はそんな判断は、ごめんこうむる！」

　たまりかねたように剣国人のカプルナは叫んだ。

「アティス王のことは信じたいが――わしは部下たちの命に責任を持つ立場じゃ。こんな不確かで下らぬ犬死にを、強いるわけにはいかぬ！」

「……では好きにすればいい」

　カプルナにそう言ったのは、驚いたことにペルガムス帝国の指揮官代理・カサンドロだった。

「俺おれたちは、アッタロス将軍の果たせなかった『帝国の覇道』を引き継ぐ。次の都市攻撃を阻止するためなら全員、この身をさしだす覚悟で挑む」

　カプルナは黙りこんだ。

　確かに忘れていたのだ。

　魔物の塔の次の攻撃目標は、トラキア連合王国の都市オレスティスである。トラキアに属する剣国人ブレイドランダーのカプルナたちは、それを必ず守るために、存在しているのではないのか？

　なのにペルガムス帝国がそれを守り、剣国人は犬死にと言って逃げようというのだ。

　そんな恥が、許されるわけがない。

　――こうして最終結論は出てしまった。

　ベロウェスはため息をつく。

「本当にこれでいいのでしょうか？　……王の安否は確認できない。我々は次こそ全滅する攻撃を受けかねない。魔物と戦い続けられても、この戦力差ならいずれ数で圧殺されてしまう。そんな全すべてが行き詰まった状況で――何とかしなければならない状況で、我々は逆に何もしない」

　カルセは頷うなずいた。

「そうなりますね。王が再起し、戦い、魔物の塔を破壊するのを待つしかありません」

「じゃがそれは、カルセ王女が許嫁いいなずけであるアティス王を格段に信頼しておってこその判断、ということじゃろう？」

　剣国人のカプルナは、面白くないという顔で言う。

　しかしカルセは考えこんだあと、ほとんど無意識のように呟つぶやいた。

「いいえ、逆ね……」

「また逆？」

　苛いら立だったように言うカプルナに、カルセはまだ自問自答し続ける顔で頷いた。

「……正直に言うと私は、彼について何一つ信じていません。なぜならば彼がどうするつもりなのか、私は何一つ聞かされていないからです」

「しかしフェシナスの王女の決断は、まさに妄信そのものじゃ」

「ですからそれが、逆なのです。――魔物たちは新たな魔王を得ました。そして魔物たちは存在そのものを、より残虐で凶暴なものへと変えています。……自分の手で実際に戦ってみれば、そう確信するしかありません。……かつての魔王討とう伐ばつの時とは違う。いま人間は、重大な危機を迎えています」

　カルセはカプルナを見据えて言った。

「この世界の存亡に関かかわる危機に対抗するため、私たちはより力強く、信頼に足る強力な導き手――つまりは魔物の王に対抗する『人の王』が、どうしても必要なのです」

「……それがアティス王であると？」

　カルセは横に首を振った。

「彼はまだ『人の王』の資格を持つに達していないのです。私は信頼していません。ふさわしくない。だから彼には、彼自身の指示と判断で進めるこの戦いを、彼自身の力で乗り越えてもらわなくてはならないのです」

　剣国人ブレイドランダーのカプルナは半ば唖あ然ぜんとし、やがて「傲ごう慢まんな――」とカルセを睨にらんだ。

「……つまりたった一人の真なる先導者王をこの場で産み出すために、ここにいる、まだ生きている二千人近い兵士たちの命を、天てん秤びんに賭かけるというのじゃな？」

　それに対してカルセは、場違いにも思える微笑ほほえみで応こたえた。

「王族とはそういうものです」



　巨人・夜ノクスの目の前で、地面は熱に波打っていた。

　鋭い割れ目が幾筋となく土の上を走り、夜空の冷気と熱の入り交じった風が吹きすさぶ。

　その中に、彼女の小さな影はあった。

　焼けて模様のついたマントに顎あごまで埋まり、長く赤い髪をたなびかせる少女。

　掲げた左手には三本の衛星杖アコライト・ケルベロスが、まとめて重なり握られていた。

　夜ノクスにとってもその姿は、懐かしいものだった。

　髪の色、肌の色は違っていたが、見間違えるはずもない。

　魔王ミトラス・アグディスティスの真の姿――精霊ファウナとしての姿である。

『最後の力を解放してまで、人を救うのか魔王ミトラス……』



    

  
    
      



    

  
    
      　魔王は大きすぎてずれ下がった眼鏡めがねをかけ直した。そして夜ノクスを睨にらむ。

「お前は人間を誤解している！」

『誤解――？』

「黙れグズが。いいかね、よく聞け、巨人の夜ノクス」

　人差し指を突きつけた魔王は、プリプリして一気にまくし立てた。

「全すべての人間たちはこの魔王の家畜、仔こ羊ひつじちゃんたちなのだよ！　……私は冗談みたいな苦労を背負いこみ、語りつくせないほどの馬ば鹿か馬ば鹿かしい手間を、馬鹿馬鹿しい理由でかけることになりながら、ようやく奴やつらを手なずけたところなのだ。だからこれから連中には、とことん最後まで、私の役に立ってもらわなければならないのだよ！　そうしなければ全く元が取れない。骨折り損のくたびれもうけなのだ！　それを貴様は『何となくその場の雰囲気で』吹っ飛ばそうとしたのだぞ!?　冗談ではない！　死ぬか？　死ぬがいい！」

　夜ノクスは失笑のような、掠かすれた音を響かせる。

『……失望するよ、もはや魔王ではない魔王ミトラス。出任せを並べるために、よくもそこまで舌が回る』

「だが貴様にとってはビックリ驚いたことに、全てがまごうことなき真実なのだよ」

『下らない……』

「私にとってはイーシアもそうだった」

　夜ノクスは無言のまま大きく目を見開いた。対して魔王は少女の顔でフッと笑う。

「イーシアあの女は私にとって、いわば食料を提供する果樹の一つだったのだよ。男の姿を装って現れた私に、人の生むエレメントの実――種殻テスタを提供するためだけの存在だった」

『黙れよ……』

「いいや聞くがいい。――あの女は種殻テスタを提供する対価として、快楽を得ていた。恥と知りながらそれに溺おぼれていたのだ」

『……』

「お前たちはイーシアを神殿帰りの知恵者として、聖女のごとく扱っていたが、事実はそうではなかった。あれは欲に欲を重ねる、卑いやしい女だった。そして本人はそれが私への愛であると、都合よく解釈しようとしていた。私にしてみれば馬鹿げた話だ」

『お前は――！』

　夜ノクスは怒いかりに絶句していた。

　巨大な手はカタカタと音を立て、ギラギラとした光が体内で明滅を繰り返す。

　魔王はそんな夜ノクスの姿を見上げ、勝ち誇ったように笑って言った。

「お前だって、本当は見たのだろう？」

『何を！』

「私に嬲なぶられ、悶もだえ、喜びの涙をこぼすあの女の姿をだ。――お前は嫉しつ妬とに狂い、激怒して、なのにイーシアが私を友人として紹介すれば、それを受け入れた。何も言いだせずに私を自分の友として扱ったのだ」

　夜ノクスの口からは言葉もなく、ただその硬い巨体の全すべてから、石の軋きしむ音が響き渡る。

　その様を見て、魔王はさらに笑った。

「情けのない奴やつ！　きれい事を言うな！　お前の行動原理など、最初からたった一つなのだ。イーシアが自分のものにならなかった事実をねじ曲げたい。ただそれだけのことなのだろう？」

『黙れ!!』

「お前はずっと『イーシアの願いをかなえる』の一点張りだった。だがお前は、自分がイーシアの一番の理解者を気取りたいだけなのだ。その一方で、イーシアを苦しめ、殺した愚かな人間という生き物に、無差別な復ふく讐しゆうがしたくて仕方がなかった。つまりは残虐な八つ当たりだ。そのために魔物としての、人間に勝る絶対的な力がほしかったわけだ。さらには――」

　小さな魔王は自分の薄い胸を叩たたく。

「私を――イーシアを奪った魔王を、この世から消し去りたいとずっと思っていた。そのためにより強大な力を得たいと望むようになった。だからⅤクインタスに尻尾しつぽを振り、その使いっ走りに成り下がった！　違うのか!?」

『……………………ああ、そうだとも』

　夜ノクスはガタガタと石の全身を振るわせ、狂ったように叫んで答えた。

『――確かにその通りだ！　違いない!!』

　そう言って夜ノクスはゲラゲラと笑いだした。

『だが半分間違っているよ、ミトラス・アグディスティス。――イーシアはもういないんだ。俺おれの願いなんか、最初からかなわないんだよ。だから俺はもう、何もかもを振り切って自由になりたいんだ！　イーシアのことも、何もかも!!』

　泣くような声で、夜ノクスは叫ぶ。

『そのためには力が必要で！　力の行使が必要だ!!　そしてそうやって俺が突き進んだ果てには、結局イーシアの願いがある。イーシアの願いはやはり成じよう就じゆするんだよ！　素晴らしいじゃないか？　俺の力の行使は全ての夢を世界にかなえる!!』

　叫びきった石の巨人の背後で、黒水晶の塔が大音を立てて弾はじけた。尖せん塔とうの槍やりを掲げ持っていた巨大な石像の腕が、バラバラに動き始めたのだ。

『やれ、百人隊センチユリア！』

　夜ノクスは叫んだ。

　尖せん塔とうの槍やりの先端が次々と小さな魔王へと向けられ、一斉にギラギラとした光が撃ち放たれる。

「ふん。――ボレアスの烈風ヘクサミール・ヴエンス・インフア!!」

　小さな足の周りをスカート状に白い魔法円が取り巻き、小柄な魔王の体を浮かび上がらせた。そして急加速に入る。

　だぶついた服をなびかせて魔王は地上を滑走し、飛んでくる光を次々と避けていった。

　しかし魔王へ向けられる尖塔の槍の数はどんどんとその数を増やし、今や雨あられと破壊の光が降ってくる。まるで逃げ場を塞ふさげとばかりに、絨じゆう毯たん砲撃を始めたのだ。

「再始動だ、我が杖つえ・ケルベロス！」

　魔王は手に持つ衛星杖アコライトを投げた。

　宙に浮いたまま魔王の周りを一周した三本の杖は、魔王の背に回って三本の羽根のように停止する。その杖同士が作る結界の中に大きな白い魔法円が出現すると同時に、魔王の体は空へと舞った。逃げ場のない地上への絨毯砲撃から脱出する。

　しかし次の瞬間、魔王に向かって一直線に、直撃弾が飛んできた。

「アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム!!」

　魔王は慌てて叫んだ。

　燈とう色いろの魔法円が出現し、塔から放たれた光を弾はじく。

　しかしすぐさま次の光が、再び魔王を直撃した。

　魔法で防御はするものの、次から次へと攻撃を当てられる。どれだけ避けても、一発として外れない。

「さっきまで力押しだったクセに、どうしていきなりここまで命中精度が上がる――」

　魔王はハッと気づき、塔に目を凝らした。

「夜ノクスか！」

　その予想通り、巨人の夜ノクスは腰まで塔の基部と融合し、一体化を果たしていた。直接指示を出すことで、魔王に正確な攻撃を当ててくるのだ。

「なるほど、これこそが黒水晶の塔の正体。――つまりは一人の夜ノクスと九十九体のゴーレムイクトウスたちで組み上げられた、百人隊センチユリアというわけか」

　その姿はまるで黒水晶の塔を殻とした蝸牛かたつむりのようだった。

　今や一体の巨大な魔物と化した百人隊センチユリアはさらに、下部に生えた気持ち悪いほどの数の足を動かし始めた。エフェソス村の跡地を離れ、再び移動を開始したのだ。

　そして向かう先は――。

「まさか直接、トモロス山へ乗りこむつもりか！」

　魔王は叫んだ。

　しかし次々と精密射撃を撃ちこまれ、魔法で防御こそするものの、幾いく度ども幾度も空中で弾はじかれる。どんどん塔から遠ざかる方へ、一方的に押しやられてしまう。

　そんな風ふうにもがいているうちに、百人隊センチユリアはトモロス山へ向かう速度をさらに上げた。

「ならば、一気に決着をつけてやる！」

　魔王は指の一振りで防御の魔法壁を消し、代わりに両手を敵に向かって差し伸べる。

「来きたれ我が剣！　アント＝アレスの大火センテナミール・イグニス・セカンダム！」

　手と手の間から様々な大きさの赤い魔法円が、雪崩を打ったように出現し始めた。まるで乱雑に見えたそれは、すぐさま一つの形を作り出す。

　――天てん空くう人びとの天空船を魔法構造で再現したコピー。

　滑らかで巨大な円えん錐すい型の空飛ぶ船が、魔王の両手の先に現れた。

　魔王が作り出した天空船のコピーは、そのまま一いつ旦たん、地上スレスレまで急降下する。そこから地をかすめるような低さで、一直線に蝸牛かたつむりのような百人隊センチユリアへと向かっての突進飛行を開始した。

『そんなもの――！』

　夜ノクスは叫び、ゴーレムイクトウスたちはさらなる速度で槍やりの集中砲火を放ってくる。天空船には次々と穴が開き、全体の形が崩れていく。

　そもそも火のエレメントでできた赤い魔法円は、接触時の攻撃能力が高いだけで、防御能力は全くない。脆もろいレンガ細工のように、一撃を食らうごとにボロボロと崩れ、徐々に形が崩壊していく。

　だが魔王の真まっ赤かな天空船は後部から一斉に噴射光を吐いた。

　さらに一段、その速度を増す。

『何――！』

　夜ノクスは叫ぶ。そしてついに魔王の天空船は、その頭から百人隊センチユリアに突っこんだ。

　胴体に突き刺さった巨大な天空船の衝撃に、巨人の夜ノクスと99体のゴーレムイクトウスで構成された巨体は吹っ飛ぶ。

　一九八本ある全すべての足が一旦宙に浮き空気をかいてから、再び地面に着地した。さらに地面を滑り、トモロス山に向かっていた百人隊センチユリアは大幅に進路をずれた格かつ好こうで、完全に停止する。

　何とか転倒はまぬがれたものの、突撃を食らった百人隊センチユリアは火のエレメントの浸食を受け、半ばまで熱に溶けて破壊されていた。

『しかし動きは止めた！』

　破壊をまぬがれたゴーレムイクトウスたちの腕が動き出し、尖せん塔とうの槍やりの切っ先を全すべて、身動きの取れない天空船へ向ける。

『消えてなくなれ――』

　至近距離から一斉集中砲火を浴びせる。

　天空船は次々と穴だらけとなっていく。そしてついに爆散し、跡形もなく木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

　だがその背後に、魔王の姿がない。

『どこへ――！』

　巨人は尖塔の槍を手に、周囲を見回す。――その夜ノクスの真正面に、魔王はいた。

『クッ……！』

　塔の基部に体の半分が埋まり、上半身しか動かせない不自由な夜ノクスは、呻うめくしかない。そして魔王は衛星杖アコライトで巨大化した魔法剣を思いきり振り抜いた。

『だが！』

　夜ノクスはまさに蝸牛かたつむりのように、融合した胴体を胸まで塔の内部に沈めた。魔王の攻撃をすんでのところでかわしきると、反撃すべく右腕に持つ尖塔の槍を繰り出す。

　だが今の間合いは魔王のものだった。

　小さな魔王がさらに一歩踏みこんで魔法剣を振るうと、大きすぎる槍を不器用に振るおうとした夜ノクスの右腕は、またしても肩のつけ根から切り落とされる。

『ならば！』

　武器などもう必要ない。

　夜ノクスは直接左手を伸ばし、魔王を握りつぶそうとする。

　それどころかさらに体中から――背や胸、脇わき腹ばらと、所を構わず新たに五本の巨大な腕が生えてくる。

　六本の巨腕で魔王の逃げ場を塞ふさぎながら、一斉に取り囲むように、完全な圧殺を目もく論ろむ。

　しかし魔王は逃げ出しもせず、半円に魔法剣を振るった。

『こんな……』

　夜ノクスの首が胴体から切り離された。

　そのまま真まっ直すぐ、地に落ちる。

　そして今まさに魔王を取り囲み、掴つかみかからんとしていた六本の巨人の腕は、魔王に届く寸前で動作を停止した。

　隆起し躍動していた透き通った石は、夜ノクスの首の切断面から、濁った灰色に変わっていく。表面から内部まで、細かなヒビが入っていくのだ。

　あっという間にそのヒビは広がっていき、百人隊センチユリアの全体が、鈍く不透明なただの石へと変質する。

　それで決着だった。魔王は大きく息をつく。

「……ご苦労だった。我が杖つえ」

　声とともに巨大な魔法剣は消え去り、三本の衛星杖アコライトはばらけて浮いたまま、魔王の周囲を漂った。

　魔王が夜ノクスの首の元へと向かうと、三本の杖も忠犬のように、浮遊したままあとからついてくる。

　重みで土の中にめり込んだ夜ノクスの巨大な首を、魔王は地面から拾い上げた。

　泣いているような顔の石の巨人の首は、弱々しいながらもまだその中に光を灯ともしていた。

　その口から、声が響く。

『……訊ききたいことがある。どうしても……。一つだけ』

　魔王はしばらく言葉が出てこず、ようやく小声で静かに答えた。

「いいだろう……。何だ？」

『……イーシアのこと。……本当に……利用していただけなのか？』

「思った通りのことしか聞かないな、君は……」

　しかし夜ノクスの首はニヤリと笑った。

『……今度は俺おれが見てやった……お前の…………そういう顔……』

　――魔王は、人間の肉体を持ってしまった自分が、今どんな顔をしているのか分からなかった。

　いや「ちゃんとしてる」のだ。そうに決まっている。

「ふざけるな……。私が利用しただけというなら、それは利用しただけなのだ。しょせんあの女も、ただの『人間ごとき』でしかない。そして私は魔王だからな」

　必死で答えてそれ以上続かず、言葉を呑のみこむ。

「……だからイーシアを一番好きなのはお前でいい」

　その声はちゃんと聞こえたのだろうか。

　夜ノクスの石の首はもう完全に光を失っていた。



    

  
    
      
終章





　百人隊センチユリアの停止にともない、トモロス山での戦闘は終了した。

　もちろんまだ数においては、魔物が圧倒的に優勢である。このまま人間たちをなぶり殺しにする選択肢がないわけではなかった。

　だが戦いは無意味化したのだ。

　Ⅴクインタスは朝マーネに命じて退却の指示を出し、魔物たちは朝の近づくトモロス山から引き上げていく。

　兵士の一人が、勝利の叫びを上げた。

　死の危機を脱し生き残った安あん堵ど感かんと、凶悪な魔物をついに退けた喜びで、トモロス山は一斉に勝利に沸く。

　その決着を見届けた魔王はしかし、カルセたちとは合流しなかった。

　青年の姿へと戻ると一人、戦場から少し外れた森の中を歩いていた。

　日の出が近い、薄ぼんやりと霧がかった小道を行く。

　やがて魔王の進む前で森が開けた。木々の間にできたちょっとした広間に辿たどりつく。

　森の奥に自然にできた、単に木が生えなかったというだけの小さな空間。

　それが聖域の森だった。

　トモロス山近くの国境地帯にあり、今はもう滅んでないエフェソス村の住民たちだけが密ひそかにそう呼んでいた彼らの隠れ家。そこに魔王は五年ぶりに来ていた。

　広場の一番奥には、石造りの墓がひっそりとある。

　かつて村の住人たちが敬愛していた神殿帰りの少女が、願いを残して死んだ場所に、その墓は建っていた。

　森の中の隠されるようにしてあるこの墓の前にはしかし、すでに二つの人影がある。

　片方の青年は朝マーネだった。

　今は獅し子しの魔物の姿から、人の姿へと戻っている。

　端正でそれゆえに神経質に見える彼は、魔王の存在に気づいていながら、一切こちらを見ようとしない。

　伸びるに任せた長い金色の髪は、全体でゆるくカーブし、彼の着ている灰緑色のローブに落ちている。アティスに切り落とされた左腕は、包帯で巻かれ肩から吊つられていた。

　そしてもう一つの人影は――。

「Ⅴクインタス……」

　魔王は静かな怒いかりをこめてその名を呟つぶやいた。

　旅のマントにフードをかぶり、そのフチにはいくつものガラクタを留とめた少年は、振り向いて口元だけで魔王に微笑ほほえんだ。

　無言で対峙する魔王とⅤクインタスを置いて、朝マーネは大きな鍵かぎを取りだした。その鍵を使って、石墓の納骨堂の扉を開ける。

　しかし、中にあるのは遺骨ではない。

　入っているのは食器や髪飾りなど、色とりどりのガラクタばかりだった。今はもうこの世にいない、エフェソス村の出身者たちが使っていたものである。

　そして朝マーネは懐ふところから、魔王にも見覚えのある黒帽子を取りだした。

　夜ノクスがまだ人間だったころ、イーシアが生きていたころにずっとかぶっていた、お気に入りの黒帽子だった。死を覚悟していた夜ノクスは、あらかじめ友人に遺品を託していたのだろう。

　それを他ほかのガラクタと同じく納骨堂に収めると、朝マーネは再び扉を閉め、石墓の大きな鍵をかけ直す。

　そして初めて魔王を振り返ると、小さく舌打ちした。

「お前にそんな顔をする権利があるのか？」

　朝マーネの憎々しげな声に、魔王は黙ったまま相手をジッと睨にらんだ。

　苛いら立だった口調で朝マーネは言う。

「俺おれたちは、人間を殺し、人間に殺されるために魔物になった。だから夜ノクスはこれでいい。なのになぜ全すべてを始めたお前が――、どうして今さらそんな顔をする？」

　魔王は答えない。

　――確かに、これは魔王が始めた計画だった。

　生き続けることさえ望まなかったイーシアの願いを、実現するための計画である。その実行のためにエフェソス村の生き残りたちは魔物になり、魔王は魔王を名乗り、人と魔物の新たな抗争が五年前に始まったのだ。

　彼らを縛るイーシアの願い。魔王と交わした契約テスタメントの言葉。

　それは墓石の上に大きく刻まれていた。

『――人々から、争いの不幸が消える日を』

　イーシアは自らの命と引き換えに、そう願ったのだ。

　節操のない『地上の平和』を彼女は願った。

　そして最悪だったのは、魔王がそれを実現できる方法と力を持っていたことだ。

　死に際の女の夢想を実現するために、世界は大きく動き出してしまった。

「お前の企たくらんだ通り、先の戦闘はうまく行ったじゃないか」

　朝マーネは魔王を睨にらんで言う。

「騒乱の村は解放され、ペルガムス帝国とトラキア連合王国の全面戦争は回避され、いがみ合う三ヵ国が手を取りあって魔物たちと戦った。魔物という脅威に対して、恨みを越えた団結を見せた。これはイーシアの願いへ向かう第一歩のはずだ。そうじゃないのか？」

　朝マーネはジッと魔王を見る。

「だがお前はまだ人間の側に立って、魔物を倒す役まで自分でやるつもりでいる。一体何を考えているんだ？　心をどこに置いている？　何でそんな顔をする！　……冗談じゃないぞ！」

　しかし魔王はただ厳しく、黙って朝マーネを睨み返すしかなかった。

　そしてそれまで沈黙を守っていたⅤクインタスが、驚いたことに魔王を弁護する。

「――違うよ、朝マーネ。計画はようやく本来の流れに入ったんだ。『真実の姿』を現しつつあるのさ」

「真実の姿……？」

　聞き返す朝マーネの驚いた顔に、Ⅴクインタスは頷うなずいた。

「考えてみてほしいんだ。人は共通の脅威にさらされた時、いがみ合う相手と手を組み、過去の遺恨を越えた助け合いの行動に出る。――だがその目的は何なのかな？」

「目的、ですか……？」

　朝マーネはしばしの沈黙の末、自信なく答えた。

「……迫る脅威に対抗するために、より強力な勢力となることでしょうか？」

「そうなんだ。人間たちは手っ取り早く強くなるため、急いで仲間を増やしているだけなのさ。でも、よく考えて。それは極めて一時的なものでしかないことは明白じゃないかな？　人々はやがて、自分たちが『強くなることだけを目的としている』ことに自覚的になる――。その時に現出する状況は、まさに地獄だよ」

　少年姿のⅤクインタスは優しく微笑ほほえんだ。

「強者だけの強力な団結を維持するために、弱者の切り捨てが始まる。重苦しい関係強要と強化が始まる。そしてそれこそは君たちの村が『強い軍隊の維持』のために略奪を受け滅んだ状況、そのものなんだ。魔物たちはあの悲劇に繋つながる状況の取っかかりを、改めて作り出したに過ぎない。このまま行けば世界中で第二第三の――いや呆あきれるほどたくさんのエフェソス村が誕生するに過ぎないんだよ」

「そんな！　……しかし――今さら！」

　ほとんど悲鳴じみた朝マーネの声に、しかしⅤクインタスは横へ首を振る。

「恐怖させた側が、恐怖した側をコントロールすることはできないんだよ。だからこれは元から、計画の本来の姿ではないんだ。この計画にとって肝心なことは、全く別のことなんだよ」

「しかし――肝心なこと、とは？」

「恐怖した大衆の側に魔王が潜りこんでいることさ。それこそがこの計画の本質なんだ」

　朝マーネは、思わぬことを言いだしたⅤクインタスに黙りこむ。

　Ⅴクインタスは魔王に笑いかけ、話を続けた。

「人々は魔物に怯おびえ、強くなることを渇望する。そんな人間たちの頂点を、魔王が取ってしまうんだよ。そうすることでこれまでどうやったって統率することのできなかった群衆は、一つの意志の元にコントロールされることになる」

「しかし、それではまるで――」

　言葉を失う朝マーネに、Ⅴクインタスは頷うなずいた。

「そう。これは『架空の脅威』によって浮き足だった群衆を、『脅威への対抗者』によって統率しようという人類独裁支配の計画なんだ。つまりはありもしない『人間の敵』が暴力を振るうことで成立する恐怖政治――それを全人類に仕掛けようという企たくらみなんだよ。そうして世界は魔王に支配される。国も国境もなくなり、人と人との争いは消える」

　Ⅴクインタスは心浮き立った口調で語る。

　しかし魔王は言った。

「お前の考えは下らない」

「……何だって？」

　少年Ⅴクインタスの顔は、目まなじりが下がり、逆に唇の端はつり上がる。だが魔王は淡々とした口調で告げた。

「お前は『本当に肝心なこと』が何なのか？　何が人の世に作り出されなければならないのか、それが分かっていない」

「……」

「そんな考えしか思い浮かばないお前に、魔王の役は不可能だ。愚か者は恥を知り、遠慮して舞台から下りるべきだ」

「――いいや断るよ」

　あどけない少年Ⅴクインタスの声に、突然、異様なまでの執着心がこもった。その表情が歪ゆがむ。

「教えてよ――。その答えこそが知りたいんだ、僕は……。僕の世界は…………。お前魔王は僕たちの世界で何をやった？　どうしてあれほどの長きに渡る暗黒時代が発生した？　お前はどういう仕組みで、世界の本質を根本から変えた？」

「私は『お前たち全員Ｖ』に信じこませただけだ」

「……何を？」

「お前には理解できない」

　魔王の返答にⅤクインタスの口が引きつる。だがそれはすぐに、元のゆるやかな微笑ほほえみに変わった。

「ああ。僕は理解ができないよ。だから魔王の座からは下りない。……僕は世界の動きを、もっともっと加速するよ。そして君は君のその『素晴らしい計画』を、早く実行してみせてくれ。僕はこの計画の行く末を、天球儀会ソシエタス・スフアエラを通じて、『僕の世界Ｖ』にもたらさなければならないのだから……」

「どれも無理な話だな。まずはお前を引きずり下ろし、『この世界Ｘ』から叩たたき出す」

「不可能だよ……」

　Ⅴクインタスは微笑んだまま、マントの裾すその手を翻ひるがえした。

　魔王は目を見開く。

　そこにはまだ未回収の巫女の書リブリ・シビユリーナ――魔王の本体を封印する紙片の全すべてが、乱雑に縫い止められていた。

「お前……！」

　怒鳴る魔王にⅤクインタスは言った。

「これぐらいは僕にとって、雑作もないことだよ。でも今の君じゃ、僕からこの紙片を取り返すことはできない。つまり君の力が僕を上回る可能性は、もう今後一切、全く残されていないわけだ」

　魔王はⅤクインタスを睨にらんだまま、拳こぶしを握りしめた。

　しかし確かにいま戦っても、魔王が勝つことは不可能に近い。そして仮に勝ったとしても、そんなことは無意味なのだ。

　すぐにⅤクインタスは新たな肉体を、――何体でもこの世界へ送りこんでくるだろう。

「――だから世界は僕が動かす。君はせいぜいがんばって、『人の世界を根本から変える魔王の計画』で対抗してもらいたい」

　それは一方的な宣告であり、命令であり、絶対だった。

「僕は待たないよ。君は急いだ方がいい」

　無言のままの魔王は、もはやいかなる表情も浮かべず、Ⅴクインタスに背を向ける。

　そして無言のまま、その場から去っていった。

　木こ立だちの向こうに消えていく魔王の後ろ姿を眺めながら、Ⅴクインタスは目を細める。

「やはりすでにあの精神は、『マグナ・マーテル』の座にふさわしくないな。――こちらも換えを用意しておいた方がいいね」

　Ⅴクインタスは王城で出会った、黄金色の髪の王女に思いをめぐらせ、小さく微笑ほほえんだ。



　日の出と同時、昇りつつある太陽を背に、魔王はトモロス山へ帰ってきた。

　激戦の地となった山城を見上げながら、魔王は半分崩れた石造りの階段を登っていく。

　昨日まで鬱うつ蒼そうと生い茂っていた樹木の山は、すでに一晩で土のめくれ上がった、無惨な禿はげ山へと変わっていた。いくつか見える城壁・見張り台もまた、まともなものは一つとして残っていない。

　もはや城として用をなさないトモロス山を早々に去るため、各国の兵士たちは出発の準備を始めていた。その中を魔王は歩いていく。

　階段を登ってくる魔王の姿に、フェシナス王国の兵士の一群が気づいた。彼らは慌てて整列し、勝利の歓呼で迎えようとする。

　しかし魔王は「構わないから作業を続けろ」と、苦笑して手を振る。

　魔王のためにゾロゾロと集まりつつあった兵士たちは、妙に醒さめた王の気づかいに当惑の表情を浮かべた。変にギクシャクした空気になる。

　しかしそれを打ち破るように、怒った甲かん高だかい声が響いた。

「アティス王がやっと帰ってきたんだって!?」

　声の方、石階段の上を魔王が振り仰ぐと、そこには斜面の上から駆け下りてきたカルセの姿があった。

　カルセは魔王を見てキッと眉まゆをつり上げると、どんどん近づいてくる。その不穏な表情に、魔王は首を傾かしげた。

「何を怒っているのだカルセく――イタタたい！」

　あっという間に魔王は耳を掴つかまれ、どんどんと階段の上へと引っ張られていく。

　周囲がポカンと見送る中、カルセは魔王に怒鳴って言った。

「どこの世界に、一騎打ちに勝ったあとで失しつ踪そうする大将がいるのよ！　前代未聞よ！」

「分かったから離したまえ、カルセ君。――君は人間だから気づいていないだろうが、この耳は引っ張るたびに片方だけが確実に伸びているのだ。アティスの肉体だぞ？　それはまずいのではないか？」

　振り返ったカルセは不機嫌に口をすぼめていたが、パッと手を離す。

「アティスの耳が伸びていいわけないでしょ。……まあ、ここまで来ればいいわ。それで今まで、何をやっていたの？」

「別に何も？」

　魔王は肩をすくめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ここからは見えなかっただろうが、今回も能力を解放したせいで背が縮んでしまったのだ。その姿を見られるのは、いろいろとまずい。しかし力を使いきったせいで、元へ戻るのには時間がかかる。だから身を隠してヒマを潰つぶしていたわけだ」

「そうなの？　でも前の時は、そんなことにはならなかったじゃない」

「条件によるのだよ。――大体、普通はいたわらないだろうか、こういう時は？」

　魔王は至極当然のように言い、対してカルセはすまなそうに身を縮める。

「その……悪かったわよ。耳引っ張って」

「ん」

　魔王は勝ち誇った笑みを浮かべる。カルセは一瞬でイラッとした表情に戻る。

「それでこれからどうするの？」

「もちろん王都に帰還する」

「それは分かってるけど、そうじゃなくてもっと広い意味で、今後のことよ。新たな魔王が現れたのよ？」

　カルセの真剣な心配の表情に、魔王はフッと笑うと、意気揚々と語り始めた。

「まずは活動を再開した魔物に対抗するため、アティス王の名で全世界に呼びかけ、国家間の連合組織を設立しなければならないな」

「アティス王の名で？　つまりあなたが、その国家連合の長おさに就くということ？」

　魔王は「違う。どうして私がそんな面倒なことを」と、横に首を振った。

「必要なのは魔物に対抗する人間の組織だ。別に私は人間世界の権力に、興味はないよ。そもそも新興国家のフェシナス王国には、そこまでの力はない。――国家連合の首長は、各国の代表による選挙で選ぶことになるだろう。発案者の私は立候補の権利を放棄した方が、スムーズにことが運ぶだろうな」

「つまり人間たちのあいだを、魔王のあなたが取り持つということ？」

「結果的にはそうなる。なぜならこれは私の都合でもあるからだ。――とにかくⅤクインタスは倒さなければならない。奴やつは世界のバランスを崩してしまう」

　魔王は深刻ぶった顔で目を細めた。カルセは半信半疑の顔で魔王を見る。

　そのカルセのカンの良さは、魔王にしてみれば愉快なことだった。

　――もちろん、そんな風ふうに進むわけがないのだ。

　国家連合の首長に選ばれた大国の王たちは、強化された魔物たちの前に敗北を重ねるだろう。結局、『各国代表が選挙で選んだ』という熨の斗しつきで、首長の座は魔王に回ってくる。

　そして魔王は抵抗勢力が軒並み失脚した状態から、大胆な改革を開始できるのだ。

　まずは身分を問わず優秀な者を発掘し、登用することになるだろう。

　何せ魔物の脅威に対抗するための国家連合である。能力主義は歓迎をもって支持されるはずだった。

　しかしその真の目的は、あらゆる国家、あらゆる旧支配者層の権力構造を、バラバラに分断することにある。

　国家連合に属する国家のあらゆる権力は骨抜きになり、全すべてはその時点で最も力を持つ魔王の手に落ちるのだ。

　こうして世界は魔王によって、征服されることになる。

　――ここまではⅤクインタスの予想してみせた通りだ。

　しかし全ては、ここから始まる。

　魔王は薄く笑った。

　さらなる次の一手で、世界はその意味を変えてしまうことになる。

　人間たちは外へと向かう恨みと暴力を内向させて、静せい謐ひつの時代へと突入するのだ。

　――そして、まだ誰だれも見たことがない、理想の新世界が立ち現れる。

「そんなことのために、どれだけ殺せば気がすむんだ化け物め！」

　悲鳴じみた男の大声が響き渡った。

　カルセが声を振り向くと、そこにいたのはペルガムス帝国の黒くろ鎧よろいを着た一団だった。

　彼らは打ちひしがれたように肩を落として泣いていた。

　カルセはこの兵士たちに見覚えがあった。

　確か戦闘が終了したあと、消滅した都市キュジコスの状況を確認するためにと、カルセらに馬を借りに来た一団である。

　その貸した三頭の馬が彼らとともにあるということは、すでに様子を見に行った者は戻ってきたのだろう。

　結果は聞くまでもないようだった。

　――当然のことだが、戦いは勝って負けて、それで終わりではない。

　沈ちん鬱うつな思いでカルセは息をつくと、魔王へ視線を戻した。

　しかし魔王は真まっ青さおな顔で口を噤つぐみ、じっと宙を凝視している。

　カルセはそれを、黙って見守るしかない。

　とっくに分かっていることだった。

　魔王はカルセにたくさんの嘘うそをつきだした。

　だからその苦しみを、カルセは分かちあうことはできない。

　そして魔王はいつまでたっても分からないのだ。

　――人間は魔王にはなれないのだということが。

　だからカルセは魔王の横顔に微笑ほほえんだ。

　この人のすることを最後まで見守ろうと誓う。

　人間の身であるカルセでは、最後まで魔王の力になることは難しいだろう。

　それでも、見守るぐらいのことはできる。それぐらいはできる。

　そしてカルセが見守る中、魔王は背後から牛に思いきり追突された。

　吹っ飛んで倒れたところを牛の足で踏まれ、さらに牛が牽ひいていた荷車に轢ひかれる。

「ええええ！」

　荷車の下敷きになった魔王から、「ぷちぷちぷちぷち」と変な連続音が聞こえてきた。

　しかしカルセはそれが何の音なのか、想像する勇気はなかった。

「やっと到着しましたあ！　――あ、王女さま！」

　荷車の上に立ち上がり、いま初めて気づいたかのように言い放ったのは神官見習いのエーティンだった。

　カルセの――まるで溺おぼれているかのような、両手をアタフタさせた慌てぶりに、彼女は首を傾かしげる。

「どうかしましたか？」

「エ、エーティンちゃん。あのね――」

「べ、別に、安全になったから、食料持って来ただけなんだからね！」

　カルセは一いつ旦たん口を噤つぐんで、声のした方、幌ほろつき荷車の中を見る。そこにいた赤毛の騎士見習いルーベラは、頬ほおを赤らめてそっぽを向いた。

　――今すごいどうでもいい！

　カルセが改めて両手の指をワキワキさせているところへ、他ほかの女子学寮の面々も荷車から顔を出す。

「王女さまオッス！　駆り出された！」

「お酒～」

「あの……お疲れ様でした……」

　おずおずと言うアズレウスの抱えた腕の中で、子犬オルトロスがキャンと鳴く。

「それであの～」

　エーティンが気まずげにカルセへ照れ笑いを浮かべたところで、斜面の下から声がかかった。

「補給隊はこっちじゃない」

　そう落ちついた声で荷車に向かって言ったのは、兵士出発の総指揮を執っているベロウェス大佐だった。

「なぜこんな所まで遠回りしている？　食料物資の運びこみ先は、ロクペルテューズ大佐の所だ」

「はーい！　すいませ～ん!!」

　神官見習いのエーティンは、やって来るベロウェスにペコペコ頭を下げた。しかし結局どちらへ向かうか分からないらしく、あれ？　あれ？　と周囲を見回す。

「おーい！　お嬢ちゃんたちこっちだってー！　ベレンノ兄ちゃんについてきなよっていったろ!!」

　斜面のはるか下の方で、荷馬車に乗った中年男が軽薄に叫び、目立つようにフリフリとすごい勢いで踊りだした。その隣では強こわ面もての大男が「恥だ……」と、うんざりといった顔で耐えている。

「あ、待ってくださいよ！」

　エーティンは答えて、にこやかにカルセへ会え釈しやくすると再び牛を進ませた。またしても荷車の下から「ぷちぷちぷちぷちぷち！」と、連続した異音が響く。

「ああああ……」

　カルセは惨劇に顔を覆おおう。

　しかし結局何も言えないまま、エーティンは行ってしまう。入れ替わりに不可解な顔をしたベロウェス大佐が、カルセの元までやって来た。

「もしかして王女のお知り合いでしたか？　だったら悪いことをしました」

「ああ、いえ――」

　カルセはガクガク震えながら口をパクパクさせ、ギュッと目を瞑つぶった。

「そうじゃなくて――」

「大佐！」

　声とともに、槍やりを掲げ持った二人の兵士がやって来る。

　一人はいつもの頼もしい笑みを浮かべたレーゲン大尉である。ただそんな彼も、一夜を通しての激戦に疲労は隠せないらしく、目の下にクマを作っていた。

　さらにそのあとに続く元衛兵隊の老兵アンバリー中佐などは、今すぐ倒れかねないほどにフラフラである。

　二人は敬礼をすると、レーゲン大尉が報告した。

「全中隊、退去準備が完了しました」

　ベロウェス大佐は返礼し二人は直る。

「では出発まで各隊に休息を取らせろ。すぐに食料配給も行う」

「それはありがたい。――やっと肩の荷が下りましたな」

　レーゲン大尉は気楽に言うと、大あくびを漏らした。アンバリー中佐はそれを横目でたしなめながら、自分も口元を押さえる。ベロウェス大佐もそっぽを向いてあくびをした。

　一番最初にあくびを終えたレーゲン大尉は、眠そうな目でカルセを見る。

「……そういえば、アティス王が王女とご一緒にいらっしゃると、兵たちが噂うわさしていましたが――。王はまた、どこかへ行かれたのですか？」

「そうだ。こちらも報告が溜たまっているというのに……」

　ため息をつくベロウェス大佐に、カルセは震える手で指さした。

「あの、そこに……」

　三人は不思議そうに顔を見合わせ、一斉に回れ右で背後を振り返った。その拍子にレーゲン大尉の持つ槍の柄えで、身を起こしかけていた魔王は左側へ思いきり吹っ飛ばされた。

「？」

　三人とも何もない背後の風景を見て、再び不可解な顔でカルセに向き直る。

「何です？」

　訊きくベロウェスに、カルセは「いやそこに――」と今度は左側を指さした。全員が左を振り向く。

　その拍子にアンバリー中佐の槍やりの柄えが、再び魔王を引っぱたいて右に吹っ飛ばす。

「おや？　何か引っかかったな……」

　一人寝ぼけたような声で首を傾かしげるアンバリー中佐の隣で、ベロウェス大佐はため息をついた。

「まあ、今さら急ぎの用でもありませんから、いなくても構わないでしょう。むしろ邪魔ですので」

　レーゲン大尉は寝ぼけた声で敬礼した。

「そうですね大佐。特に急ぎの用事はありませんし邪魔です」

　アンバリー中佐は目を何度も開けたり閉めたりしながら敬礼する。

「特に邪魔です」

「うむ」

　ベロウェス大佐が疲れた目で返礼すると、二人は直れの姿勢に戻った。

「ではカルセ王女、我々はこれで」

　ベロウェスはそう告げると、他ほかの二人を引き連れていってしまう。カルセは三人の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った。

　そしてようやく、魔王がヨロヨロと立ち上がる。

「大丈夫なの!?」

　カルセは駆け寄ろうとし、顔を上げた魔王は何とか答えようとする。――その鼻先を、矢がすごいスピードで横からかすめて通りすぎていった。

「……！」

　魔王はささくれだって剥むけた鼻の頭の皮を掻かいて、泣きそうな顔で横を振り向く。

「危ないじゃろ！　わしに当たったらどうしてくれる！」

　剣国人ブレイドランダーのカプルナが怒鳴りながら、抜き身の刀を片手に、蛇のような目でクラテールを睨にらむ。しかし仮面のクラテールは、大きな魔法弓を下ろすと肩をすくめた。

「今のは威い嚇かくです、わざと外している。あなたが剣など抜くから……」

「お前がわしらの志を足あし蹴げにするからじゃろうが！」

「王国外交にとってマイナスばかりの提案を、どうして呑のむ必要があるのですか？」

　カプルナは鬼女のごとき形相で、クラテールを睨む。しかしカルセに気づいて、さらに魔王がいるのに気がつくと、途端にキラッキラの瞳ひとみに涙を浮かべて魔王に駆け寄ってきた。

「アティス王さまー！」

　至近距離からの猛烈な抱きつきタックルに、魔王はグフッと声を上げる。しかし構わず、カプルナは喋しやべり始めた。

「あの血も涙もないオメン女は何なのじゃ……。わしは王さまに恩返ししたい、死んだ部下たちの弔い合戦もしたい、ただそれだけじゃというのに……！」

「だからって何で、一族郎党を率いて我が国に亡命してくるんですか！」

　カプルナは三さん白ぱく眼がんでクラテールを思いきり威い嚇かくしたあと、恥じらうような乙女の視線を魔王に向ける。

「何でもする。じゃからわしだけでもこの身を預かってはもらえんじゃろうか？」

　対して魔王は抱きつかれたまま、「うん」とも「いいえ」とも答えられずにいた。それどころか全く、身動きを取ることができない。

　なぜならカプルナが持つ抜き身の剣が――本人は気づいていないのだが――先ほどからずっと魔王の首筋にピッタリと当たっているからだ。何か言うために喉のどを動かすだけで、大惨劇になりかねない。

　無言のままの魔王に、カプルナはクラテールとカルセを満面の笑みで振り返った。

「いいって！」

「何も言ってないでしょう！　田舎ヤクザの押し売りなどごめんこうむります!!」

「黙れ、ぶちゃいく仮面！」

「……」

　クラテールは憎々しげに舌打ちすると、矢を構えて射た。

「さすがにそれはどうかしら！」

　カルセは叫ぶ。

「ふん！　そんなヘナチョコ矢！」

　真まっ直すぐ飛んできた矢を、剣士のカプルナは余裕で避ける。だが視界を遮られていた魔王は「ヒッ！」と声を上げ、かなり際どく横に飛び退のいて何とか避けた。

　だがさらに次の瞬間、魔王は慌てて、今度は頭を下げる。擦かすらんばかりのギリギリの所を、カプルナが振りかぶった抜き身の刀がブン！　と音を立てて通りすぎた。

「お主、やることやったからには、覚悟してもらおうかの！」

　カプルナがクラテールに刀を振るった。それをクラテールは巨大な弓で難なく弾はじく。その弾いた先にカルセがいる。

「ちょっと――」

　しかし、いつの間にかカルセの前へ割りこんだアティスが、剣の一振りでカプルナの刀を打ち払った。

「やめるんだ君たち！　危ないじゃないか」

　しかし二人は全く聞いていなかった。

　まずクラテールが魔王を盾にして、その陰からカプルナへ矢を射る。それに対してカプルナは、魔王の服の裾すそを掴つかんで、クラテールを必死に攻撃する。

　三人でもつれ合いながら、右に左にとヨタヨタする様を見て、アティスは剣を収めた。

　そしてキリリとカルセを振り向く。

「無事だった、カルセ？」

「待て待て待て！」

　とうとう我慢しきれず、魔王は叫んだ。

「なぜ私も助けない！　というか随分と露骨になったな、お前は!!」

　アティスは「あ」と手を打つ。

「いたんだ」

「いたんだ、じゃない！」

　魔王はさらに物騒な武器を振り回しながら自分にまとわりつく二人にも、ようやく怒鳴り声を上げた。

「お前たちも、そんな下らないケンカに私を巻きこむな！」

「なんじゃとー」

「ハッ！　下らないものの筆頭が、どの面を下げて言いますか？」

「黙れ!!」

　とにかく魔王が頭ごなしに怒鳴ると、ようやく二人は距離を取り、お互いの武器を下ろした。そんな二人に魔王はプンプンと説教する。

「大体身の振り方などあとで決めればいいだろうが！　今はまず、やるべき仕事をやりたまえ。――カプルナは剣国人ブレイドランダーの出発準備が遅れているのだから指示を出しに行け！」

「うむ、まあアティス王がそう言うのならやぶさかではないのじゃ……」

　カプルナは刀を鞘さやに収めると、最後に思いきりクラテールにガンを飛ばし、部下たちの方へと戻っていく。魔王はさらにクラテールに言う。

「お前は食料配給を手伝いに行け。――タダ飯ぐらいなのだから、飯作りぐらい手伝うべきではないのか？」

「フッ、そんなもの――」

「いいからやれよ！」

　魔王がまた怒鳴ると、ようやくクラテールは不満たらたらで坂道を下りていった。

　さらに魔王はアティスとカルセにも言う。

「お前らもだ、仕事しろ！」

　肝心な時に助けにならない二人にほとんど八つ当たりのように言って、魔王は怒ったまま坂道を登っていく。

　肩を怒いからせ頂上まで登り切った魔王は、大きく息を吸って、振り返った。

　そこからは聖域の森が見えた。

　エフェソス村の跡地が見える。

　――全すべての始まりの地から、また新たに全てが始まってしまったのだ。

　そしてその主導権を握るのは、もはや魔王自身ではない。

　逃げ出すことは許されず、汚泥の濁流の中をもがきながら『新たなる世界の姿』に辿たどりつく以外、この事態に終止符を打つ術すべはない。

　魔王はせいぜい薄汚れていきながら、それでもうまくやるしか道はないのだ。

　なぜならそれこそが魔王の名の目指す道――ミトラス・アグディスティスの行った契約の姿でもあるのだから。

　ただ、それでも。

　――魔王はアティスと歩いていくカルセを見て、そしてこの山にいる気心のおける仲間たち全員の姿を見回す。

　こいつらだけはどうにか俺おれが守ってみせよう。そう魔王は心に誓った。

　その誓いを秘めた『人間』の自分がどんな顔をしているのか。

　一体、何になろうとしているのか。

　自分の新たな正体をまだ、魔王が自覚することはなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　読者の皆さま、こんにちは。伊都いと工平こうへいです。

　今回はカルセ復活の平穏もつかの間、魔物たちが新たな魔王を得て、いよいよ活動を再開します。

　そしてなぜ、精霊ファウナは魔王ミトラスとなったのか？

『生き続けることさえ望まない者たち』の願いとは、何だったのか？

　――やがて勇者アティスの魔王討とう伐ばつへと至る魔王復活の経緯と、魔物たちの悲しき真実が明かされます。

　さらには、一巻で予告した『魔王が作り出そうとする世界の三角構造』が、いよいよその姿を現します。

　これは、カンのいい方はお気づきかもしれませんが、我々の世界にもある『アレ』です。

　ただその姿や存在意義、実際の『在り方』については、Ⅴクインタスの介入により、我々の知るものとも、魔王の考えていたものとも、大きく変わっていくことになるのですが――。



　さて、今回のこのお話は、ある用事で半月ほど滞在することになった九州某都市で書き始めました。

　前巻よりも、もっと明るく楽しくアホな感じで――などなど、いろいろ考えながら前半がほぼ完成したころのことです。

　その日の夜はちょっと疲れていて、少し早めに横になろうかと布団に入りました。

　ただ外からは、まだキャッキャとはしゃいだ女の子の声なんかが聞こえてきたりもして、どうも寝つけません。

　泊まっていた安ウィークリーマンションはすぐ前が公園で、こんな時間でもまだ子供が遊んでいるのだろうか？　と思いました。

　……若いっていいよね、とか真っ暗な部屋でボーッとしていると、しばらくして声は去っていきました。

　そして僕の方もようやく、眠りに就くことができました。

　翌日。

　ピンポンピンポンと、やたらに部屋のインターホンが鳴ります。

　しかし出てみると、相手は遠い声で一方的に喋しやべってくるのみ。

　話しているのは分かるのですが、何を言っているのか全く聞き取れません。

　おまけにこっちが聞き取れませんと言ってもなお、一方的に喋り続けるのです。

　何だか薄気味が悪くなって、インターホンを置き、以降は無視することにしました。

　さらにその翌日。

　僕はその日は用事があって、外出することになっていました。

　ですが外に出た途端、例のマンション前の公園に、大勢の大人おとなたちが集合しているのです。まだ平日の昼間でしたから、ちょっと異様な光景でした。

　しかし彼らの格かつ好こうを見ると、抗議やデモのようでもありません。なにせ、背広を着た普通のサラリーマン風ふうの人間が、かなり混じっています。

　そしてこの何だかよく分からない集団が、僕を見つけた途端、一斉に走り寄ってきたのです。あっという間に取り囲まれてしまいました。

　――この時になってようやく、僕は何人かがカメラやマイクを持っていることに気がつきました。実は彼らは、テレビ局のスタッフだったのです。

　しかしカメラを持った人間は全員、僕の背中側に回りこもうとします。

　どちらを向けばいいのかとキョロキョロ迷っているうちに、正面の背広の男性がマイクを突きつけてきました。

「このマンションの住民の方ですか？」

「え？　いやえっと……」

　僕は半月ほど生活していただけですし、そろそろ帰る予定だったし――で、どう答えるのが正しいのか迷いました。マゴマゴしているうちに、さらに訊きかれます。

「二日前の幼児虐待死事件の時に、何か気づかれたことはありませんか？」

　それでようやく状況を理解した僕は、神妙にこちらの事情と状況を説明しました。

　同時に、必死でその日のことを思い出し、しかし何も思い当たることはなく、その理由を話しました。僕の部屋は角部屋で、しかも隣はエレベータースペースになっていました。つまり隣室が存在せず、他ほかの住人の物音などは何も聞こえないのです。

　さらに事件が実際に起きたのは三階も下で、そこで何が起こっていたのかなど、分かるわけがないことを話しました。

　しどろもどろで説明を終えると、彼らも納得したのか、ようやく解放してくれました。

　夜になって用事を済ませて帰ってきた僕は、すぐにネットニュースで調べてみました。

　確かに事件現場として掲載されている写真は、今いるマンションのものでした。

　胸の中でやもやしながら、しかし自分が事件が気づけたわけもなく、ましてや止められたわけもありません。

　そのことを何度も何度も確認して自分を落ちつかせながら、風ふ呂ろに入って、歯を磨き、布団に入って横になりました。

　そこでようやくハッと気がつきました。

　二日前の夜のあの声が、そうだったんじゃないのか？

　もう一度起き出してネット記事を確認すると、時間は一致していました。



　もちろんあの声が本当に事件のものだったのかどうか、確認しようがありません。

　そして例えそうであったとしても、あの時点での僕の認識が完全な見当違いである以上、やはり何もできなかった無能の一人であったことに変わりはないでしょう。

　では今さら、何ができるのか？

『弱すぎる子供』が『馬ば鹿かすぎる大人おとな』に殺されない――その方法を書こうと思いました。そんな話を書いていきたいと思っています。

　そしてそれはこれまでもそうだったはずだし、これからも同じだろうと思います。

　――そんなことを夜中まで、ずっと考えていました。

　ちゃんとできてるんでしょうか？



　さて。

　今回もイラストは万国ばんこくあゆやさんに担当していただきました。また担当編集として引き続き、庄司しようじ氏にお世話になっています。ありがとうございました。

　そしてこの本を読んで下さったみなさまにも。ありがとうございます。

　それではまた、次の本でお会いしましょう。

伊都いと　工平こうへい
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